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挨　

拶

高
村　

正
彦

（
公
財
）日
本
武
道
館
会
長

日
本
古
武
道
協
会
会
長

大
会
会
長

　

第
四
十
五
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
が
、
こ
こ
日
本
武
道
館
に
お
い
て
、
全

国
各
地
に
伝
わ
る
古
武
道
三
十
五
流
派
の
出
場
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
伝
統
の
古
武
道
は
、
自
ら
の
身
を
守
る
護
身
の
術
と
し
て
誕
生
し
、

一
千
数
百
年
の
歴
史
の
大
河
の
中
で
、
武
士
の
生
死
を
か
け
た
戦
い
の
場
に
お

け
る
闘
争
の
術
と
し
て
磨
か
れ
、
戦
国
時
代
を
経
て
平
和
な
江
戸
期
に
入
る
と

武
士
の
心
身
鍛
錬
、
人
間
修
業
の
「
文
武
両
道
」
の
道
と
し
て
全
国
各
藩
に
お

い
て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
体
系
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
と
昭
和
の

激
動
期
を
乗
り
越
え
て
、
今
日
ま
で
全
国
各
流
派
縁
の
地
で
保
存
継
承
さ
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

古
武
道
は
、
武
技
の
修
錬
に
よ
る
心
身
の
鍛
錬
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
武
士

道
の
伝
統
に
由
来
す
る
正
義
、
勇
気
、
克
己
、
礼
節
な
ど
の
精
神
を
養
う
人
間

形
成
の
道
と
し
て
現
代
武
道
に
継
承
さ
れ
て
お
り
、
日
本
が
日
本
ら
し
く
あ
る

た
め
に
、
ま
た
武
道
文
化
発
展
の
た
め
に
、
日
本
人
の
心
に
根
ざ
し
た
古
武
道

の
普
及
、
継
承
は
今
後
ま
す
ま
す
必
要
で
あ
る
と
確
信
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

本
日
は
、
日
本
を
代
表
す
る
古
武
道
三
十
五
流
派
の
奥
義
を
心
ゆ
く
ま
で
ご

堪
能
い
た
だ
き
、
先
人
の
遺
し
た
技
と
心
に
思
い
を
致
し
、
古
武
道
の
保
存
・

継
承
に
益
々
の
ご
理
解
、
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
収
束
を
願
う
と

と
も
に
、
本
大
会
の
開
催
に
当
り
ま
し
て
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
の
諸
団

体
、
各
位
に
深
甚
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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挨　

拶

臼
井
日
出
男

（
公
財
）日
本
武
道
館
理
事
長

日
本
古
武
道
協
会
理
事
長

大
会
委
員
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
第
四
十
五
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
が
、
全

国
各
地
に
伝
わ
る
三
十
五
流
派
の
出
場
を
得
て
、
公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館

と
日
本
古
武
道
協
会
の
主
催
に
よ
り
、
本
日
、
日
本
武
道
館
に
お
い
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
古
武
道
協
会
は
、
日
本
武
道
館
の
提
唱
に
よ
り
、
昭
和
五
十
四
年
二
月

十
七
日
、
古
武
道
の
中
央
統
括
機
関
と
し
て
、
全
国
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
き
た

主
要
流
派
が
大
同
団
結
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
代
武
道
の
原
点
で
あ
る
古
武
道
は
、
我
が
国
の
長
い
歴
史
と
伝
統
の
中
で

培
わ
れ
、全
国
各
地
に
継
承
さ
れ
て
き
た
重
要
な
文
化
財
で
あ
り
ま
す
。今
日
、

古
武
道
は
、
そ
の
技
法
の
修
錬
を
通
じ
て
心
身
を
錬
磨
し
、
豊
か
な
人
間
形
成

を
目
指
す
道
と
し
て
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
に
お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
各
流
派
も
多
く
の
海
外
支
部
を
も
ち
、
数
多
く
の
門
弟
を
得
て
、
講
習

会
、
交
流
会
な
ど
を
行
い
、
そ
の
輪
が
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
ご

同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
戦
後
七
十
余
年
が
過
ぎ
、「
徳
育
」
軽
視
の
教
育
を
押
し
進
め
て
き
た

わ
が
国
に
お
い
て
、
欠
け
て
い
る
も
の
が
三
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
「
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
」、
い
ま
一
つ
は
「
他
者
に
対
す
る
思
い

や
り
」、
最
後
の
一
つ
は
「
活
気
、
元
気
」
で
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
伝
統
の
古

武
道
を
基
軸
に
、
日
本
国
民
が
誇
り
を
も
ち
、
他
人
や
弱
者
を
思
い
や
り
、
元

気
に
満
ち
た
生
き
方
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
全
国
各
地
に
伝
承
さ
れ
る
古
武
道
の
保
存
、
継
承
を
目
的
に
、

昭
和
五
十
三
年
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
る
、
日
本
古
武
道
の
「
技
と
心
」
を
披
露

し
て
い
た
だ
く
、
わ
が
国
最
高
峰
の
古
武
道
演
武
大
会
で
あ
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
脈
々
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
古
武
道
三
十
五
流
派
に
よ
る
奥
義
の

数
々
を
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
大
会
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
諸
団
体
、

各
位
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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祝　

辞

末
松　

信
介

文
部
科
学
大
臣

大
会
名
誉
顧
問

　

第
四
十
五
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
が
、
多
数
の
古
武
道
流
派
の
参
加
を
得

て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
代
武
道
の
原
点
で
あ
る
古
武
道
は
、
我
が
国
の
長
い
歴
史
と
伝
統
の
中
で

培
わ
れ
、
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
日
本
文
化
で
あ
り
、
単
に
勝
敗
や
技
術

の
巧
拙
を
競
い
合
う
の
で
は
な
く
、
人
格
を
磨
き
、
道
徳
心
を
高
め
、
礼
節
を

尊
重
す
る
態
度
を
養
う
、
豊
か
な
人
間
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。
こ
う
し

た
文
化
と
し
て
の
古
武
道
が
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
国
や
地
域
の
枠
を
超
え
て

幅
広
い
世
代
に
親
し
ま
れ
、「
道
」
の
精
神
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
全
国
各
地
に
伝
わ
る
古
武
道
の
中
か
ら
厳
選
さ
れ
た
流
派
に
よ

る
演
武
を
通
し
て
、
長
い
歴
史
と
伝
統
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
「
技
と
心
」
を

広
く
一
般
に
紹
介
し
、
古
武
道
の
保
存
伝
承
に
資
す
る
大
変
意
義
深
い
大
会
で

あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
各

流
派
の
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ
る
皆
様
が
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
、
今
後
の
古
武
道
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
本
大
会
の
開

催
、
運
営
に
御
尽
力
さ
れ
ま
し
た
公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
及
び
日
本
古
武

道
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
様
方
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
本

大
会
の
成
功
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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部
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流
和
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刀
流
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天
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理
心
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剣
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澁
川
一
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柔
術

田
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流
居
合
術

示
現
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兵
法
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術

関
口
新
心
流
柔
術

竹
生
島
流
棒
術

大
会
次
第

開
会
式　

午
前
十
時
三
十
分

一　

開
会
宣
言

二　

国
歌
清
聴

三　

主
催
者
挨
拶

四　

来
賓
祝
辞

古
武
道
功
労
者
表
彰
式

演　

武　

午
前
十
一
時

（
公
財
）
日
本
武
道
館
会
長

 

高　

村　

正　

彦

日
本
古
武
道
協
会
会
長

（
公
財
）
日
本
武
道
館
理
事
長

 

臼　

井　

日
出
男

日
本
古
武
道
協
会
理
事
長

（
公
財
）日
本
武
道
館
理
事・事
務
局
長 

 

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事 

吉　

川　

英　

夫
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閉
会
宣
言 

日
本
古
武
道
協
会
理
事
・
事
務
局
長　
　

内　

田　

康　

介

閉　

会　

※
時
刻
は
予
定

兵
法
二
天
一
流
剣
術

根
岸
流
手
裏
剣
術

　
　

休
憩

第
二
部　
　

氣
樂
流
柔
術

柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術

北
辰
一
刀
流
剣
術

柳
生
心
眼
流
甲
冑
兵
法

本
體
楊
心
流
柔
術

関
口
流
抜
刀
術

荒
木
流
拳
法

大
東
流
合
気
柔
術

無
比
無
敵
流
杖
術

天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術

無
雙
直
傳
英
信
流
居
合
術

天
神
真
楊
流
柔
術

鞍
馬
流
剣
術

演
武
納
め

　

陽
流
砲
術
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大
会
役
員

大

会

会

長	

高
　
村
　
正
　
彦	

日
本
武
道
館
会
長
／
日
本
古
武
道
協
会
会
長
／
日
本
武
道
協
議
会
会
長
／
元
外
務
大
臣

大
会
名
誉
顧
問	

末
　
松
　
信
　
介	

文
部
科
学
大
臣

大

会

顧

問	

稲
　
川
　
泰
　
弘	

全
日
本
剣
道
連
盟
会
長
／
日
本
武
道
館
理
事

	
植
　
芝
　
守
　
央	

合
気
会
理
事
長
／
日
本
武
道
館
理
事
／
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

	
江
　
渡
　
聡
　
徳	

武
道
議
員
連
盟
会
長
／
日
本
武
道
館
常
任
理
事
／
日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
／
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事
／
衆
議
院
議
員

	

川
　
島
　
一
　
浩	

少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
／
日
本
武
道
館
理
事
／
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

	

川
　
端
　
達
　
夫	

日
本
武
道
館
常
任
理
事
／
元
衆
議
院
議
員

	

河
　
村
　
建
　
夫	

日
本
武
道
館
常
任
理
事
／
前
衆
議
院
議
員

	

笹
　
川
　
　
　
堯	

全
日
本
空
手
道
連
盟
会
長
／
日
本
武
道
館
理
事
／
元
衆
議
院
議
員

	

佐
　
藤
　
浩
　
市	
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
会
長
／
日
本
武
道
館
理
事

	

塩
　
谷
　
　
　
立	
日
本
武
道
館
常
任
理
事
／
日
本
武
道
協
議
会
理
事
／
衆
議
院
議
員

	

中
　
山
　
成
　
彬	

日
本
武
道
館
常
任
理
事
／
日
本
武
道
協
議
会
理
事
／
前
衆
議
院
議
員

	

番
　
匠
　
幸
一
郎	

全
日
本
銃
剣
道
連
盟
会
長
／
日
本
武
道
館
理
事

	

前
　
田
　
晃
　
伸	

日
本
放
送
協
会
会
長

	

増
　
田
　
規
一
郎	

全
日
本
弓
道
連
盟
会
長
／
日
本
武
道
館
理
事

	

南
　
　
　
和
　
文	

日
本
相
撲
連
盟
会
長
／
日
本
武
道
館
理
事

	

室
　
伏
　
広
　
治	

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

	

森
　
　
　
英
　
介	

日
本
武
道
館
常
任
理
事
／
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事
／
衆
議
院
議
員

	

山
　
口
　
寿
　
一	

読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本
社
代
表
取
締
役
社
長
	

山
　
下
　
泰
　
裕	

全
日
本
柔
道
連
盟
会
長
／
日
本
武
道
館
理
事

	

山
　
谷
　
え
り
子	

日
本
武
道
館
常
任
理
事
／
参
議
院
議
員
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大
会
委
員
長	

臼
　
井
　
日
出
男	

日
本
武
道
館
理
事
長
／
日
本
古
武
道
協
会
理
事
長
／
日
本
武
道
協
議
会
理
事
長
／
元
法
務
大
臣

大
会
実
行
委
員
長	

𠮷
　
川
　
英
　
夫	

日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長
／
日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
／
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

大
会
実
行
副
委
員
長	

内
　
田
　
康
　
介	

日
本
古
武
道
協
会
理
事
・
事
務
局
長

大

会

委

員	

浅
　
野
　
有
　
三	

全
日
本
弓
道
連
盟
副
会
長
／
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

	
網
　
代
　
忠
　
宏	

全
日
本
剣
道
連
盟
副
会
長
／
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

	
飯
　
篠
　
快
　
貞	

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
／
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術
第
二
十
代
宗
家

	

市
　
野
　
保
　
己	

全
日
本
銃
剣
道
連
盟
副
会
長
／
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

	

菊
　
池
　
邦
　
光	

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
／
荒
木
流
拳
法
第
十
七
宗
家

	

栗
　
原
　
茂
　
夫	

全
日
本
空
手
道
連
盟
副
会
長
／
日
本
武
道
館
評
議
員
／
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

	

小
　
澤
　
　
　
智	

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
／
北
辰
一
刀
流
剣
術
代
表

	

竹
　
内
　
藤
十
郎	
日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
／
竹
内
流
柔
術
腰
廻
小
具
足
相
伝
家
十
三
代
目

	

藤
　
堂
　
良
　
明	
日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
／
筑
波
大
学
名
誉
教
授

	

長
　
尾
　
　
　
進	

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
／
明
治
大
学
教
授

	

中
　
里
　
壮
　
也	

全
日
本
柔
道
連
盟
専
務
理
事
／
日
本
武
道
館
評
議
員
／
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

	

東
恩
納
　
盛
　
男	

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
／
沖
縄
剛
柔
流
武
術
代
表

	

安
　
井
　
和
　
男	

日
本
相
撲
連
盟
専
務
理
事
／
日
本
武
道
館
評
議
員

	

吉
　
井
　
美
惠
子	

全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
専
務
理
事
／
日
本
武
道
館
評
議
員
／
日
本
武
道
協
議
会
常
任
理
事

	

𠮷
　
川
　
常
　
隆	

日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
／
鹿
島
神
當
流
剣
術
第
六
十
五
代
宗
家

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）
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古
武
道
功
労
者

　

日
本
古
武
道
協
会
で
は
、
平
成
22
年
度
よ
り

新
た
に
﹃
古
武
道
功
労
者
表
彰
規
程
﹄
を
制
定

し
、
協
会
加
盟
流
派
の
中
か
ら
永
年
古
武
道
の

保
存
振
興
に
寄
与
し
、
特
に
顕
著
な
成
果
を
挙

げ
た
個
人
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
い
た

し
ま
す
。

　

栄
え
あ
る
令
和
３
年
度
古
武
道
功
労
者
に

は
、
古
武
道
功
労
表
彰
審
議
会
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
、
心
形
刀
流
剣
術
小
林

強
代
表
、
氣
樂
流
柔
術
第
十
九
代
宗
家
飯
嶌
文

夫
の
両
氏
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

︽
経
歴
︾

　

昭
和
17
年
群
馬
県
生
ま
れ
。
昭
和
35
年
に
王
統
流
空
手
道
に

入
門
（
日
本
武
道
館
主
催
第
1
回
全
日
本
古
武
道
演
武
大
会
出

場
流
派
）。
昭
和
51
年
、
氣
樂
流
柔
術
第
十
八
代
宗
家
新
井
道

次
郎
先
生
に
入
門
。
昭
和
55
年
に
氣
樂
流
柔
術
第
十
八
代
宗
家

新
井
道
次
郎
先
生
よ
り
第
十
九
代
宗
家
を
継
承
す
る
。
平
成
19

年
、
本
間
念
流
免
許
（
後
継
者
と
な
る
）。
平
成
11
年
に
王
統

流
空
手
道
第
三
代
宗
家
を
継
承
。平
成
12
年
荒
木
流
拳
法
目
録
。

令
和
元
年
、
兵
法
法
神
流
流
儀
伝
承
会
の
会
長
・
副
会
長
よ
り
、

門
人
へ
の
教
授
を
許
可
さ
れ
る
。
同
年
、
日
本
古
武
道
協
会
理

事
に
就
任
し
、
現
在
に
至
る
。

︽
功
績
・
指
導
歴
︾

①
氣
樂
流
柔
術
（
戸
田
流
・
氣
樂
流
・
三
化
無
敵
流
の
三
流
相

伝
免
許
）
の
新
井
道
次
郎
第
十
八
代
宗
家
に
入
門
以
来
、
47

年
に
わ
た
り
氣
樂
流
の
修
行
に
努
め
、
第
十
九
代
宗
家
を
継

承
し
、
自
宅
内
の
尚
武
館
本
部
道
場
に
お
い
て
、
門
人
の
育

成
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、
流
儀
の
保
存
・
伝
承
に
尽
力
し

た
。

②
氣
樂
流
柔
術
の
ほ
か
、
地
元
群
馬
県
に
伝
承
す
る
王
統
流
空

手
道
、
本
間
念
流
、
荒
木
流
拳
法
、
兵
法
法
神
流
な
ど
の
古

武
道
各
流
派
の
習
得
に
も
取
り
組
み
、
研
讃
を
重
ね
る
と
と

︽
経
歴
︾

　

昭
和
14
年
三
重
県
生
ま
れ
。
昭
和
27
年
に
柔
道
入
門
し
、
心

形
刀
流
手
習
い
を
始
め
る
。
昭
和
34
年
弓
道
入
門
。
昭
和
45
年

心
形
刀
流
保
存
赤
心
会
入
門
、
平
成
４
年  

「
三
重
県
平
成
文

化
賞
」
表
彰
。
平
成
22
年
に
亀
山
藩
御
流
儀
心
形
刀
流
第
五
代

小
林
正
郎
師
範
役
よ
り
第
六
代
師
範
役
を
継
承
す
る
。
令
和
元

年
日
本
古
武
道
協
会
理
事
に
就
任
。
令
和
2
年
「
亀
山
市
文
化

財
保
存
・
継
承
」
表
彰
し
、
現
在
に
至
る
。

︽
功
績
・
指
導
歴
︾

①
昭
和
27
年
心
形
刀
流
手
習
い
を
始
め
、
昭
和
45
年
「
心
形
刀

流
保
存
会
赤
心
会
」
に
入
門
し
、
江
戸
末
期
に
亀
山
藩
に
創

建
さ
れ
た
心
形
刀
流
亀
山
演
武
場
で
、
父
で
あ
る
小
林
正
郎

亀
山
藩
御
流
儀
心
形
刀
流
第
五
代
師
範
役
の
薫
陶
を
受
け
、

以
来
、
51
年
間
に
わ
た
り
修
行
に
励
み
、
平
成
22
年
に
第
六

代
師
範
役
を
継
承
し
、
今
日
ま
で
亀
山
の
地
に
伝
承
さ
れ
る

心
形
刀
流
の
心
を
正
し
く
引
き
継
ぐ
こ
と
に
努
め
、
文
化
財

で
あ
る
古
武
道
の
保
存
伝
承
に
尽
力
し
た
。

②
昭
和
26
年
に
亀
山
市
無
形
文
化
財
指
定
、
昭
和
50
年
に
三
重

県
無
形
文
化
財
指
定
を
受
け
、
保
存
継
承
に
努
め
た
。

③
公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
・
日
本
古
武
道
協
会
主
催
の
日

心
形
刀
流
剣
術

代
表

小
林　
　

強

昭
和
14
年
３
月
４
日
生

も
に
、
各
流
派
の
文
献
資
料
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
、
伝
書
、

口
伝
書
等
の
収
集
に
あ
た
る
な
ど
、
文
化
財
と
し
て
の
古
武

道
の
技
法
や
文
献
資
料
の
保
存
・
伝
承
に
努
め
た
。

③
昭
和
53
年
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
全
日
本
古

武
道
演
武
大
会
（
日
本
武
道
館
主
催
）
に
お
け
る
氣
樂
流
柔

術
の
出
場
演
武
を
始
め
と
し
て
、
今
日
ま
で
公
益
財
団
法
人

日
本
武
道
館
・
日
本
古
武
道
協
会
主
催
の
日
本
古
武
道
演
武

大
会
に
出
場
す
る
ほ
か
、
群
馬
県
内
外
に
お
い
て
公
開
演
武

を
行
い
、
広
く
氣
樂
流
柔
術
の
周
知
を
は
か
る
と
と
も
に
、

伝
統
文
化
で
あ
る
古
武
道
の
普
及
発
展
に
努
め
た
。

④
古
武
道
の
保
存
振
興
に
、
永
き
に
わ
た
っ
て
顕
著
な
成
果
を

挙
げ
た
（
昭
和
55
年
本
協
会
入
会
）。

⑤
氣
樂
流
柔
術
第
十
九
代
宗
家
継
承
以
来
、
自
宅
内
の
尚
武
館

本
部
道
場
（
前
橋
市
）
と
伊
勢
崎
支
部
道
場
（
伊
勢
崎
市
）

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
週
1
回
、
正
し
い
技
法
と
同
時
に
収

集
し
た
伝
書
等
の
文
献
資
料
に
基
づ
き
、
鎖
鎌
、
契
木
等
各

種
武
器
の
伝
来
な
ど
、
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
流
儀
を
正
し

く
伝
承
す
べ
く
、
門
人
の
育
成
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、

氣
樂
流
柔
術
の
ほ
か
、
本
間
念
流
、
兵
法
法
神
流
の
指
導
も

行
っ
て
い
る
。

本
古
武
道
演
武
大
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
鹿
島
神
宮
・
下
鴨

神
社
・
明
治
神
宮
・
伊
勢
神
宮
・
熱
田
神
宮
で
の
奉
納
演
武

や
三
重
県
下
の
剣
道
大
会
等
に
お
い
て
模
範
演
武
披
露
を
行

い
、
伝
統
文
化
で
あ
る
古
武
道
の
普
及
振
興
に
努
め
た
。

④
古
武
道
の
保
存
振
興
に
、
永
き
に
わ
た
っ
て
顕
著
な
成
果
を

挙
げ
た
（
昭
和
55
年
本
協
会
入
会
）。

⑤
平
成
22
年
に
亀
山
藩
御
流
儀
心
形
刀
流
第
六
代
師
範
役
を
継

承
以
来
、
亀
山
演
武
場
に
お
い
て
、
心
形
刀
流
の
心
と
技
の

流
儀
を
守
る
べ
く
、
年
中
無
休
で
指
導
に
あ
た
り
、
心
形
刀

流
の
心
を
そ
な
え
た
門
人
を
育
て
る
べ
く
、
後
継
者
の
育
成

と
文
化
財
の
保
存
振
興
に
努
め
て
い
る
。

氣
樂
流
柔
術

第
十
九
代
宗
家飯

嶌　

文
夫

昭
和
17
年
８
月
４
日
生
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古武道功労者　受章者一覧

平成22年度
笹森　建美　（小野派一刀流剣術　第十七代宗家）

竹内藤十郎　（竹内流柔術腰廻小具足　相伝家十三代目）

平成23年度
森　　　恕　（大東流合気柔術琢磨会　総務長）

加藤伊三男　（尾張貫流槍術　第十三世継承者）

平成24年度
米原　亀生　（関口流抜刀術　第十五代宗家）

高橋　厚吉　（諸賞流和　第六十八代宗家）

平成25年度
小笠原清忠　（小笠原流弓馬術　第三十一世宗家）

園部　正美　（直心影流薙刀術　第十八代宗家）

平成26年度
井上　彰二　（起倒流柔術　代表）

菊池　邦光　（荒木流拳法　第十七代宗家）

平成27年度
加藤　　紘　（立身流兵法　第二十二代宗家）

𠮷川　常隆　（鹿島新當流剣術　第六十五代宗家）

平成28年度
飯篠　快貞　（天真正伝香取神道流剣術　第二十代宗家）

小澤　　智　（北辰一刀流剣術　代表）

平成29年度
小野尾正治　（森重流砲術　代表）

柳生耕一厳信　（柳生新陰流兵法剣術　第二十二世宗家）

平成30年度
東恩納盛男　（沖縄剛柔流武術　代表）

関口　芳夫　（関口新心流柔術　第十三代宗家）

令和元年度
波止　成徳　（神道夢想流杖術　代表）

小川　　武　（神道無念流剣術　代表）

令和２年度

勝瀬　善光
（水鷗流居合剣法第十五代宗家・正木流鎖鎌術第十二代宗家）

昭和 16 年静岡市の自宅水鷗流本部碧雲館道場に生まれる。父の第十四代宗家勝瀬光安景
正の指導により、剣道・杖道・居合道・水鷗流薙刀剣法居合、組居合小具足脇差鎖鎌術を
学び、第十五代宗家を継承。令和元年日本古武道協会理事に就任、現在に至る。

小山　秀弘　（卜傳流剣術　第十二代宗家）
昭和9年青森県生まれ。昭和32年弘前大学卒業後、38年間教員として青森県立高校に勤務。
31年国民体育大会・剣道に初出場、以後 3 回出場。45 年第 19 回東北六県剣道選手権大
会個人優勝。47年剣道教士取得。62 年オーストラリア建国 200 年祭全世界古武術演武大
会にて親子3代で卜傳流剣術を演武。平成 5 年卜傳流剣術第十二代宗家を継承。12 年剣
道八段位取得。21年卜傳流剣術が弘前市無形文化財に指定。令和元年日本古武道協会理
事に就任、現在に至る。
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古
武
道
は
、
そ
の
歴
史
や
発
生
の
経
緯
が
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
流
派
に
よ
っ
て
種
々
の
特
色
を

持
っ
て
い
る
。
古
武
道
流
派
の
発
生
に
つ
い
て
は
、

平
安
末
期
や
室
町
期
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。

そ
の
源
を
考
え
る
と
、
人
の
歴
史
と
と
も
に
存
在

し
た
闘
争
術
に
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

武
の
技
術
は
原
始
的
な
闘
争
の
な
か
か
ら
生
ま

れ
、
そ
れ
は
武
器
の
発
生
・
進
化
と
と
も
に
錬
磨

さ
れ
、
伝
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば

剣
の
源
流
と
し
て
知
ら
れ
る
“
鹿
島
の
太
刀
”
は
、

神
話
の
時
代
よ
り
鹿
島
神
宮
の
神
官
た
ち
に
伝
わ

る
刀
法
と
い
わ
れ
る
。
中
条
家
に
伝
承
さ
れ
た
中

条
流
、
竹
内
家
に
伝
承
さ
れ
た
竹
内
流
腰
廻
な
ど

も
ま
た
、“
イ
エ
”
や
“
寺
社
”
と
い
っ
た
集
団

の
中
で
発
展
し
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
技
術
の
体
系

と
い
え
る
。

　

江
戸
期
に
、
武
家
が
古
武
道
の
主
た
る
擁
護
者

と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
農
民
や
町
民
た
ち

も
ま
た
古
武
道
を
愛
し
、
そ
の
発
展
を
支
え
て
い

日
本
古
武
道
協
会 

加
盟
流
派
全
国
分
布
図

當
田
流
剣
術
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る
。
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
、
竹
内
流
、
馬
庭
念

流
な
ど
、
流
儀
武
術
の
草
創
期
に
発
生
し
た
流
派

の
宗
家
た
ち
が
、
武
家
へ
の
仕
官
を
拒
み
、
農
村

に
居
を
構
え
て
民
間
に
武
芸
を
指
南
し
た
こ
と
は

興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
流
派
は
、
武
家
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
て
多
く
の
門
弟
を
得
な
が
ら
、
地

域
で
は
農
民
、
町
民
を
分
け
隔
て
な
く
門
弟
に
取

り
立
て
、
指
導
し
て
き
た
。
古
武
道
は
武
家
の
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
農
村
や
市
井
の

人
々
に
親
し
ま
れ
た
側
面
も
持
っ
て
お
り
、
伝
承

さ
れ
た
地
域
独
特
の
風
俗
を
伝
え
る
地
域
文
化
と

み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

現
存
す
る
古
武
道
諸
流
は
、
必
ず
し
も
発
祥
地

に
連
綿
と
伝
承
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
明

治
以
降
、
古
武
道
は
修
行
者
が
激
減
し
、
伝
承
の

危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
志
を
持
つ
伝

承
者
が
各
地
に
移
動
し
、
命
脈
を
保
っ
た
流
派
も

少
な
く
な
い
。

當
田
流
剣
術
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■
古
武
道
の
多
様
性

　

現
在
行
わ
れ
る
様
々
な
武
道
は
、
そ
の
源
流
を
江
戸
期
以
前
に
興
っ
た
古
武
道
に
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
大
ま
か
に
は
、
明
治
期
前
に
行
わ
れ
た
武
術
の
各
流
派
を
「
古
武
道
」
と
称
し
、

明
治
期
以
降
に
成
立
し
た
も
の
を
「
武
道
」
ま
た
は
「
現
代
武
道
」
と
し
て
区
別
す
る
考
え
方

が
一
般
的
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
現
代
の
武
道
に
比
べ
、
古
武
道
は
そ
の
歴
史
や
発
生
の
経
緯
が
様
々
で
あ
り
、

流
派
ご
と
に
個
性
的
な
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
代
武
道
で
あ
る
剣
道
と
、
古
武
道

で
あ
る
剣
術
流
派
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、
現
代
武
道
と
し
て
の
剣
道
が
一
つ
で
あ
る
の
に

対
し
、
そ
の
源
流
と
な
っ
た
古
武
道
の
剣
術
流
派
は
数
多
い
。
現
代
剣
道
で
学
ば
れ
て
い
る
日

本
剣
道
形
は
、
戦
前
の
大
日
本
帝
国
剣
道
形
が
原
形
と
い
え
る
。
そ
の
大
日
本
帝
国
剣
道
形
制

定
時
の
調
査
委
員
会
に
は
、
神
道
無
念
流
、
心
形
刀
流
、
北
辰
一
刀
流
、
小
野
派
一
刀
流
、
田

宮
流
、
新
陰
流
、
山
口
流
、
直
心
影
流
、
鞍
馬
流
、
無
刀
流
、
貫
心
流
、
無
外
流
、
津
田
一
伝

流
と
い
っ
た
古
武
道
流
派
の
代
表
者
が
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
参
加
し
た
委
員
た
ち
は
、

各
流
派
の
技
法
を
持
ち
寄
っ
て
統
一
し
た
形
を
ま
と
め
た
た
め
、
そ
の
編
纂
に
は
多
大
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

現
代
武
道
は
競
技
と
し
て
の
側
面
を
持
ち
、
技
術
や
目
的
の
統
一
を
行
い
な
が
ら
発
展
し
て

き
た
。
競
技
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、
競
技
者
を
公
平
に
評
価
す
る
た
め
の
、
共
通
し
た

技
法
と
ル
ー
ル
の
制
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。
技
術
内
容
の
統
一
は
、
必
然
の
流
れ
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
古
武
道
は
多
種
多
様
な
歴
史
と
技
術
的
背
景
を
持
ち
、
そ
の
多
様
性
が

一
つ
の
特
徴
と
い
え
る
。
現
代
武
道
が
「
武
道
」
と
し
て
明
確
な
目
的
と
術
技
を
持
ち
、
一
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
修
行
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
古
武
道
は
目
的
も
術
技
も
統
一

さ
れ
て
い
な
い
。

　

戦
国
時
代
さ
な
が
ら
の
甲
冑
戦
闘
を
伝
え
る
流
派
も
あ
れ
ば
、
殿
中
に
お
け
る
制
圧
の
技
法

を
伝
え
る
流
派
も
あ
る
。
技
巧
の
粋
を
追
求
す
る
流
派
も
あ
れ
ば
、
数
多
の
技
法
を
無
用
と
し

て
ひ
た
す
ら
心
の
錬
磨
に
向
か
う
流
派
も
あ
る
。
武
術
で
あ
る
以
上
、
護
身
は
共
通
し
た
目
的

で
は
あ
る
が
、
そ
の
方
法
論
は
極
め
て
多
様
。
混
沌
と
言
っ
て
も
差
し
障
り
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
混
沌
で
あ
る
故
に
、
現
代
で
は
不
合
理
と
見
え
る
部
分
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
伝
承

さ
れ
る
術
技
や
教
え
は
幅
広
く
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
応
じ
る
教
え
を
見
つ
け
出
す
こ
と
も

で
き
る
。
一
見
し
て
古
く
さ
い
よ
う
に
思
え
る
古
武
道
の
術
技
が
、
現
代
の
世
に
お
い
て
も
ハ

ッ
と
気
づ
か
さ
れ
る
優
れ
た
身
体
操
作
の
技
術
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
伝
書
に
記
さ
れ

た
教
え
が
、
現
代
社
会
で
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
た
と
き
の
心
を
救
う
教
え
に
も
な
る
。
長
い
年

月
の
間
に
、
生
死
を
分
か
つ
極
限
状
態
の
中
で
見
つ
け
た
教
え
は
、
現
代
に
お
い
て
も
眩
し
い

光
を
放
っ
て
い
る
。
古
武
道
流
派
を
見
続
け
る
こ
と
で
、
そ
ん
な
技
術
や
教
え
に
触
れ
る
経
験

は
少
な
く
な
い
。

竹内流に伝わる鎧組討の技法

日
本
古
武
道
の
魅
力

古
流
武
術
研
究
家　

横
瀬　

知
行

特
別
寄
稿
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雑
で
深
奥
な
術
理
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
伝
え
る
た
め
に
は
言
葉
や
単
純
な
動
作
の
反
復
だ

け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
場
合
が
多
い
。「
形
」
と
い
う
一
連
の
所
作
が
器
と
な
り
、
伝
え
る
べ

き
術
理
を
効
果
的
に
伝
授
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
「
形
稽
古
」
と
い
う
教
授
方
法
は
、
西
洋
の
科
学
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
目
標

と
す
る
身
体
動
作
や
技
術
を
部
位
や
局
面
に
分
け
て
分
類
し
、
極
力
単
純
な
も
の
に
純
化
し
て

い
く
傾
向
が
あ
る
。
理
想
と
す
る
姿
勢
を
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
固
定
し
、
強
化
す
べ
き
課
題
を
個

別
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
対
応
し
て
い
く
。
近
代
の
自
然
科
学
的
な
思
想
が
、
そ
こ
に
は
色
濃
く

感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
古
武
道
は
、
個
別
よ
り
全
体
を
重
視
し
、
天
地
自
然
の

理
と
の
同
化
を
目
的
と
す
る
思
想
が
根
底
に
あ
る
。
だ
か
ら
部
分
的
に
個
別
の
動
作
を
反
復
的

に
修
行
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
形
に
含
ま
れ
る
一
連
の
動
作
は
あ
く
ま
で
一
つ
の
ま
と
ま
り

と
し
て
考
え
て
い
る
。

　

古
武
道
の
稽
古
で
は
、
形
を
途
中
で
止
め
る
こ
と
を
嫌
う
。
形
を
打
っ
た
ら
最
初
か
ら
最
後

ま
で
一
定
の
流
れ
の
中
で
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
形
の
一
部
分
を
取
り
出
し
て
分
析
を
し

て
し
ま
え
ば
、
形
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
間
や
気
の
配
り
と
い
っ
た
極
め
て
感
性
的
な
教
え

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
複
数
の
動
作
を
全
体
で
捉
え
、
身
体
動
作
や
精
神
の
在
り

方
と
い
っ
た
複
雑
な
作
業
を
一
つ
の
技
と
し
て
捉
え
、
修
行
し
て
い
く
。
形
を
部
分
で
は
な
く

全
体
と
し
て
捉
え
て
い
く
技
術
観
も
、
日
本
古
武
道
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　

江
戸
柳
生
の
祖
、
柳
生
但
馬
守
が
著
し
た
『
兵
法
家
伝
書
』
に
は
、
新
陰
流
の
勢
法
（
形
）

を
列
挙
し
た
後
に
、
形
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

「
右
の
数
々
を
能
々
習
ひ
得
て
、
此
中
よ
り
、
千
手
万
手
を
つ
か
ひ
出
す
べ
し
。
三
学
九
ケ
な

ど
と
云
ふ
は
、
大
体
を
云
ふ
也
。
此
道
を
よ
く
得
て
よ
り
、
太
刀
の
数
を
云
ふ
べ
か
ら
ず
」

　

流
儀
が
伝
え
る
形
は
あ
く
ま
で
大
体
の
も
の
で
あ
り
、
大
切
な
の
は
形
を
通
じ
て
得
た
術
理

を
応
用
し
、
実
戦
に
臨
む
こ
と
で
あ
る
。
形
の
動
作
を
複
数
覚
え
て
も
意
味
は
無
く
、
柳
生
但

馬
守
も
「
太
刀
の
数
を
云
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
戒
め
て
い
る
。

　

形
稽
古
に
お
い
て
、
動
作
の
順
序
を
覚
え
る
こ
と
は
、
稽
古
の
準
備
が
で
き
た
段
階
に
過
ぎ

な
い
。
例
え
ば
形
を
稽
古
し
て
い
く
う
ち
に
、
思
う
よ
う
に
身
体
が
使
え
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

こ
こ
で
自
分
が
動
き
や
す
い
よ
う
に
形
を
変
え
て
し
ま
え
ば
、
形
の
要
求
を
無
視
す
る
こ
と
に

な
り
、
形
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
術
理
を
身
に
つ
け
る
機
会
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
た
と
え

■
古
武
道
が
伝
え
る
も
の

　

古
武
道
は
、
そ
の
発
生
経
緯
か
ら
闘
争
の
技
術
で
あ
り
、
護
身
そ
し
て
体
育
的
な
面
を
多
く

持
つ
伝
統
文
化
と
い
え
る
。
し
か
し
文
化
と
し
て
発
展
し
た
歴
史
の
中
か
ら
、
直
面
す
る
現
状

に
応
じ
て
、
人
が
ど
の
よ
う
に
生
き
、
対
処
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
術
を
伝
え
る
、
き
わ
め
て

深
遠
な
教
え
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

　

生
死
を
分
か
つ
よ
う
な
極
限
の
状
況
下
で
、
人
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
行
動
す
べ
き
な
の
か
。

限
ら
れ
た
身
体
と
能
力
を
駆
使
し
て
、
現
状
に
い
か
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
武
芸
を
伝
え
、

人
を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
何
を
重
視
す
べ
き
な
の
か
。
そ
う
し
た
先
人
の
教
え
は
、
何
代

に
も
亘
っ
て
人
を
媒
体
と
し
て
蓄
積
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
古
武
道
は
今
も
昔
も
人
か
ら

人
へ
と
受
け
渡
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
先
師
の
導
き
と
修
行
者
本
人
の
気
付
き
の
中

で
伝
承
さ
れ
る
。

　

古
武
道
の
代
表
的
な
修
行
形
態
に
「
形

稽
古
」
が
あ
る
。
武
術
の
形
は
攻
防
の
動

作
を
示
し
た
一
定
の
動
作
で
組
み
立
て
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
反
復
す
る
こ
と
で
流

儀
の
技
を
学
ん
で
い
く
。
試
合
稽
古
が
十

分
に
で
き
な
か
っ
た
時
代
、
形
稽
古
が
古

武
道
の
修
行
形
態
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
形
の
動
作
を

覚
え
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て
い
な
い
。

　

技
術
の
要
諦
を
「
形
」
に
凝
縮
し
て
伝

授
す
る
方
法
は
、
古
武
道
に
限
ら
ず
、
歌

道
、
華
道
、
能
楽
、
茶
道
と
い
っ
た
日
本

の
芸
道
一
般
に
み
ら
れ
る
教
授
方
法
と
い

え
る
。
形
は
先
人
が
自
ら
の
体
験
や
工
夫

の
中
か
ら
生
み
出
し
た
一
連
の
動
作
を
、

定
形
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
芸
道

の
中
で
伝
え
ら
れ
る
所
作
は
、
ど
れ
も
複

鹿
島
神
當
流
剣
術
の
形
稽
古

特別寄稿
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身
体
が
動
か
な
く
て
も
、
形
に
含
ま
れ
る
動
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
形
が
身
体
に
何
を
要
求

し
て
い
る
の
か
を
理
解
し
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
自
分
を
変
え
て
い
く
。
こ
れ
が
「
形

を
錬
る
」
と
い
う
行
為
で
あ
り
、
形
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
術
理
（
身
体
の
使
い
方
や
、
我

と
彼
の
間
合
い
の
感
覚
等
）
に
気
付
き
、
自
得
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
た
と
え
師
が
事
細

か
く
体
遣
い
の
勘
所
を
教
え
て
く
れ
て
も
、
そ
れ
が
修
行
者
の
感
覚
に
響
か
な
け
れ
ば
伝
わ
ら

な
い
。

■
稽
古
を
通
じ
て
流
祖
に
出
会
う

　

自
分
自
身
の
身
体
と
折
り
合
い
を
つ
け
、
術
理
に
気
付
く
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
。

そ
れ
は
自
分
自
身
と
対
峙
し
な
が
ら
、
自
己
鍛
錬
を
重
ね
る
他
に
無
い
。
師
よ
り
授
け
ら
れ
た

形
を
繰
り
返
し
、
流
儀
が
伝
え
る
基
本
鍛
錬
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

最
古
の
柔
術
と
い
わ
れ
る
竹
内
流
の
流
祖
・
竹
内
久
盛
は
一
人
稽
古
を
重
ね
、
夢
中
の
う
ち

に
異
人
か
ら
小
具
足
の
術
を
授
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
竹
内
流
に
限
ら
ず
、
古
武
道

流
派
が
伝
え
る
流
伝
に
は
、
流
祖
が
神
秘
体
験
の
後
に
妙
術
を
悟
り
、
武
術
に
開
眼
す
る
話
が

多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
竹
内
流
の
場
合
、
実
際
に
修
験
者
の
よ
う
な
異
人
に
武
術
を
授
か
っ
た

と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
一
人
稽
古
の
後
に
武
術
の
奥
妙
を
悟
り
、
そ
れ
を
異
人
に
仮
託

し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
自
己
鍛
錬
の
末
の
気
付
き
は
、
修
行
者
に
と
っ
て
神
の
啓
示
や
異
人

か
ら
の
伝
授
に
等
し
い
、
神
秘
体
験
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

剣
術
等
の
武
器
術
は
、
得
物
を
使
う
こ
と
で
自
主
稽
古
を
行
い
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
一
人

稽
古
を
積
み
重
ね
て
開
眼
し
た
話
は
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

示
現
流
を
創
始
し
た
東
郷
重
位
が
、
師
の
善
吉
和
尚
よ
り
天
真
正
自
顕
流
を
学
ん
だ
期
間
は

僅
か
六
カ
月
で
あ
っ
た
。
京
都
で
自
顕
流
を
学
ん
だ
重
位
は
、
薩
摩
に
戻
り
柿
の
巨
木
を
相
手

に
立
木
打
を
続
け
て
示
現
流
を
興
し
て
い
る
。
善
吉
和
尚
の
教
え
を
受
け
、
立
木
打
の
一
人
稽

古
に
よ
っ
て
妙
技
を
自
得
し
て
い
っ
た
。

　

直
心
影
流
に
も
巨
大
な
振
り
棒
を
使
う
稽
古
が
伝
わ
る
。
体
重
ほ
ど
も
あ
る
振
り
棒
は
、
腕

力
だ
け
で
は
振
り
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
足
、
腰
、
胴
体
、
腕
と
い
っ
た
全
身
を
使

っ
て
振
る
。
昭
和
に
直
心
影
流
を
伝
え
た
山
田
次
朗
吉
は
、
六
十
キ
ロ
あ
る
振
り
棒
で
二
千
回

の
素
振
り
が
で
き
る
ま
で
は
組
太
刀
を
習
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

剣
を
扱
う
武
術
の
中
で
も
、
居
合
術
で
は
一
人
で
演
じ
る
形
を
伝
え
て
い
る
。
立
身
流
は
居

合
を
含
む
総
合
武
術
で
あ
る
が
、
抜
き
形
を
一
定
数
繰
り
返
す
「
数
抜
き
」
の
稽
古
を
伝
え
て

い
る
。
立
身
新
流
を
学
ん
だ
福
沢
諭
吉
は
、
自
著
の
な
か
で
数
抜
き
千
本
を
抜
い
た
記
録
を
伝

え
て
い
る
。
ま
た
、
佐
倉
藩
伝
立
身
流
十
九
世
・
加
藤
久
は
、
数
抜
三
万
本
を
抜
い
た
話
が
伝

わ
っ
て
い
る
。

　

柔
術
で
は
、
相
手
を
替
え
な
が
ら
一
定
の
数
を
稽
古
す
る
数
稽
古
等
の
稽
古
法
が
伝
わ
っ
て

い
る
。
数
稽
古
の
様
子
に
つ
い
て
、
諸
賞
流
七
十
代
柳
原
正
弘
師
範
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。「
夕
方
の
五
時
か
ら
始
め
て
、
終
了
し
た
の
は
翌
日
の
明
け
方
五
時
で
し
た
。
数
稽
古
の

途
中
で
は
『
一
体
い
つ
に
な
っ
た
ら
終
わ
る
の
か
』
と
途
方
に
暮
れ
た
気
持
ち
に
な
り
、
次
第

に
意
識
は
薄
れ
、
力
も
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
数
稽
古
を
行
う
こ
と
で
、
技
の
理
合
が
無

意
識
の
う
ち
に
身
体
に
備
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
」。

　

木
刀
を
取
っ
て
の
立
木
打
や
素
振
り
、
居
合
形
の
数
抜
き
、
そ
し
て
柔
術
の
数
稽
古
。
い
ず

れ
も
共
通
す
る
の
が
、
繰
り
返
し
行
う
苦
行
の
中
で
自
己
と
向
か
い
合
い
、
身
体
意
識
と
肉
体

の
葛
藤
の
中
で
気
付
き
を
得
る
と
い
う
こ
と
だ
。
数
打
、
数
抜
、
数
稽
古
と
い
っ
て
も
、
何
回

や
れ
ば
気
付
き
を
得
ら
れ
る
と
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
単
純
な
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
絶
対
的
に
異
な
る
点
で
あ
る
。

　

流
儀
が
伝
え
る
技
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
り
、
意
識
と
身
体
を
駆
使
し
て
術
理
を
探
求
し

て
い
く
。
や
が
て
得
ら
れ
る
気
付
き
の
瞬
間
は
、
何
度
も
、
何
段
階
に
も
亘
っ
て
訪
れ
る
。
そ

れ
は
稽
古
を
介
し
て
創
始
者
が
求
め
る
術
理
と
出
会
う
瞬
間
で
も
あ
る
。

　

流
儀
の
師
を
通
じ
、
流
儀
が
伝
え
る
術
理
を
得
て
、
創
始
者
と
出
会
う
こ
と
。
兵
法
二
天
一

流
の
故
今
井
正
之
第
十
代
宗
家
は
、
流
儀
の
修
行
に
つ
い
て
「
当
流
で
は
、
形
稽
古
を
通
じ
て

武
蔵
先
生
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
語
っ
て
い
た
。
二
天
一
流
が
伝
え
る
形

の
中
で
、
流
祖
の
宮
本
武
蔵
は
今
も
な
お
生
き
て
お
り
、
稽
古
を
通
じ
て
宮
本
武
蔵
に
出
会
う

こ
と
で
、
初
め
て
二
天
一
流
の
伝
承
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
二
天
一
流
に
お
け
る
宮
本
武
蔵
、

新
陰
流
に
お
け
る
上
泉
伊
勢
守
や
柳
生
宗
厳
、
一
刀
流
に
お
け
る
伊
藤
一
刀
斎
、
竹
内
流
に
お

け
る
竹
内
久
盛
等
は
、
い
ず
れ
も
流
儀
の
形
や
伝
書
を
通
じ
、
求
め
た
術
理
を
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
稽
古
を
通
じ
、
流
祖
た
ち
が
伝
え
よ
う
と
し
た
術
理
に
気
付
い
た
と
き
、
そ
れ
は
流

祖
に
出
会
え
た
瞬
間
と
い
え
る
。
遙
か
な
時
代
を
超
え
、
流
祖
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
古

武
道
を
学
ぶ
者
が
味
わ
え
る
、
大
き
な
愉
し
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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古
武
道
は
精
神
の
内
面
に
関
わ
る
独
自
の
解
釈
を
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。

　

日
本
の
武
術
家
た
ち
は
、
闘
争
の
技
術
を
追
求
し
、
真
剣
勝
負
に
お
け
る
「
勝
つ
理
」
を
追

求
し
た
結
果
、
悟
り
や
解
脱
と
い
っ
た
宗
教
的
境
地
の
精
神
世
界
を
構
築
し
て
い
た
。
そ
れ
は

ス
ト
レ
ス
や
葛
藤
の
多
い
現
代
の
社
会
で
も
、
私
た
ち
の
向
か
う
べ
き
指
針
と
な
る
は
ず
だ
。

『
一
文
は
無
文
の
師
、
他
流
勝
つ
べ
き
に
非
ず
。
昨
日
の
我
に
、
今
日
は
勝
つ
べ
し
』
と
は
、

柳
生
石
舟
斎
宗
厳
の
言
葉
で
あ
る
。
他
と
争
わ
ず
、
自
身
と
対
峙
し
、
昨
日
の
我
に
今
日
は
勝

つ
。
古
武
道
の
魅
力
は
、
生
涯
続
く
自
己
練
磨
の
中
で
、
今
を
力
強
く
生
き
る
道
に
も
見
い
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

（『
日
本
古
武
道
協
会
四
十
年
史
』
第
三
章
第
一
節
の
原
稿
を
一
部
抜
粋
し
掲
載
）

�

■
資
料
協
力
：
竹
内
藤
十
郎
氏
、
吉
川
常
隆
氏
、
柳
生
耕
一
厳
信
氏

■
生
涯
続
く
気
づ
き
と
自
己
練
磨
の
道

　

流
儀
の
師
を
介
し
、
術
理
を
通
じ
て
流
祖
に
出
会
う
。
そ
し
て
ま
た
、
自
分
の
心
と
身
体
に

対
峙
し
て
修
行
を
続
け
て
い
く
。
そ
の
目
的
は
、
誰
か
と
の
争
い
で
は
な
く
、
自
己
と
向
か
い

合
い
、
心
と
身
体
を
磨
き
続
け
る
作
業
と
な
る
。

　

柳
生
新
陰
流
『
兵
法
家
伝
書
』
で
は
、「
か
た
ん
と
一
筋
に
お
も
ふ
も
病
也
。
兵
法
つ
か
は

む
と
一
筋
に
お
も
ふ
も
病
也
。
習
の
た
け
を
出
さ
ん
と
一
筋
に
お
も
ふ
も
病
、
か
か
ら
ん
と
一

筋
に
お
も
ふ
も
病
也
。
ま
た
ん
と
ば
か
り
お
も
ふ
も
病
也
。
病
を
さ
ら
ん
と
一
筋
に
お
も
ひ
か

た
ま
り
た
る
も
病
也
。
何
事
も
心
の
一
す
ぢ
に
、
と
ど
ま
り
た
る
を
病
と
す
る
也
。
此
様
々
の

病
、
皆
心
に
あ
る
な
れ
ば
、
此
等
の
病
を
さ
つ
て
心
を
調
ふ
る
事
也
」
と
あ
り
、
真
剣
勝
負
に

お
い
て
人
が
心
に
抱
き
や
す
い
迷
い
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
生
死
を
賭
け
た
極
限
状
態
を

前
提
と
す
る
武
術
に
お
い
て
は
、
身
体
動
作
と
共
に
精
神
の
在
り
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
容

易
に
想
像
で
き
る
。
そ
の
問
題
を
心
法
と
し
て
、
伝
承
者
た
ち
は
真
剣
に
考
え
、
答
え
を
探
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

「
胸
に
は
何
事
も
な
く
し
て
、
又
何
事
成
共
な
せ
ば
、
や
す
や
す
と
成
る
也
。
鏡
の
常
に
す
ん

で
、
何
の
か
た
ち
も
な
き
故
に
、
む
か
ふ
物
の
か
た
ち
、
何
に
て
も
う
つ
り
て
明
ら
か
な
る
が

ご
と
し
。
道
者
の
胸
の
内
は
、
鏡
の
ご
と
く
し
て
、
何
も
な
く
し
て
明
ら
か
な
る
故
に
、
無
心

に
し
て
一
切
の
事
一
つ
も
か
く
事
な
し
。
是
只
平
常
心
也
。」

　

さ
ま
ざ
ま
な
病
に
囚
わ
れ
ず
、「
胸
に
何
事
も
な
い
、
鏡
の
よ
う
な
状
態
」
が
大
切
で
あ
る

と
『
兵
法
家
伝
書
』
は
説
い
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
無
心
」
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

極
限
と
も
い
え
る
緊
張
状
態
の
中
で
無
心
を
保
つ
工
夫
が
、
新
陰
流
の
説
く
心
法
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

古
武
道
に
お
い
て
無
心
を
求
め
る
の
は
、
宗
教
的
な
悟
り
を
求
め
る
の
が
目
的
で
は
な
く
、

闘
争
と
い
う
緊
張
状
態
の
中
で
、
自
分
の
心
が
思
い
通
り
に
働
か
な
く
な
る
の
を
克
服
す
る
た

め
で
あ
る
。
極
め
て
現
実
的
な
目
的
の
た
め
に
、
自
己
の
内
面
に
お
い
て
心
の
本
質
を
探
究
し

た
結
果
得
ら
れ
た
答
え
で
あ
っ
た
。
必
勝
の
技
も
、
心
の
病
に
罹
っ
て
は
何
の
役
に
も
立
た
な

い
。
真
剣
勝
負
の
経
験
か
ら
心
の
大
切
さ
を
感
じ
た
武
芸
者
た
ち
は
、
剣
の
理
を
完
成
さ
せ
る

た
め
に
も
技
法
と
心
法
の
一
体
を
図
り
、
心
の
問
題
に
深
く
立
ち
入
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
、
仏
教
、
神
道
、
禅
、
儒
教
と
い
っ
た
思
想
、
宗
教
の
理
念
を
借
り
な
が
ら
、

柳生石舟斎宗厳「柳生家憲」

特別寄稿

▽�

横
瀬　

知
行
（
よ
こ
せ
・
と
も
ゆ
き
）　

　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
、東
京
都
生
ま
れ
。
古
武
道
技
術
・
文
化
の
伝
承
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
。

月
刊
「
武
道
」
に
お
い
て
「
日
本
の
古
武
道
」「
古
武
道
の
技
と
心
を
た
ず
ね
て
」「
武
道
の
源
流
を
訪
ね
て
」

を
連
載
。
主
な
著
書
に
『
日
本
の
古
武
道
』（
日
本
武
道
館
）。
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出
場
流
派
紹
介 

（
演
武
順
）



20

　

装
束
は
直ひ
た
た
れ垂

を
着
用
し
、
百
々
手
射
手
は
引ひ
き

立た
て

烏え

帽ぼ

子し

を
、
諸
役
は
風か
ざ

折お
り

烏え

帽ぼ

子し

を
被
り
、
介
添
は
小こ
す
お
う

素
襖
を
着
用
し
、
侍
烏
帽
子
を
被
る
。
女
子
は

水
干
を
着
用
す
る
。

　

甲
矢
、
乙
矢
二
本
引
く
こ
と
を
一
手
と
い
う
が
、
こ
れ
を
十
人
の
射
手
が

各
十
手
ず
つ
、
合
計
百
手
射
る
こ
と
か
ら
百
々
手
式
と
い
わ
れ
る
。
式
は
、

本
来
は
百
々
手
射
手
が
、
前
弓
後
弓
各
々
揃
っ
て
奉
射
を
行
う
。
今
回
は
前

弓
が
揃
っ
て
立
ち
出
て
式
退
所
へ
進
み
、
前
弓
は
三
、五
、七
と
、
奇
数
歩
進

み
出
て
、
一
番
前
の
射
手
よ
り
順
次
雨
垂
れ
拍
子
に
的
に
当
た
る
よ
う
に
射

放
つ
。

活
動
状
況

　

当
流
は
、
小
笠
原
家
に
伝
わ
る
弓
術
、
弓
馬
術
、
礼
法
の
術
技
に
つ
い
て

習
得
を
心
が
け
る
方
に
対
し
て
稽
古
を
行
っ
て
い
る
。
各
地
の
神
社
な
ど
に

お
い
て
弓
術
、
弓
馬
術
、
礼
法
の
儀
式
を
、
神
事
、
奉
納
行
事
と
し
て
年
間

50
数
カ
所
で
執
行
し
て
い
る
。
平
成
21
年
２
月
に
は
小
笠
原
教
場
を
支
援
す

る
団
体
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
流
・
小
笠
原
教
場
を
設
立
し
、
嫡
男

小
笠
原
清
基
を
理
事
長
と
し
て
一
般
へ
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

騎
射
稽
古
場

　

鶴
岡
八
幡
宮
研
修
道
場
、
杉
並
大
宮
八
幡
宮
、
賀
茂
御
祖
神
社
、
奈
良
春

日
大
社
、
日
光
乗
馬
ク
ラ
ブ

礼
法
稽
古
場

　

鶴
岡
八
幡
宮
研
修
道
場
、
梨
の
木
神
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
山
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど

　

歩
射
の
支
部
は
各
地
域
に
所
在
し
て
い
る
。

　

教
場　

世
田
谷
区
南
烏
山

文
化
財
指
定

　

当
流
奉
仕
の
京
都
賀
茂
御
祖
神
社
（
通
称
、
下
鴨
神
社
）
の
「
糺た
だ
すの
森
流

鏑
馬
神
事
」
は
、
京
都
府
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

抱
　
負

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
二
年
に
わ
た
り
続
い
て
お
り
ま
す
。

一
時
も
早
く
終
息
い
た
し
ま
す
よ
う
祈
願
し
て
の
百
々
手
の
式
を
執
行
い
た

し
ま
す
。

由
　
来

　

当
流
は
、
鎌
倉
時
代
に
源
家
の
糾き
ゅ
う
ほ
う方を
受
け
た
小
笠
原
長
清
に
よ
っ
て
創

始
さ
れ
た
。
長
清
は
、
頼
朝
公
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
く
と
、
父
の
加
賀
美
二

郎
遠
光
に
従
い
、
糾
方
的
伝
師
範
と
し
て
頼
朝
公
の
糾
方
師
範
と
な
っ
た
。

時
に
文
治
３
年
（
１
１
８
７
）、
長
清
26
歳
の
時
で
あ
る
。

　

長
清
は
父
と
と
も
に
流
鏑
馬
、
奉
射
、
ま
た
鶴
岡
八
幡
参
拝
の
次
第
な
ど
、

故
実
を
基
に
新
し
い
武
家
儀
式
を
制
定
し
た
。

　

20
代
貞
政
は
、
徳
川
８
代
将
軍
吉
宗
公
の
と
き
、
糾
方
師
範
と
同
時
に
騎

射
目
代
を
命
じ
ら
れ
、
新
し
い
流
鏑
馬
を
家
伝
の
書
を
参
照
し
制
定
し
た
。

　

28
代
清
務
は
、
15
代
将
軍
徳
川
慶
喜
公
の
師
範
と
し
て
騎
戦
調
練
法
を
作

り
、
旗
本
の
調
練
に
あ
た
っ
た
。
明
治
12
年
（
１
８
７
９
）
に
は
吹
上
禁
苑

で
流
鏑
馬
な
ど
天
覧
を
賜
っ
た
。
翌
年
、
将
軍
家
の
許
し
に
よ
り
神
田
に
弓

馬
術
礼
法
小
笠
原
教
場
を
開
く
。

　

30
代
清
信
は
伊
勢
神
宮
、
鶴
岡
八
幡
宮
な
ど
各
社
の
神
事
に
奉
仕
し
、
儀

礼
文
化
学
会
設
立
に
も
努
め
た
。
現
在
、
31
代
清
忠
が
継
承
し
て
い
る
。

流
儀
の
特
徴

　

小
笠
原
家
は
礼
法
の
家
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
弓
馬
の

武
術
で
あ
り
、
礼
法
は
家
伝
の
弓
馬
術
の
基
本
動
作
を
ま
と
め
て
武
家
社
会

の
作
法
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

将
軍
家
の
み
の
御
留
流
と
し
て
、
当
家
の
み
が
継
承
し
て
い
た
た
め
巷こ

う
か
ん間

に
流
布
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
当
流
で
は
、
礼
法
、
弓
術
、
弓
馬
術
の
３

つ
を
修
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
修
業
の
過
程
を
大
事
と
し
て
い
る
。

　

今
回
の
演
武
は
、
百
々
手
の
儀
式
を
披
露
す
る
。

演
武
者

後
見　

三
十
一
世　
　
　

小
笠
原　

清　

忠

射
手　

宗
家
嫡
男　
　
　

小
笠
原　

清　

基

射
手　

重
籐
弓
免
許　
　

鎌　

形　

佐
知
夫

射
手　

重
籐
弓
格
免
許　

星　

野　

達　

郎

射
手　

重
籐
弓
格
免
許　

田　

丸　

達　

男

射
手　

相
位
弓
免
許　
　

佐　

藤　

昌　

二

射
手　

相
位
弓
免
許　
　

飯　

島　

陽　

一

介
添　

重
籐
弓
格
免
許　

星　

野　

真
理
子

介
添　

修
善
弓
免
許　
　

宇
田
川　

照　

子

矢
取　

三
品
籐
弓
免
許　

鎌　

形　

雅　

子

演
武
内
容

百も
 
も
 
て
 
し
き

々
手
式

　

百
々
手
式
は
祈
願
・
魔
性
退
散
ま
た
は
祝
事
・
祭
事
に
際
し
て
行
わ
れ
、

弓き
ゅ
う
せ
ん
箭
を
本
尊
に
勧か
ん
じ
ょ
う請し
、
酒し
ゅ
こ
う肴
を
供
え
て
執
り
行
う
儀
式
で
あ
る
。

　

射
場
は
的
ま
で
の
距
離
を
21
杖
ま
た
は
25
杖
（
46
ｍ
ま
た
は
55
ｍ
。
１
杖

は
弓
１
張
分
の
長
さ
）
に
と
る
が
、
場
所
に
よ
り
適
宜
変
更
さ
れ
る
。

　

使
用
す
る
的
は
直
径
５
尺
２
寸
の
大
的
を
用
い
る
。
中
心
を
小
眼
と
い
い
、

白
色
で
直
径
１
尺
２
寸
、
次
の
黒
は
４
寸
９
分
、
白
４
寸
２
分
、
黒
２
寸
、

白
４
寸
２
分
、
一
番
外
の
黒
は
４
寸
７
分
と
幅
が
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
て
い

る
。
今
回
は
半
的
を
使
用
す
る
。

〒
２
５
１
─
０
０
３
７

神
奈
川
県
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
２
─
17
─
４

☎
（
０
４
６
６
）
３
４
─
４
０
８
９

第
三
十
一
世

小
笠
原	

清
忠

小お

笠
が

さ

原
わ

ら

流
り

ゅ

う

弓
き

ゅ

う

馬ば

術
じ

ゅ

つ
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〒
０
２
０
─
０
０
３
３

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
前
北
通
６
─
51
─

１
０
０
６

☎
（
０
１
９
）
６
５
１
─
９
９
０
２

宗
家高

橋	

厚
吉

諸
し

ょ

賞
し

ょ

う

流
り

ゅ

う

和
や

わ

ら

打
つ
。

③�

棒ぼ
う

捫ひ
ね
り
　

相
手
の
棒
が
振
り
下
ろ
し
た
と
こ
ろ
に
体
を
か
わ
し
、
棒
を
お

さ
え
て
当
身
を
入
れ
、
倒
し
て
棒
で
急
所
を
打
つ
。

④
谷た

に

渡わ
た
し

　

二
人
に
棒
で
脛
を
打
た
れ
る
の
を
押
さ
え
て
当
身
を
入
れ
る
。

⑤�

貮に

人に
ん

詰づ
め

⑵　

二
人
に
押
さ
え
ら
れ
、
は
じ
め
の
相
手
を
蹴
り
と
刀
で
切

り
落
と
し
て
、
次
の
相
手
を
そ
の
刀
で
返
し
な
が
ら
切
り
落
と
す
。

（
小
具
足
（
変
手
））

　

⑥
踏ふ

み

落お
と
し
　

腕
を
中
に
入
れ
て
喉
を
突
く
。

（
小
具
足
（
手
づ
ま
り
））

⑦
踏ふ

み

落お
と
し

　

腕
を
押
さ
え
ら
れ
て
払
っ
て
喉
を
突
く
。

（
ほ
ぐ
れ
）

⑧�

調ち
ょ

子う
し　

相
手
に
倒
さ
れ
一
瞬
の
隙
を
突
い
て
足
で
急
所
を
蹴
る
。

⑨��

大お
お

殺こ
ろ
し⑵　

相
手
の
太
刀
を
瞬
時
に
か
わ
し
て
当
身
を
入
れ
て
足
を
す
く

っ
て
投
げ
る
。

⑩
大お

お

杉す
ぎ

倒た
お
し

　

後
ろ
か
ら
目
つ
ぶ
し
を
入
れ
て
足
を
引
い
て
倒
す
。

⑪�

投
の
形　

小こ

手て

乱み
だ
れ

　

柔
道
の
巴
投
げ
に
似
て
い
る
が
、
ほ
ん
と
う
は
投

げ
て
頭
か
ら
落
と
す
。

活
動
状
況

　

今
年
で
オ
ラ
ン
ダ
の
柔
術
協
会
と
交
流
し
て
37
年
目
。
平
成
15
年
９
月
に
、

盛
岡
の
道
場
メ
ン
バ
ー
10
人
ほ
ど
と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
に
行
き
、
国
際
交
流

を
行
う
。

　

秋
に
は
盛
岡
市
郷
土
芸
能
祭
に
参
加
し
、
稽
古
の
成
果
を
披
露
し
て
い
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
橋
市
道
場

〒
０
２
０
│
０
０
３
２　

岩
手
県
盛
岡
市
夕
顔
瀬
町
９
│
26

☎
（
０
１
９
６
）
２
２
│
２
６
４
２

・
日
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

文
化
財
指
定

○
昭
和
54
年
８
月
１
日　

盛
岡
市
指
定
無
形
文
化
財
に
認
定
。

抱
　
負

　

日
本
武
道
館
・
日
本
古
武
道
協
会
様
に
古
武
道
を
守
っ
て
い
た
だ
き
、
地

方
で
コ
ツ
コ
ツ
と
道
場
で
守
っ
て
稽
古
を
し
て
い
る
の
で
、
本
当
に
励
み
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
番
の
大
き
な
舞
台
で
あ
る
日
本
武
道
館
で
演
武
す
る

こ
と
が
、
私
た
ち
の
一
番
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
弟
子
た
ち
と
元
気
よ
く
演

武
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

由
　
来

　

平
安
時
代
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
清
水
観
世
音
に
祈
願
し
て
、
夢
想
の
中
に

和や
わ
らを
伝
え
ら
れ
た
の
が
夢
想
観
世
流
で
、
彼
が
開
祖
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
と
き
、
勅
使
を
饗
応
す
る
た
め
角

力
会
を
催
し
、
各
地
の
強
者
を
集
め
た
と
き
、
小
兵
で
あ
っ
た
が
夢
想
観
世

流
27
代
毛
利
宇
平
太
国
友
が
抜
群
に
強
く
、
頼
朝
や
諸
将
が
大
い
に
感
歎
し

た
。
以
来
、
諸
賞
流
を
名
乗
る
。
南
部
藩
岡
武
兵
衛
庸
重
が
江
戸
に
出
て
諸

流
を
学
び
、
さ
ら
に
鎌
倉
で
諸
賞
流
46
代
石
田
辰
之
進
の
門
に
入
り
、
伝
授

を
う
け
47
代
を
継
承
し
た
。
岡
武
兵
衛
庸
重
は
南
部
重
信
公
に
召
し
抱
え
ら

れ
、
盛
岡
藩
に
お
け
る
初
代
と
な
る
。
今
よ
り
300
余
年
前
、
寛
文
年
間
の
こ

と
で
あ
る
。
57
代
松
橋
宗
年
の
と
き
、
御
留
流
と
し
て
藩
外
不
出
と
な
り
、

現
在
の
68
代
高
橋
厚
吉
に
至
る
。

系
　
譜

田流
祖

村
利
宗
│
藤二
代

原
元
吉
│
名三
代

護
屋
久
行
…
毛二
十
七
代利
宇
平
太
国
友
…
岡四
十
七
代武
兵
衛
庸

重
…
松五

十
七
代橋

宗
年
…
田六
十
六
代中

正
之
│
高六
十
七
代橋

京
三
│
高六
十
八
代橋

厚
吉
│
熊六
十
九
代谷

弘
志
│
柳七
十
代原

正
弘
│
佐七

十
一
代藤
智
之

流
儀
の
特
徴

　

諸
賞
流
和や
わ
らは

め
つ
ぶ
し
、
肘
当
、
前
げ
り
、
手
刀
、
三
味
線
が
せ
を
主
体

と
し
て
わ
ざ
が
で
き
て
い
る
。“
ほ
ぐ
れ
”
一
般
に
か
え
し
わ
ざ
と
い
う
、

裏
の
形
は
荷
鞍
と
い
う
防
具
を
つ
け
て
行
う
。

演
武
者

印
可
本
傳　

高
橋　

厚
吉

印
可
本
傳　

熊
谷　

弘
志

印
可
本
傳　

佐
藤　

智
之

免
許
本
傳　

山
本　

忠
博

免
許
本
傳　

主
濱　

泰
晴

免
許
本
傳　

宮
原　

博
光

演
武
内
容

（
立　

合
）

①�

大お
お

殺こ
ろ
し⑴　

相
手
の
太
刀
を
瞬
間
に
か
わ
し
、
当
身
を
入
れ
て
倒
す
。
最

後
に
逆
手
で
極
め
る
。

②�

山や
ま

落お
と
し
　

目
潰
を
か
け
て
肩
を
押
し
足
を
払
っ
て
倒
し
、
拳
骨
で
急
所
を
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り
合
い
に
な
り
、
打
太
刀
が
押
し
進
む
に
対
し
仕
太
刀
が
押
し
返
す
と
こ

ろ
を
転
身
し
て
小
手
を
切
り
落
と
し
て
胸
を
突
く
。

草そ
う　

勢せ
い　

打
太
刀
は
小
太
刀
で
仕
太
刀
は
中
段
で
間
を
詰
め
、
さ
ら
に
打
太

刀
は
仕
太
刀
の
剣
先
を
制
し
進
む
。
苦
し
さ
の
余
り
真
向
よ
り
斬
り
か
か

る
と
こ
ろ
を
左
（
右
）
に
転
身
し
て
真
面
を
斬
る
。
さ
ら
に
突
く
と
こ
ろ

を
、
転
身
し
て
小
手
を
斬
り
最
後
に
懐
に
入
り
胴
を
突
く
。

活
動
状
況

　

若
松
城（
鶴
ヶ
城
）内
に
あ
る
武
徳
殿
を
道
場
と
し
て
、
毎
週
水
曜
日
に
、

長
沼
悟
詮
流
派
代
表
に
よ
り
指
導
を
受
け
て
い
る
。
二
十
歳
代
か
ら
六
十
歳

代
と
年
齢
層
は
厚
い
が
、
こ
の
流
派
の
特
色
で
も
あ
る
左
右
の
動
き
が
激
し

い
た
め
、
技
を
会
得
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
永
い
年
月
と
努
力
が
必
要

で
あ
る
。
形
の
稽
古
希
望
は
誰
彼
問
わ
ず
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
県
外
か
ら

も
問
い
合
せ
が
多
く
稽
古
に
来
る
人
が
い
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
会
津
武
徳
殿
道
場　

毎
週
木
曜
日
（
午
後
７
時
〜
９
時
ま
で
）

抱
　
負

　

古
武
道
演
武
大
会
で
演
武
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
誠
に
名
誉
な
こ
と

で
あ
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
形
は
体
捌
き
、
足
捌
き
を
左
右
に
転
化
し
、

打
太
刀
が
終
始
攻
め
て
勝
つ
技
は
他
に
見
ら
れ
な
い
大
き
な
特
色
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
形
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
心
と
理
合
と
礼
節
を
現
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

打
太
刀
は
常
に
攻
め
、
受
け
る
太
刀
は
全
て
切
る
太
刀
、
突
く
太
刀
と
な

る
実
践
的
剣
法
で
あ
る
。
必
ず
勝
つ
と
い
う
強
い
精
神
力
と
相
手
の
力
を
利

用
し
、
最
後
に
勝
ち
を
納
め
る
高
尚
な
技
が
表
れ
て
い
る
左
右
転て

ん
　
か
　
で
　
み

化
出
身
の

秘
太
刀
を
ご
披
露
申
し
上
げ
ま
す
。

由
　
来

　

一
刀
流
は
伊
藤
一
刀
齋
景
久
を
始
祖
と
す
る
。
景
久
は
小
野
次
郎
右
衛
門

忠
明
に
伝
え
、
忠
明
は
小
野
派
と
称
し
た
。
忠
明
は
溝
口
新
五
左
衛
門
正
則

に
伝
え
た
。
こ
れ
を
溝
口
派
と
い
っ
た
。
皆
一
刀
流
の
流
れ
で
あ
る
。
正
則

は
こ
れ
を
伊
藤
政
盛
に
伝
え
た
。
政
盛
は
か
つ
て
、
会
津
に
来
て
枝
松
公
忠

に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
半
ば
に
し
て
会
津
を
去
っ
て
い
っ
た
。
公

忠
は
、
池
上
文
左
衛
門
安
通
に
伝
授
し
た
。
し
か
し
そ
の
奥
義
を
尽
く
す
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
安
通
は
藩
公
の
命
に
よ
っ
て
、

江
戸
に
出
て
、
水
島
玄
益
に
つ
い
て
学
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
溝
口
派
の
真
伝

で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
安
通
は
研
究
す
る
こ
と
多
年
に
わ
た
り
、
大
い
に

発
明
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
一
応
、
溝
口
派
と
称
し
て
は
い
る
が
、
他
の

溝
口
派
と
は
大
い
に
異
な
る
点
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
故
に
会
津
藩
は
池
上

安
通
を
も
っ
て
そ
の
始
祖
と
し
て
い
る
。
当
時
溝
口
派
の
稽
古
は
、
秘
し
て

他
見
を
許
さ
な
か
っ
た
が
戦
後
、
全
日
本
東
西
対
抗
剣
道
大
会
で
故
和
田
晋

と
故
好
川
忠
が
初
め
て
一
般
に
公
開
し
た
の
で
あ
る
。

系
　
譜

伊
藤
一
刀
齋
景
久
│
小
野
忠
明
│
溝
口
正
則
│
伊
藤
政
盛
│
枝
松
公
忠
│
池

上
安
通
（
安
道
）
│
池
上
安
廉
│
町
野
重
勝
│
町
野
重
祥
│
町
野
秀
虎
│
町

野
重
治
│
樋
口
光
高
│
菅
野
権
兵
衛
│
井
深
宅
右
衛
門
│
和
田
又
四
郎
茂
弘

│
│
和
田
晋
│
好
川
忠
│
長
沼
悟
詮

流
儀
の
特
徴

　

溝
口
派
一
刀
流
左さ

右ゆ
う

転て
ん

化か

出で

身み

の
秘
太
刀
五
本
、
小
太
刀
三
本
の
形
か
ら

な
っ
て
い
る
。
こ
の
組
太
刀
は
打
太
刀
が
仕
太
刀
に
勝
つ
剣
法
と
な
っ
て
お

り
、
左
右
の
動
き
に
重
点
が
置
か
れ
、
終
始
攻
め
て
勝
つ
技
は
他
に
見
ら
れ

な
い
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
し
か
も
五
本
と
い
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
表
と
裏
が

あ
り
十
本
の
形
か
ら
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
打
太
刀
は
常
に
先
々
と
出
る
身

と
な
り
、
退
く
こ
と
を
知
ら
ず
、
受
け
る
太
刀
は
皆
切
る
太
刀
、
突
く
太
刀

と
な
り
す
べ
て
が
実
践
的
剣
法
で
袈
裟
斬
り
逆
袈
裟
斬
り
に
変
化
す
る
。

演
武
者

打
太
刀　

流
派
代
表　

長
沼　

悟
詮

仕
太
刀　
　
　
　
　
　

星　
　
　

充

演
武
内
容

土ど　

勢せ
い　

相
下
段
で
間
を
詰
め
、
打
太
刀
が
突
き
、
仕
太
刀
が
萎
し
突
き
返

〒
９
６
５
─
０
８
１
７

福
島
県
会
津
若
松
市
千
石
町
３
─
43
─
302

☎
（
０
２
４
２
）
８
８
─
０
０
９
０

流
派
代
表

長
沼	

悟
詮

溝み

ぞ

口ぐ

ち

派は

一い

っ

刀と

う

流
り

ゅ

う 

剣け

ん

術
じ

ゅ

つ

す
と
こ
ろ
を
打
太
刀
が
左
（
右
）
に
転
身
し
て
袈
裟
に
斬
る
。

火か　

勢せ
い　

打
太
刀
は
左
上
段
、
仕
太
刀
は
平
晴
眼
で
互
い
に
進

み
、
打
太
刀
が
真
向
に
切
り
下
ろ
す
と
こ
ろ
を
仕
太
刀
は
抜
い

て
真
正
面
を
斬
る
が
、
打
太
刀
は
こ
れ
を
下
よ
り
転
身
し
て
刃

を
か
え
し
て
双
手
を
薙
ぐ
、
そ
の
後
袈
裟
に
斬
る
。

木も
く　

勢せ
い　

打
太
刀
は
八
相
、
仕
太
刀
は
平
晴
眼
で
間
を
詰
め
寄

り
、
打
太
刀
が
真
面
に
斬
り
下
ろ
す
と
こ
ろ
を
、
転
身
し
つ
つ

踏
み
込
み
突
い
て
袈
裟
に
斬
る
。

金き
ん　

勢せ
い　

打
太
刀
は
脇
構
え
、
仕
太
刀
は
中
段
で
打
ち
間
ま
で
進

み
、
さ
ら
に
打
太
刀
は
攻
め
込
み
、
仕
太
刀
は
苦
し
さ
の
余
り

真
向
よ
り
斬
り
か
か
る
と
こ
ろ
を
転
身
し
て
打
太
刀
が
胴
に
斬

り
止
め
の
袈
裟
斬
り
。

水す
い　

勢せ
い　

互
い
に
中
段
で
勢
い
よ
く
間
を
詰
め
、
真
向
よ
り
斬
り

合
わ
す
。
双
方
退
い
て
間
合
い
を
と
る
。
繰
り
返
し
行
い
鍔
競
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活
動
状
況

　

古
武
道
演
武
大
会
参
加
の
ほ
か
、
郷
土
ゆ
か
り
の
地
に
て
演
武
、
交
流
会

等
多
数
。

稽
古
場
及
び
支
部

本
部

　

天
然
理
心
流
本
部
事
務
所�

三
鷹
道
場

　

〒
１
８
１
―
０
０
１
１　

東
京
都
三
鷹
市
井
口
１
―
17
―
31

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
４
２
２
）
３
１
―
１
７
２
５

　
　

毎
週
金
曜
日　
　

午
後
５
時
〜
７
時

　
　
　
　

日
曜
日　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

支
部

　

八
王
子
道
場
（
読
売
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

毎
週
土
曜
日　
　

午
後
１
時
45
分
〜
３
時
45
分

　

横
浜
道
場
（
読
売
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

毎
週
土
曜
日　

午
前
10
時
15
分
〜
午
前
11
時
45
分

抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
の
開
催
を
祝
し
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

関
係
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
出
場
要

請
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
２
回
大
阪
大
会
参
加
以
来
、
こ
の
大
会
が
日
頃
の
稽
古
の
励
み
で
あ
り
、

目
標
で
す
。
他
流
派
の
先
生
方
の
気
魄
に
満
ち
た
演
武
を
間
近
で
拝
見
し
、

肌
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
有
意
義
で
あ
り
ま
す
。

　

永
年
修
練
し
て
き
た
技
を
演
じ
る
こ
と
が
古
武
道
振
興
の
一
助
に
な
れ
ば

と
念
じ
て
演
武
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

由
　
来

　

当
流
は
、
遠
江
出
身
の
近こ
ん

藤ど
う

内く

蔵ら
の

助す
け

長な
が

裕み
ち

が
諸
国
を
漫
遊
し
て
修
行
し
、

常
陸
に
い
た
っ
て
鹿
島
新
當
流
を
学
び
、
鹿
島
神
宮
に
参
籠
し
、
術
の
極
意

を
授
か
り
、
ま
た
、
そ
の
上
に
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
創
始
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
江
戸
薬や

研げ
ん

掘ぼ
り

に
道
場
を
開
き
、
そ
の
か
た
わ
ら
、
相
模
国
や
武
蔵

国
に
出
稽
古
に
赴
き
流
儀
を
広
め
た
。
と
く
に
三さ

ん

多た

摩ま

地
域
に
広
ま
っ
て
、

多
く
の
先
達
、
門
人
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

系
　
譜

近
藤
内
蔵
之
助
―
近
藤
三さ
ん
す
け助

―
近
藤
周し
ゅ
う
す
け

助
―
近
藤
勇い
さ
み―

近
藤
勇ゆ
う
ご
ろ
う

五
郎
―
桜

井
金
八
―
近
藤
新
吉 

―
加
藤
伊
助
―
平
井
泰
輔
― 

平
井
正
人

流
儀
の
特
徴

　

当
流
は
、
剣
術
、
柔
術
、
棒
術
に
気
合
術
を
加
え
た
統
合
武
術
で
す
。

　

常
に
真
剣
勝
負
を
想
定
し
た
捨
て
身
の
剣
術
体
系
で
、
い
か
な
る
相
手
に

対
し
て
も
動
じ
な
い
、
極
意
必
勝
の
実
践
を
教
え
、
自
然
に
逆
ら
わ
ず
、
天

に
象か

た

ど
り
、
地
に
法の
っ
とり

、
以
っ
て
剣
の
理
法
を
究
め
る
事
か
ら
、
天
然
理
心

流
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

太
い
木
刀
を
使
い
根こ

ん

（
魂
）
と
力
の
尽
き
る
ま
で
切
り
結
び
、
最
後
に
止と
ど

め
を
さ
す
。
気
を
も
っ
て
相
手
の
心
を
奪
い
、
す
か
さ
ず
技
を
ほ
ど
こ
す
、

実
戦
向
き
で
朴ぼ

く

訥と
つ

な
剣
法
で
す
。

演
武
者

平
井　

正
人　
　

常
田　

貞
行　
　

小
林　

恵
子　
　

松
本　

賢
司

須
田　

英
宏　
　

平
本　

輝
彦　
　

大
泉　

雄
都

演
武
内
容

切
紙　
　
　
　

表
木
刀
、
柄
砕
、
鐺
捌
、
奏
者

目
録　
　
　
　

小
具
足

中
極
位
目
録　

居
合
、
立
合

〒
１
８
１
―
０
０
１
１

東
京
都
三
鷹
市
井
口
１
―
17
―
31

☎
（
０
４
２
２
）
３
１
―
１
７
２
５

十
代
宗
家

平
井	

正
人

天
て

ん

ね

ん然
理り

心
し

ん

流
り

ゅ

う

剣
け

ん

術
じ

ゅ

つ
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「
四
留
」
返
投

「
拳
匪
」
蹴
投

「
打
込
」
返
投
・
捻
付

「
御
膳
捕
打
込
」裏
投
・
巻
返
・

返
投
・
虎
押

活
動
状
況

出
雲
大
社
奉
納
演
武

廣
島
護
国
神
社
奉
納
演
武

廿
日
市
天
満
宮
奉
納
演
武

稽
古
場
及
び
支
部

〇
本
部
（
広
島
県
）

　

廿
日
市
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
武
道
場

　

廿
日
市
市
立
七
尾
中
学
校
柔
剣
道
場

　
　

澁
川
一
流
柔
術
・
無
雙
神
傳
英
信
流
抜
刀
兵
法

　
　

大
石
神
影
流
剣
術 

〇
世
田
谷
支
部
（
東
京
都
）

〇
横
浜
支
部
（
神
奈
川
県
）

〇
名
古
屋
西
支
部
（
愛
知
県
）

〇
北
大
阪
支
部
（
大
阪
府
）

〇
呉
中
央
支
部
（
広
島
県
）

〇
久
留
米
支
部
（
福
岡
県
）

〇
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　

パ
ー
ス
支
部

〇
米
国　

エ
ル
パ
ソ
支
部

〇
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
支
部

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://kanoukan.jim
dofree.com

抱
　
負

　

広
島
の
澁
川
一
流
柔
術
で
す
。

　

澁
川
一
流
柔
術
は
基
本
と
な
る
形
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
履
形
」
を
習
得

後
に
、
異
な
る
状
況
ご
と
に
そ
の
形
を
応
用
さ
せ
稽
古
す
る
体
系
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
日
は
基
本
と
な
る
「
履
形
」
か
ら
四
つ
の
形
を
選
び
「
込
入
」「
吉
掛
」

「
四
留
」「
拳
匪
」「
打
込
」「
御
膳
捕
打
込
」
と
い
っ
た
異
な
る
状
況
の
中

で
の
「
履
形
」
の
形
の
応
用
を
演
武
い
た
し
ま
す
。

由
　
来

　

澁
川
一
流
柔
術
の
流
祖
・
首し
ゅ

藤と
う

蔵く
ら

之の

進し
ん

満み
つ

時と
き

は
、
彼
の
叔
父
で
宇
和
島
藩

浪
人
と
伝
え
ら
れ
る
宮
崎
儀
右
衛
門
満
義
に
連
れ
ら
れ
て
廣
島
藩
安
芸
郡
坂

村
に
居
住
し
た
。
蔵
之
進
は
宮
崎
儀
右
衛
門
を
師
と
し
て
澁
川
流
お
よ
び
難な

ん

波ば

一い
っ

甫ぽ

流り
ゅ
うを

習
得
し
、
さ
ら
に
武
者
修
行
の
途
上
、
浅
山
一
伝
流
を
も
習
得

し
て
、
三
流
を
も
と
に
「
澁
川
一
流
柔
術
」
を
創
始
し
た
。

　

あ
る
日
、
廣
島
城
下
に
出
て
い
た
首
藤
蔵
之
進
は
５
、
６
名
の
廣
島
藩
士

と
争
い
に
な
っ
た
が
、
澁
川
一
流
柔
術
の
業
で
こ
れ
を
難
な
く
退
け
た
と
こ

ろ
、
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
松
山
藩
士
が
こ
の
見
事
な
働
き
を
見
て
、
そ
の

藩
士
の
推
挙
に
よ
っ
て
松
山
藩
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
天
保
10
年
こ
ろ
の
こ
と
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
後
、
首

藤
蔵
之
進
は
小
玉
平
六
と
名
乗
り
、
松
山
に
お
い
て
も
澁
川
一
流
柔
術
の
教

授
を
行
っ
た
が
松
山
で
の
伝
承
は
途
絶
え
た
。

　

明
治
維
新
以
降
は
親
族
の
い
る
広
島
県
安
芸
郡
坂
村
に
た
び
た
び
帰
り
、

広
島
の
門
弟
に
も
澁
川
一
流
柔
術
を
伝
え
残
し
、
明
治
30
年
、
89
歳
で
松
山

に
お
い
て
没
し
て
い
る
。

　

師
伝
に
よ
れ
ば
、
澁
川
一
流
の
流
名
は
首
藤
蔵
之
進
が
修
行
し
た
三
つ
の

流
派
の
流
名
に
由
来
し
、
合
わ
せ
る
と
澁
川
一
甫
一
伝
流
と
な
り
、
こ
の
意

か
ら
「
澁
川
一
流
」
と
命
名
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

系
　
譜

首流
祖

藤
蔵
之
進
満
時
─
宮
田
友
吉
國
嗣
─
車
地
國
松
政
嗣
─
畝
重
實
嗣
昭
─
森

本
邦
生
嗣
時

流
儀
の
特
徴

　

澁
川
一
流
柔
術
の
形
は
徒
手
に
対
し
て
徒
手
や
懐
剣
、
三
尺
棒
、
刀
な
ど

の
仕
掛
け
に
応
じ
る
術
と
、
棒
術
（
互
棒
・
小
棒
・
三
尺
棒
・
半
棒
・
六
尺

棒
）、
十
手
術
、
分
童
術
、
鎖
鎌
術
、
居
合
術
な
ど
の
得
物
を
用
い
る
術
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

形
は
400
ほ
ど
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
す
べ
て
の
形
に
飾
り
気
が
な
く
、
素

朴
で
単
純
な
動
き
で
相
手
を
制
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

形
は
受
の
仕
掛
け
の
方
法
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
て
お
り
、
初
め

に
稽
古
す
る
履
形（
受
が
中
段
ま
た
は
下
段
を
突
い
て
く
る
の
を
制
す
る
形
）

の
35
本
の
形
が
全
て
の
形
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
形
の
グ
ル
ー
プ
の
多
く
に
は
「
礼
式
」
が
あ
り
、
そ
の
中
に

受
を
制
す
る
こ
と
な
く
、
押
し
返
す
の
み
の
動
作
が
あ
る
。
こ
れ
は
澁
川
一

流
柔
術
の
理
念
が
人
と
争
わ
な
い
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

形
の
稽
古
の
ほ
か
に
鍛
錬
法
と
し
て
棒
抜
け
や
枕
引
き
な
ど
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

演
武
者

代　

表
・
免
許
皆
傳
上
極
意　

森
本　

邦
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
傳　

林　
　

大
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
傳　

堂
元　

慎
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
傳　

鈴
木　

享
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
傳　

松
田　

淳
至

演
武
内
容

「
履
形
」
礼
式
・
裏
投
・
巻
返
・
返
投
・
捻
付

「
込
入
」
裏
投
・
巻
返

「
吉
掛
」
裏
投
・
巻
返

〒
７
３
８
─
０
０
３
４

広
島
県
廿
日
市
市
宮
内
１
４
８
０

☎
（
０
８
０
）
１
９
０
８
─
０
２
０
６

代
表森

本	

邦
生

澁
し

ぶ

川
か

わ

一
い

ち

流
り

ゅ

う

柔
じ

ゅ

う

術
じ

ゅ

つ
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で
奪
い
取
ろ
う
と
す
る
の
で
、
我
は
す
ば
や
く
柄
頭
を
握
っ
て
奪
い
取
ろ

う
と
す
る
方
向
に
突
き
出
し
た
の
ち
、
敵
を
右
脇
に
引
き
ず
り
、
さ
ら
に

逆
を
と
っ
て
倒
す
。
そ
し
て
倒
れ
た
敵
の
顔
面
に
抜
き
つ
け
た
あ
と
、
胴

に
斬
り
下
ろ
し
て
勝
つ
。

突つ
き

留と
め　

対
座
し
て
い
る
敵
が
、
突
然
太
刀
を
抜
い
て
突
こ
う
と
す
る
の
で
、

我
は
す
ば
や
く
柄
で
敵
の
太
刀
を
押
さ
え
た
あ
と
、
敵
の
足
（
腹
）
に
抜

き
つ
け
、
さ
ら
に
真
っ
向
か
ら
斬
り
下
ろ
し
て
勝
つ
。

稽
古
場
及
び
支
部

　

神
奈
川
県
小
田
原
市
堀
之
内
103
─
１　

田
宮
流
正
麟
館

　

☎
（
０
４
６
５
）
３
７
─
８
６
０
１

　

毎
週
月
・
金
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
２
時
〜
６
時

○
支
部

横
浜
元
山
会
、川
崎
木
曜
塾
、秦
野
支
部
、東
京
浅
草
支
部
、東
京
武
蔵
野
支

部
、愛
媛
県
西
条
支
部
、横
須
賀
神
明
会

文
化
財
指
定

　

愛
媛
県
西
条
市
長
を
名
誉
顧
問
と
し
て
「
旧
西
条
藩
田
宮
流
居
合
術
保
存

会
」
が
昭
和
62
年
９
月
５
日
発
会
、
昭
和
63
年
９
月
５
日
付
告
示
第
一
号
に

よ
り
「
西
条
市
無
形
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
た
。

抱
　
負

　

日
本
武
道
館
は
武
道
を
志
す
も
の
の
聖
地
と
も
い
う
べ
き
施
設
で
あ
り
、

こ
こ
で
演
武
で
き
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
普
段
の

稽
古
の
集
大
成
と
し
て
真
剣
勝
負
で
の
ぞ
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

田
宮
流
居
合
術
は
、
伊
予
西
条
藩
に
お
い
て
田
宮
神
剣
流
と
し
て
大
成
し

た
武
術
で
あ
り
ま
す
。
先
代
妻
木
正
麟
が
当
家
に
伝
わ
っ
た
居
合
術
を
心
血

を
注
い
で
研
鑽
し
、
継
承
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
我
々
は
こ
の
田
宮
流
の
術

技
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
べ
く
、
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
流
派
継
承
の
一
環
と
と
ら
え
、
大
会
に
向

け
、
修
行
を
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

由
　
来

　

田
宮
流
は
約
400
年
前
、
田
宮
平
兵
衛
業
正
を
流
祖
と
し
て
伝
わ
っ
た
徳
川

紀
州
藩
の
武
芸
で
あ
る
。
田
宮
流
に
は
古
田
宮
、
紀
州
田
宮
、
新
田
宮
の
３

派
が
あ
っ
た
が
、
古
田
宮
は
５
代
目
で
絶
え
、
紀
州
田
宮
流
と
な
っ
た
。「
紀

州
田
宮
流
は
田
宮
大
人
の
正
伝
と
な
す
」
と
い
う
伝
書
が
あ
る
。

　

こ
の
紀
州
田
宮
流
が
、
伊
予
西
条
藩
に
伝
わ
り
、
田
宮
神
剣
流
と
な
り
大

成
し
た
。
伊
予
西
条
藩
は
紀
州
家
の
分
家
で
あ
り
、
紀
州
大
納
言
頼
宣
の
次

男
頼
純
が
藩
主
と
し
て
寛
文
10
年
２
月
に
入
部
以
来
、
紀
州
田
宮
流
は
西
条

で
発
達
し
た
。
妻
木
家
中
興
の
祖
、
妻
木
只
右
衛
門
元
敬
は
紀
州
藩
で
「
不

識
院
軍
学
（
軍
法
）
指
南
」
で
あ
っ
た
が
、
藩
主
入
部
の
際
、
付
け
人
と
し

て
西
条
に
移
住
し
、
そ
の
子
妻
木
順
次
郎
元
賁
が
寛
政
９
年
８
月
、
こ
の
紀

州
田
宮
流
を
宗
家
と
し
て
継
承
し
、
代
々
妻
木
家
に
伝
承
、
第
14
代
妻
木
正

麟
を
経
て
、
妻
木
達
夫
を
流
派
代
表
と
し
て
今
日
に
至
る
。

系
　
譜

田流
祖

宮
平
兵
衛
業
正
─
田初
代

宮
対
馬
守
長
勝
─
江二
代

田
儀
左
衛
門
─
三三
代

宅
集
意
─
栗四
代

本
半
蔵
─
三五
代

野
伴
五
郎
高
満
─
豊六
代

田
仲
左
衛
門
─
豊七
代

田
近
左
衛
門
─
妻八
代

木
順

次
郎
元
賁
─
妻九

代

木
信
平
元
─
妻十
代

木
平
之
丞
元
茂
─
妻十
一
代木
恰
元
成
─
妻十
二
代木
興
太

郎
右
元
厚
─
妻十

三
代木

義
雄
元
誠
─
妻十
四
代木

正
麟
元
信
─
妻流
派
代
表木

達
夫
（
当
代
）

流
儀
の
特
徴

　
「
表
の
巻
」
十
一
本
、「
虎
乱
の
巻
」
十
四
本
か
ら
な
り
、
形
を
基
本
と
し

て
統
一
さ
れ
た
刀
術
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
形
学
び
は
、
鞘
口
の
切
り
方
、
鞘

手
の
働
き
、
柄
手
の
か
け
方
、
手
は
ば
、
手
の
内
の
締
め
緩
め
、
切
り
手
、

請
け
手
、
ぬ
け
手
、
運
剣
の
法
、
足
は
ば
、
左
足
の
は
た
ら
き
、
打
ち
方
、

突
き
方
、
外
し
方
、
止
め
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
理
合
を
明
ら
か
に
し
、
進
退
動

静
、
微
に
入
り
細
を
う
が
ち
、
そ
の
技
は
理
法
に
透
徹
、
事
理
合
一
を
習
い

と
す
る
。「
美
の
田
宮
」「
位
の
田
宮
」
と
称
え
ら
れ
た
。

演
武
者

代
表　

妻
木　

達
夫

（
門
下
生
）　

小
野　

信
義
・
石
川　
　

定
・
清
水　

新
也

　
　
　
　
　

吉
池　

映
治
・
高
橋　
　

学
・
三
宅　

文
正

演
武
内
容

稲い
な

妻づ
ま　

我
と
対
坐
の
敵
が
立
ち
上
が
っ
て
右
斜
め
前
方
よ
り
上
段
か
ら
斬

ら
ん
と
す
る
の
で
、
す
ば
や
く
立
ち
上
が
り
な
が
ら
敵
の
肘
に
抜
き
つ
け
、

さ
ら
に
真
っ
向
か
ら
斬
り
下
ろ
し
て
勝
つ
。

押

抜　

我
の
左
に
座
し
て
い
る
敵
が
抜
こ
う
と
し
て
い
る
気
配
を
察
し
た

の
で
、
す
か
さ
ず
そ
の
手
を
柄
で
打
ち
、
敵
が
ひ
る
ん
で
後
退
す
る
と
こ

ろ
を
右
脇
腹
に
抜
き
つ
け
る
。
さ
ら
に
敵
が
我
の
足
に
抜
き
つ
け
て
き
た

の
で
、
我
は
飛
び
違
い
で
か
わ
し
つ
つ
水
月
を
突
い
て
勝
つ
。

除よ
け

身み　

対
坐
の
敵
が
突
然
立
ち
上
が
り
つ
つ
抜
き
打
ち
に
来
る
の
を
た
だ

ち
に
受
け
流
し
て
、
敵
の
右
側
頭
部
に
斬
り
つ
け
る
。

　
　

敵
が
こ
の
一
撃
に
ひ
る
ん
で
後
退
す
る
や
、
追
い
つ
め
て
水
月
を
突
き
、

倒
れ
た
と
こ
ろ
を
真
っ
向
か
ら
斬
り
下
ろ
し
て
勝
つ
。

胸
の
刀　

対
座
し
た
敵
が
、
突
然
右
手
で
我
の
胸
倉
を
つ
か
み
押
し
倒
そ
う

と
す
る
の
で
、
す
ば
や
く
太
刀
を
抜
き
上
げ
な
が
ら
、
敵
の
右
腕
を
切
り
、

つ
づ
い
て
左
腕
に
抜
き
つ
け
、
さ
ら
に
倒
れ
た
と
こ
ろ
を
真
っ
向
（
体
の

ど
こ
で
も
よ
い
）
か
ら
斬
り
下
ろ
し
て
勝
つ
。

柄

外　

対
座
し
て
い
る
敵
が
突
然
我
の
差
し
て
い
る
太
刀
の
柄
を
つ
か
ん

〒
２
５
０
─
０
８
５
３

神
奈
川
県
小
田
原
市
堀
之
内
103
─
１

☎
（
０
４
６
５
）
３
７
─
８
６
０
１

代
表妻

木	

達
夫

田た

宮
み

や

流
り

ゅ

う

居い

合
あ

い

術
じ

ゅ

つ
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〒
８
９
２
―
０
８
４
２

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
東
千
石
町
２
―
２

☎
（
０
９
９
）
２
２
６
―
１
２
３
３

第
十
三
代
宗
家

東
郷	

重
賢

示じ

現
げ

ん

流
り

ゅ

う

兵
ひ

ょ

う

法
ほ

う

剣
け

ん

術
じ

ゅ

つ

活
動
状
況

○
稽
古
日

　

毎
週
土
曜
日
午
後
６
時
〜
９
時

　

 

示
現
流
兵
法
所
史
料
館
の
開
館
時
間
（
火
曜
〜
日
曜
の
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
）
内
の
一
人
稽
古
は
自
由

○
年
間
事
業

　

毎
年
４
月
20
日
大
阪
住
吉
大
社
で
開
催
の
島
津
家
初
代
忠
久
公
誕
生
記
念

祭
や
５
月
25
日
開
催
の
薩
摩
義
士
頌
徳
慰
霊
祭
な
ど
の
各
種
記
念
式
典
で
の

奉
納
演
武
、
７
月
開
催
の
鹿
児
島
県
古
武
道
大
会
、
鹿
島
神
宮
や
京
都
下
鴨

神
社
な
ど
全
国
各
地
で
開
催
の
日
本
古
武
道
演
武
大
会
な
ど
へ
の
参
加
、
夏

休
み
な
ど
お
け
る
示
現
流
体
験
教
室
の
開
催
な
ど
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
示
現
流
兵
法
所

　

〒
８
９
２
―
０
８
４
２　

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
東
千
石
町
２
―
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

示
現
流
兵
法
所
史
料
館
内

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
９
）
２
２
６
―
１
２
３
３

　

メ
ー
ル　

info

＠jigen-ryu com

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.jigen-ryu.com

/

抱
　
負

　

江
戸
時
代
初
め
か
ら
薩
摩
武
士
の
魂
と
し
て
こ
の
地
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
示
現
流
兵
法
。
記
念
す
べ
き
第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
へ
の
参
加
が

叶
い
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
２
年
厳
し
い
環
境
の
中
門
人
た
ち
と
伝
統
文

化
の
継
承
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
参
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
で
門

外
不
出
と
さ
れ
て
き
た
薩
摩
藩
御
留
流
示
現
流
兵
法
第
13
代
宗
家
を
継
承
し

て
早
や
8
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
の
誇
る
武
道
文
化
継
承
の

大
切
さ
を
噛
み
し
め
な
が
ら
400
年
余
に
わ
た
り
一
子
相
伝
で
伝
承
し
て
参
り

ま
し
た
流
儀
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
門
人
一
同
精
一
杯
の
演
武
に
つ
と
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

由
　
来

　

示
現
流
兵
法
は
、
東と
う
ご
う郷

藤と
う

兵べ

え衛
肥ひ
ぜ
ん
の
か
み

前
守
重ち
ゅ
う
い位

を
流
祖
と
す
る
薩
摩
藩
独
特

の
兵
法
で
、
今
日
に
お
い
て
も
鹿
児
島
県
の
精
神
文
化
に
強
い
影
響
を
与
え

て
い
る
。
重
位
は
、
は
じ
め
タ
イ
捨
流
を
学
び
、
20
数
歳
で
そ
の
極
意
に
達

し
た
。
天
正
15
年
（
１
５
８
７
）、
第
16
代
太
守
島し

ま

津づ

義よ
し
ひ
さ久
公
に
従
っ
て
上

洛
し
た
際
、
天
真
正
自
顕
流
の
奥
義
を
極
め
た
京
都
天
寧
寺
の
善
吉
和
尚
と

邂
逅
し
、
強
い
て
教
え
を
乞
い
、
修
行
す
る
こ
と
半
年
余
、
奥
義
の
相
伝
を

受
け
た
時
が
28
歳
で
あ
っ
た
。
天
正
17
年
、
薩
摩
に
帰
っ
た
重
位
は
、
屋
敷

内
全
部
の
木
を
打
ち
枯
ら
す
ほ
ど
心
技
を
練
る
こ
と
３
年
、
タ
イ
捨
流
と
天

真
正
自
顕
流
の
精
髄
を
総
合
渾
和
し
て
示
現
流
兵
法
を
編
み
出
し
た
。

　

重
位
44
歳
の
と
き
、
初
代
薩
摩
藩
主
・
第
18
代
太
守
家
久
公
よ
り
薩
摩
藩

剣
術
師
範
役
を
命
ぜ
ら
れ
、「
示
現
流
」
と
命
名
さ
れ
た
。
さ
ら
に
10
代
藩

主
・
第
27
代
太
守
斉
興
公
は
「
御
流
儀
示
現
流
」
と
称
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら

れ
、
門
外
不
出
と
さ
れ
た
。

　

以
来
400
余
年
、
時
世
に
迎
合
せ
ず
、
当
初
そ
の
ま
ま
の
姿
で
一
子
相
伝
さ

れ
、
現
在
第
13
代
宗
家
東
郷
重
賢
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

系
　
譜

東流
祖

郷
藤
兵
衛
肥
前
守
重
位
―
重
方
―
重
利
―
実
満
―
実
昉
―
実
乙
―
実
位
―

実
明
―
重
矯
―
重
毅
―
重
政
―
重
徳
―
重
賢

流
儀
の
特
徴

　

蜻と
ん
ぼ蛉

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
構
え
か
ら
激
し
い
気
合
と
と
も
に
打
ち
下
ろ
さ

れ
る
示
現
流
の
太た

　
ち
　
す
じ

刀
筋
は
、「
一い
ち

の
太
刀
を
疑
わ
ず
、
二に

の
太
刀
は
負
け
」

の
教
え
通
り
、
一
旦
刀
を
抜
い
た
ら
攻
撃
こ
そ
最
大
の
防
御
と
す
る
、
最
初

の
一
太
刀
に
す
べ
て
を
か
け
る
厳
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。
普
段
の
稽
古
で
は
、

ユ
ス
と
呼
ば
れ
る
硬
い
木
を
切
っ
た
も
の
を
木
刀
と
し
て
用
い
、
防
具
は
一

切
着
け
な
い
。

　

ま
た
、
立た

て
　
ぎ木
と
呼
ば
れ
る
身
の
丈
ほ
ど
の
椎し
い

の
木
な
ど
を
地
中
に
立
て
、

実
戦
を
想
定
し
て
左
右
か
ら
激
し
い
気
合
と
と
も
に
、
打
ち
込
み
の
稽
古
を

続
け
る
。
古こ

　
じ
ん人

は
朝あ
し
たに

三
千
、
夕ゆ
う
べに

八
千
と
い
う
激
し
い
稽
古
を
続
け
た
と

伝
わ
っ
て
い
る
。

演
武
者

デ
ュ
ル
ソ
・
ア
ン
リ
、
高
橋　

幸
司
、
藤
村　

亨
、
東
郷　

重
賢

演
武
内
容

　

燕え
ん　

飛び　

 
示
現
流
の
奥
義
十
二
の
打
を
織
り
込
ん
だ
最
初
に
習
う
基
本
の

型
。
仕
太
刀
（
ツ
ケ
）
が
示
現
流
の
極
意
十
二
の
打
か
ら
な
る

技
法
で
構
成
さ
れ
、
打
太
刀
（
ダ
シ
）
は
タ
イ
捨
流
の
技
に
由

来
す
る
。

　

小こ
　
だ
　
ち

太
刀　

脇
差
な
ど
の
短
い
刀
で
相
手
に
立
ち
向
か
う
初
度
の
型

　

再せ

起き

・
三み

つ
　
た
　
ち

太
刀　

 

多
人
数
の
敵
を
相
手
に
戦
う
時
を
想
定
し
た
初
度
の
型

　

持も
ち　

掛か
か
り　

こ
こ
か
ら
両
度
の
型
で
、
示
現
流
の
極
意
一
打
ち
の
技

　

長な
が

木ぼ
く

刀と
う　

薙
刀
、
槍
な
ど
の
長
い
武
器
に
対
す
る
一
打
ち
の
技

　

段
の
型
よ
り　

初
段
（
立り

ゅ
う･

双そ
う･

越え
つ

）、
二
段
（
寸す
ん･

満ま
ん

・
煎せ
ん

）

　

段
の
技
か
ら
は
無
声
（
声
を
出
さ
ず
に
）
の
打
と
な
る
。
相
手
の
一
瞬
の

動
き
に
呼
応
し
て
す
か
さ
ず
切
り
込
ん
で
い
く
も
の
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裏　
　
　

高
田　

政
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
学　
　

福
岡　

雅
巳

演
武
内
容

柔
術
の
部　

 「
手
続
・
八
本
」「
撓
合
・
八
本
」「
四
つ
の
捕
・
四
木
」「
固
・

七
本
」「
立
合
・
六
本
」「
組
合
・
十
本
」「
自
己
の
誤
・
七
本
」

「
車
捕
・
十
六
本
」「
小
具
足
・
二
十
本
」

○
手て

続つ
づ
き

　

楊よ
う

柳り
ゅ
う、

肘ひ
じ

金が
ね

○
撓ね

じ

合あ
い

　

奏そ
う
し
ゃ
ど
り

者
取
、
突つ
つ

込こ
み

、
飛と
び

違ち
が
い

　

○
立た

ち

会あ
い

　

前
後
の
投
（
前
）

○
組く

み

合あ
い

　

四よ

ッつ

手で

（
一
）、（
三
）

○
自じ

己こ
の

ノあ
や

誤ま
り

　

外と
　
そ
く足

○
小
具
足

　

押お
し
つ
き突

、
踏ふ

み

違ち
が
い、

返か
え

り
取ど

り

、

　

突つ
き
わ
き
ざ
し
は
さ
み

脇
差
挟
取

稽
古
場
及
び
支
部

○
新
心
館
本
部
道
場

〒
６
４
０
─
８
４
１
３　

和
歌
山
県
和
歌
山
市
島
橋
東
ノ
丁
１
─
20

○
新
心
館
兵
庫
県
支
部
道
場
〔
兵
庫
県
西
宮
市
〕

　

新
心
館
東
京
支
部
道
場
〔
東
京
都
杉
並
区
〕

文
化
財
指
定

平
成
22
年
３
月
16
日

　

和
歌
山
県
無
形
文
化
財
指
定

抱
　
負

　

当
流
は
開
祖
関
口
柔
心
氏
心
が
紀
州
藩
祖
徳
川
頼
宣
公
よ
り
藩
の
御
流
儀

指
南
を
仰
せ
つ
か
っ
て
以
来
400
有
余
年
、
和
歌
山
の
地
で
関
口
家
に
よ
り
相

伝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
維
新
や
大
東
亜
戦
争
な
ど
、
伝
承
の
危
機
に
お

い
て
も
宗
家
の
も
と
門
弟
一
丸
と
な
っ
て
流
儀
護
持
に
努
め
、
平
成
22
年
３

月
16
日
に
は
和
歌
山
県
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
出
場
を

機
に
一
層
の
修
錬
に
励
み
、
江
戸
時
代
よ
り
伝
承
さ
れ
た
武
術
文
化
の
心
と

技
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

由
　
来

　

流
祖
関
口
弥
六
右
衛
門
氏
心
は
慶
長
３
年
（
１
５
９
８
）、
今
川
義
元
の

一
族
関
口
外
記
氏
幸
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
氏
心
は
幼
少
よ
り
武
芸
、
組

討
の
術
に
秀
で
、
今
川
氏
滅
亡
後
、
諸
国
を
武
者
修
行
。
独
自
の
研
究
に
よ

り
捕
手
、
組
討
技
術
を
解
明
し
た
。「
柔
ら
か
な
力
の
使
い
方
」
を
原
理
に

物
に
応
じ
て
逆
ら
わ
な
い
心
と
体
の
あ
り
方
を
説
き
、
柔
に
よ
る
技
術
を
体

系
化
、
武
芸
向
上
は
日
々
新
た
な
心
に
よ
り
生
ま
れ
る
と
し
て
関
口
新
心
流

と
称
え
た
。

　

氏
心
は
晩
年
柔
心
と
号
す
る
。
柔
心
に
は
三
男
（
氏
業
、
氏
英
、
氏
暁
）

が
あ
り
、
共
に
父
に
劣
ら
ず
秀
技
で
、
そ
の
中
で
も
３
代
氏
英
は
「
柔
聖
」

と
ま
で
い
わ
れ
、
そ
の
子
孫
は
代
々
紀
州
藩
御
流
儀
指
南
と
し
て
江
戸
時
代

三
大
柔
術
流
派
の
一
派
と
な
っ
た
。
８
代
氏
敬
は
紀
州
藩
大
御
番
に
出
仕
す

る
と
と
も
に
、『
柔
口
伝
心
持
』
な
ど
の
伝
書
を
著
し
、
当
流
の
理
合
探
究

に
努
め
た
。
10
代
氏
胤
は
長
州
征
伐
に
参
加
す
る
な
ど
幕
末
維
新
の
激
動
期

を
生
き
抜
き
、
波
乱
の
中
、
当
流
を
守
り
伝
え
た
。
の
ち
、
大
日
本
武
徳
会

に
も
参
加
し
、
明
治
39
年
（
１
９
０
６
）
に
は
大
日
本
武
徳
会
柔
術
形
選
定

委
員
に
任
命
さ
れ
た
（
大
日
本
武
徳
会
範
士
）。
11
代
万
平
は
和
歌
山
に
関

口
新
心
流
道
場
「
親
武
館
」
を
開
設
し
、
多
数
の
子
弟
を
養
成
し
た
。
12
代

芳
太
郎
、
13
代
芳
夫
が
道
統
を
受
け
継
ぎ
、
現
在
に
至
る
。

系
　
譜

関初
代

口
弥
六
右
衛
門
氏
心
─
八二
代

郎
左
衛
門
氏
業
─
万三
代

右
衛
門
氏
英
─
弥四
代

太
郎
氏

暁
─
万五

代

右
衛
門
氏
一
─
外六
代

記
氏
元
─
万七
代

平
氏
記
─
万八
代

右
衛
門
氏
敬
─
万九
代

之
丞

氏
贇
─
柔十

代

心
氏
胤
─
万十
一
代平
氏
柔
─
芳十
二
代太
郎
氏
中
─
芳十
三
代夫
氏
広

流
儀
の
特
徴

　

関
口
新
心
流
は
柔
術
・
居
合
術
・
剣
術
の
三
つ
を
根
幹
と
し
、
特
に
「
柔

ら
か
な
力
の
使
い
方
」
を
原
理
に
着
目
し
て
、
こ
れ
を
組
討
技
術
に
生
か
し
、

自
ら
「
柔
」
と
称
し
て
い
る
流
派
で
あ
る
。

　
　

柔
と
は
、
敵
の
力
を
わ
れ
に
し
て

　
　
　

ふ
り
し
柳
の
心
な
り
け
り

　

故
に
柔
術
一
本
目
楊
柳
を
当
流
の
本
体
と
す
る
。

　

各
種
の
武
器
で
戦
っ
て
も
最
後
は
組
討
と
な
る
の
で
、
武
士
は
組
討
を
重

視
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
組
討
に
お
け
る
力
の
用
法
は
「
楊
柳
」
が
示
す
「
柔

の
理
」
が
最
も
よ
い
と
す
る
。

演
武
者

宗
家　
　

関
口　

芳
夫　
　

免
許　
　

山
中　
　

聡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

免
許　
　

関
口
正
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裏　
　
　

北
口　
　

隆

〒
６
４
０
─
８
４
１
３

和
歌
山
県
和
歌
山
市
島
橋
東
ノ
丁
１
─
20

☎
（
０
７
３
）
４
５
５
─
７
０
２
１

第
十
三
代
宗
家

関
口	

芳
夫

関
せ

き

口
ぐ

ち

新
し

ん

心
し

ん

流
り

ゅ

う

柔
じ

ゅ

う

術
じ

ゅ

つ
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〒
８
５
６
―
０
８
０
７

長
崎
県
大
村
市
宮
小
路
３
―
１
９
３
７
―
２

☎
（
０
９
５
７
）
５
５
―
１
６
８
６

第
十
八
代
宗
家

松
浦	

寛
澄

竹
ち

く

生ぶ

島
じ

ま

流
り

ゅ

う

棒
ぼ

う

術
じ

ゅ

つ

裏
の
形
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

裏う
ら

の
形か

た

六
本

　

こ
れ
は
表
の
形
か
ら
変
化
し
て
手
数
の
少
な
い
極
致
の
技
で
敵
の
急
所

を
素
早
く
攻
め
る
技
で
、
実
践
の
技
で
あ
る
。
形か

た
そ
く即

真
剣
で
あ
る
。

散ち
ら
しの

形か
た

　

こ
れ
は
棒
が
座
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
太
刀
が
切
り
か
か
り
、
こ
れ
に
対

す
る
棒
の
技
で
あ
る
。

提ひ
っ
さげ

　

太
刀
が
正
面
か
ら
切
り
か
か
る
の
を
素
早
く
太
刀
の
つ
ば
を
押
さ
え
、

急
に
反
対
か
ら
平
に
払
っ
て
、
棒
を
大
き
く
振
り
、
敵
を
攻
め
、
身
を
縮

め
て
す
き
を
み
せ
、
敵
を
誘
い
下
か
ら
上
か
ら
打
ち
、
最
期
に
臑
を
払
う
。

活
動
状
況

　

本
部
道
場
で
は
毎
週
土
曜
日
午
後
６
時
か
ら
稽
古
を
行
い
、
老
若
男
女
が

修
錬
を
続
け
、
地
元
の
ほ
か
、
福
岡
市
か
ら
も
休
む
こ
と
な
く
通
い
続
け
て

い
る
。
地
方
で
は
神
社
仏
閣
へ
の
奉
納
演
武
、
日
本
武
道
館
で
の
演
武
を
目

標
に
し
、
技
の
稽
古
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
免
状
内
の
解
説
や
内
容
の
研
究
、

古
文
書
の
解
説
、
真
髄
、
探
求
の
勉
強
会
も
行
っ
て
い
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
本
部
道
場

　

〒
８
５
６
―
０
８
０
７　

長
崎
県
大
村
市
宮
小
路
１　

昊
天
会
館

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
６
時
〜　

○
山
形
県
鶴
岡
支
部

　

毎
週
金
曜
日　

午
後
７
時
〜　

○
東
京
支
部

　

土
曜
日　

午
前
９
時
〜　

○
連
絡
先

　

〒
８
５
６
―
０
８
０
７　

長
崎
県
宮
小
路
３
─
１
９
３
７
─
２

　

☎
（
０
９
５
７
）
５
５
―
１
６
８
６

抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
変
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
竹
生
島
流
棒
術
の
起
源
は
八
百
数
十
年
前
の
源
平
合
戦
で
あ
り

ま
す
。
現
代
ま
で
絶
え
る
こ
と
な
く
伝
承
さ
れ
て
き
た
先
師
の
苦
労
と
努
力

出
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
弁
財
天
の
冥
恩
で
あ
る
と
し
て
、
竹
生
島
流
棒

術
と
名
付
け
ら
れ
た
。
棒
の
前
身
で
あ
る
長
刀
は
難
波
流
と
い
い
、
流
祖
難

波
平
治
光
閑
は
摂
津
の
人
で
２
代
宗
家
も
摂
津
、
３
代
目
か
ら
は
出
羽
庄
内

（
山
形
県
）
に
伝
わ
り
、
現
在
の
宗
家
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
17
代

の
時
か
ら
長
崎
県
に
移
転
し
て
い
る
。

系
　
譜

難流
祖︵
摂
津
︶
波
平
治
光
閑
―
竹二
代︵
摂
津
︶
内
文
左
衛
門
―
佐三
代︵
庄
内
︶
藤
里
右
衛
門
―
佐四
代︵
酒
田
︶
藤
七
兵
衛
―

梶五
代︵
酒
田
︶
原
久
三
郎
―
大六
代︵
鶴
岡
︶
戸
亦
助
―
井九
代

上
祐
平
―
村十
代

上
文
六
―
上十
一
代野
和
吉
―
大十
二
代屋
喜

八
―
大十

三
代屋

作
右
衛
門
―
関十
四
代弥

次
兵
衛
長
明
―
岩十
五
代瀬

一
心
斎
重
周
―
松十
六
代浦

政
次

郎
好
易
―
松十

七
代浦

良
夫
易
信
―
松十
八
代浦

寛
澄

流
儀
の
特
徴

　

800
余
年
の
古
い
形
そ
の
ま
ま
で
敏
速
と
手
数
の
少
な
い
極
致
の
技
で
急
所

を
つ
き
、
敵
を
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
心
と
気
合
い
と

は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
門
弟
も
日
本
武
道
館
で
演
武
す
る

こ
と
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
稽
古
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
日
頃
の
練
磨
し
た

技
を
発
揮
で
き
ま
す
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

由
　
来

　

竹
生
島
流
棒
術
の
流
祖
は
難な
ん

波ば

平へ
い

治じ

光み
つ

閑の
り

で
、
琵
琶
湖
の
竹
生
島
弁
財
天

を
信
仰
し
、
長
刀
一
流
を
夢
想
奉
得
し
た
。
今
か
ら
800
余
年
前
（
寿
永
３
年

頃
）
の
源
平
合
戦
に
出
て
、
そ
の
長
刀
で
働
き
を
極
め
た
が
、
戦
い
の
最
中

に
長
刀
の
込
本
か
ら
折
れ
、
柄
ば
か
り
に
な
り
な
が
ら
も
、
そ
の
残
っ
た
柄

を
長
刀
の
手
で
使
い
、
大
勢
を
討
ち
取
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
棒
を
編
み

技
が
冴
え
、
合
体
し
て
棒
を
真
剣
以
上
に
強
い

も
の
に
到
達
で
き
る
よ
う
修
錬
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
一
本
一
本
の
極
致
を
得
て
臨
機

応
変
、
相
手
の
出
方
に
対
処
で
き
る
修
行
を
要

す
る
。 

演
武
者

宗
家　

松
浦　

寛
澄　
　

免
状　

松
浦　

利
英

免
状　

橋
口　

英
雄　
　

書
物　

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ラ
イ
ン
ハ
ー
ト

演
武
内
容

表お
も
ての

形か
た

六
本

　

こ
れ
は
基
本
の
形
で
あ
る
。
基
本
技
に
は

滝
流
し
、
つ
つ
立
て
、
五
輪
砕
き
、
臑す

ね

砕
き
、

し
し
こ
う
ら
ん
な
ど
組
み
合
わ
せ
て
あ
る
。

こ
の
基
本
の
形
が
完
全
に
で
き
な
け
れ
ば
、
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〒
８
０
３
─
０
８
２
４

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
板
櫃
町
20
─
２
─
102

☎
（
０
７
０
）
５
４
５
４
─
５
５
９
３

第
十
二
代
宗
家

加
治
屋
孝
則

兵
ひ

ょ

う

法
ほ

う

二に

天
て

ん

一
い

ち

流
り

ゅ

う

剣
け

ん

術
じ

ゅ

つ

り
早
く
相
手
の
打
ち
込
む
太
刀
を
見
切
っ
て
左
に
払
い
な
が
ら
刺
し
、
刺

し
な
が
ら
払
い
敵
の
喉
を
刺
す
。

五
法
勢
法
（
二
刀
勢
法
）

お
も
て
次
第　

第
一
の
事　

中
段
に
構
え
相
手
の
打
ち
く
ず
し
に
来
る
太
刀

を
外
し
、さ
ら
に
面
に
来
る
腕
を
下
か
ら
張
る
。

お
も
て
次
第　

第
二
の
事　

上
段
に
構
え
相
手
の
打
っ
て
来
る
太
刀
を
打
ち

押
さ
え
、
さ
ら
に
面
に
来
る
の
を
十
字
に
受
け
て
切
り
落
と
し
て
切
る
。

お
も
て
次
第　

第
三
の
事　

下
段
に
構
え
相
手
の
攻
撃
を
下
か
ら
張
り
、
相

手
が
さ
ら
に
面
に
切
っ
て
来
る
の
を
小
太
刀
で
押
さ
え
、
二
の
腕
を
切
る
。

お
も
て
次
第　

第
四
の
事　

左
脇
構
に
構
え
相
手
の
打
ち
か
け
て
来
る
太
刀

を
太
刀
で
下
よ
り
相
手
の
手
を
張
り
、
さ
ら
に
打
つ
の
を
さ
ら
に
張
る
心

で
そ
の
ま
ま
我
が
肩
の
上
に
す
じ
か
い
に
切
り
上
げ
、
左
袈
裟
に
切
り
下

げ
る
。

お
も
て
次
第　

第
五
の
事　

右
脇
横
に
構
え
敵
打
ち
が
来
る
を
我
太
刀
で
突

き
、
さ
ら
に
打
ち
来
る
我
が
太
刀
を
す
じ
か
い
に
上
げ
、
直
ち
に
切
る
。

活
動
状
況

令
和
元
年

８
月
17
〜
21
日　
　

二
天
一
流
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
セ
ミ
ナ
ー
（
ド
イ
ツ
）

８
月
18
日　
　
　
　

厳
島
神
社
奉
納
演
武
（
広
島　

厳
島
神
社
）

10
月
６
日　
　
　
　

鹿
島
神
宮
奉
納
演
武
（
茨
城　

鹿
島
神
宮
）

10
月
25
日
〜
27
日　

二
天
一
流
カ
ナ
ダ
セ
ミ
ナ
ー
（
カ
ナ
ダ
）

稽
古
場
及
び
支
部

北
九
州
市　

小
倉
北
区

・
三
郎
丸
市
民
セ
ン
タ
ー 

　

毎
週
月
曜　

19
時
〜
21
時 

・
富
野
市
民
セ
ン
タ
ー

　

毎
週
木
曜　

19
時
〜
21
時

抱
　
負

　

武
道
に
よ
っ
て
心
身
を
鍛
え
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
困
難
な
時
代
を
生
き

る
者
に
と
っ
て
重
要
か
つ
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
武
蔵
先
生
の

云
わ
れ
る
『
千
日
の
稽
古
を
鍛
と
し
、
万
日
の
稽
古
を
錬
と
す
』
の
精
神
で

養
っ
た
技
を
ご
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

由
　
来

　

流
祖
は
宮
本
武
蔵
藤
原
玄
信
で
あ
る
。
幼
少
よ
り
剣
に
志
し
、
そ
の
鍛
錬

は
生
死
を
超
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
60
余
度
の
勝
負
に
も
一
度
も
敗
北
し
な

か
っ
た
。
30
に
し
て
己
の
剣
を
振
り
返
り
、「
わ
が
兵
法
至
極
に
し
て
勝
に

あ
ら
ず
」
と
自
覚
し
、
大
い
な
る
世
界
に
立
っ
た
。
な
お
も
深
き
道
理
を
得

ん
と
朝
鍛
夕
錬
し
、
50
に
し
て
実
相
円
満
の
兵
法
二
天
一
流
を
創
始
。
実
相

円
満
と
は
六
道
輪
廻
の
こ
の
世
界
そ
の
ま
ま
を
あ
り
が
た
く
戴
く
空
ず
る
兵

法
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
兵
法
を
得
道
し
て
忽
ち
巖
の
如
く
な
り
て
万
物
う

ご
か
ざ
る
所
が
そ
の
心
で
あ
る
。
武
蔵
の
著
『
五
輪
書
』『
独
行
道
』『
三
十

五
ヶ
条
』
は
今
も
世
界
中
で
愛
読
さ
れ
、
百
世
の
指
針
と
さ
れ
て
い
る
。
刀

法
に
太
刀
勢
法
、
小
太
刀
勢
法
、
二
刀
勢
法
な
ど
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

系
　
譜

宮流
祖

本
武
蔵
藤
原
玄
信
─
寺二
代

尾
求
馬
助
信
行
─
寺三
代

尾
郷
右
衛
門
勝
行
─
吉四
代

田
如

雪
正
広
─
山五

代

東
彦
左
衛
門
清
秀
─
山六
代

東
半
兵
衛
清
明
─
山七
代

東
新
十
郎
清
武
─

青八
代

木
規
矩
男
久
勝
─
清九
代

長
忠
直
政
実
─
今十
代

井
正
之
信
勝
─
岩十
一
代見

利
男
玄
勝
─

加十
二
代治

屋
孝
則
香
玄

流
儀
の
特
徴

　

当
流
に
お
い
て
は
兵
法
は
心
の
修
行
に
あ
る
と
説
き
、
心
が
で
き
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
、
心
が
も
と
だ
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
兵
法
は
利
方
即
ち
悟
り
を

ひ
ら
く
方
便
だ
と
も
い
っ
て
い
る
。
心
が
で
き
な
け
れ
ば
勝
負
に
は
勝
て
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。
刀
法
の
特
徴
は
相
手
の
剣
を
知
っ
て
剣
を
見
ず
、
即

ち
相
手
の
剣
が
ま
だ
動
か
な
い
前
を
打
っ
て
勝
つ
機
前
の
太
刀
で
あ
る
。

演
武
者

一
刀
太
刀
勢
法

　
　

打
太
刀　

宗
家　

加
治
屋
孝
則　
　

仕
太
刀　

免
許　

月
森　

慎
悟

二
刀
太
刀
勢
法

　
　

打
太
刀　

免
許　

月
森　

慎
悟　
　

仕
太
刀　

宗
家　

加
治
屋
孝
則

演
武
内
容

小
太
刀
勢
法

一
、
指　

先　

右
片
手
下
段
の
構
よ
り
進
み
、
打
太
刀
の
面
に
来
る
を
見
切

っ
て
右
に
か
わ
し
、
そ
の
ま
ま
喉
を
刺
す
。

二
、
中　

断　

小
太
刀
を
右
手
肩
の
高
さ
、
刀
先
を
敵
の
顔
面
に
つ
け
る
中

断
の
構
で
進
み
、
打
太
刀
の
面
に
来
る
を
小
太
刀
を
太
刀
の
下
か
ら
く
ぐ

ら
せ
な
が
ら
左
に
か
わ
し
、
小
太
刀
を
頭
上
に
か
ぶ
り
小
手
を
切
る
。
相

手
の
右
腕
を
と
り
水
月
を
刺
す
。

三
、
受　

流　

下
段
の
構
よ
り
進
み
、
足
を
や
や
斜
前
に
踏
み
出
し
、
面
に

来
る
を
左
に
受
け
流
し
、
左
手
で
打
太
刀
の
刀
の
柄
を
と
り
な
が
ら
同
時

に
左
首
す
じ
を
切
り
、
さ
ら
に
水
月
を
刺
す
。

四
、
文
字
構　

小
太
刀
を
斜
右
に
構
え
、
小
太
刀
で
面
を
防
ぐ
小
手
を
防
ぐ
。

右
足
前
の
文
字
構
よ
り
打
太
刀
間
に
入
り
、
面
に
来
る
を
左
に
受
け
払
う
。

打
太
刀
払
わ
れ
右
胴
に
打
ち
込
む
体
を
右
に
開
い
て
小
太
刀
で
受
け
、
相

手
の
右
腕
を
押
さ
え
て
手
許
に
入
り
喉
を
刺
す
。

五
、
張　

付　

小
太
刀
右
片
手
下
段
の
構
よ
り
進
み
、
三
歩
目
の
足
を
出
す

と
同
時
に
小
太
刀
で
敵
の
太
刀
を
相
手
の
右
腕
を
と
り
な
が
ら
右
に
張
り

落
と
し
、
水
月
を
刺
す
。

六
、
流　

打　

下
段
の
構
よ
り
進
み
、
足
を
右
前
に
踏
み
出
し
体
を
右
に
か

わ
し
受
け
流
し
、
首
を
袈
裟
に
切
り
返
す
。
打
太
刀
に
受
け
止
め
ら
れ
る

体
を
退
い
て
下
段
と
な
る
を
、
打
太
刀
又
面
に
打
ち
込
ん
で
来
る
を
、
左

側
に
踏
み
込
み
体
を
左
に
か
わ
し
な
が
ら
右
に
受
け
流
し
、
左
足
を
踏
み

出
し
相
手
の
右
腕
を
取
り
首
を
右
袈
裟
に
引
き
切
り
、
小
太
刀
を
腰
に
と

り
体
を
進
め
て
水
月
を
刺
す
。

七
、
合　

先　

横
刀
の
構
よ
り
進
み
、
右
足
の
三
歩
目
を
出
す
と
同
時
に
よ
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〒
３
０
１
─
０
０
０
５

茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
川
原
代
町
４
０
７
３
─
２

☎
（
０
２
９
７
）
８
５
―
３
４
７
７

第
七
代
宗
家

早
坂	

義
文

根ね

岸
ぎ

し

流
り

ゅ

う

手
し

ゅ

裏り

剣
け

ん

術
じ

ゅ

つ

切
紙　
　
　

渡
辺　
　

浩

切
紙　
　
　

伊
藤　

貴
徳

演
武
内
容

仕　

方

　

手
裏
剣
術
打
法
の
基
本
形
で
卍
字
、
刀
字
、
直
指
の
形
が
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
三
拍
子
、
二
拍
子
、
一
拍
子
で
打
つ
形
で
あ
る
。
卍
字
の
形
は
手
裏

剣
術
に
即
し
た
體
を
作
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
刀
字
、　

直
指
の
形
は

次
の
仕
掛
方
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

仕
掛
方

  

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
戦
闘
形
で
あ
り
、
応
用
動
作
で
あ
る
。
そ
の
中
で

も
機
を
見
て
動
き
な
が
ら
打
ち
、
あ
る
い
は
早
打
ち
す
る
動
作
そ
れ
ぞ
れ

烏
舞
、
陰
陽
争
と
い
う
。

座
打
ち
の
心
構
え

　

他
流
儀
の
事　

上
遠
野
流
打
針
温
故
知
新
流
（
円
明
流
）

活
動
状
況

１
月　

各
種
武
道
始
め
参
加

２
月　

日
本
古
武
道
演
武
大
会
参
加

３
月　

板
橋
区
赤
塚
公
園
梅
祭
り
古
武
道
演
武
会

４
〜
５
月  

各
地
区
の
古
武
道
大
会
参
加

７
〜
10
月  

各
種
講
習
会
参
加

11
月　

龍
ヶ
崎
市
ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ
演
武
参
加

稽
古
場
及
び
支
部

○
本
部
道
場

　

〒
３
０
１
─
０
０
０
５　

茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
川
原
代
町
４
０
７
３
─
２

○
支
部

　

・
鎌
倉
支
部
（
バ
ー
バ
ー
出
人
）

　

・
九
州
支
部
（
池
永
泰
雄
）

　

 

・
沖
縄
支
部
（
譜
久
原
朝
彰
）

抱
　
負

　

前
宗
家
齋
藤
聰
先
生
が
逝
去
さ
れ
９
年
の
月
日
が
流
れ
、
江
戸
期
の
手
裏

剣
の
討
法
が
現
代
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
投
法
と
は
違
う
こ
と
を
齋
藤
先
生
の
写
真

で
示
し
、
そ
の
文
化
の
違
い
を
明
確
に
し
た
い
。

　

特
に
討
法
に
あ
っ
て
は
、
独
特
の
直
打
法
が
あ
り
、
敵
を
仕
留
め
る
た
め
、

討
つ
と
云
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
源
流
で
あ
る
願
立
流
を
初
め
、
齊
藤
先

生
が
保
存
に
当
た
っ
た
手
裏
剣
術
関
連
の
武
術
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
努
力

し
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。

由
　
来

　

開
流
根
岸
流
手
裏
剣
術
は
江
戸
末
期
、
上
州
小
天
狗
と
い
わ
れ
た
剣
術
の

名
人
、
安
中
藩
荒
木
流
剣
術
四
代
師
範
根
岸
松
齢
が
、
水
戸
藩
北
辰
一
刀
流

剣
術
師
範
海
保
帆
平
よ
り
願
立
流
手
裏
剣
術
（
流
祖
松
林
蝙
也
斎
）
の
伝
を

受
け
、
こ
れ
に
新
工
夫
を
加
え
た
た
め
、
以
後
根
岸
流
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
根
岸
流
の
源
流
と
な
っ
た
願
立
流
剣
術（
香
取
真
魂
流
飛
刀
術
）

は
、
仙
台
藩
を
は
じ
め
東
北
諸
藩
に
伝
わ
っ
た
が
、
仙
台
藩
は
代
々
上
遠
野

家
（
今
埜
家
）
に
伝
承
さ
れ
、
明
和
・
安
永
の
頃
に
上
遠
野
伊
豆
広
秀
と
い

う
手
裏
剣
術
の
名
人
を
出
し
た
。
上
遠
野
伊
豆
の
手
裏
剣
話
に
つ
い
て
は
、

只
野
綾
女
が
文
化
14
年
に
書
い
た
『
奥
州
波
奈
志
』
に
載
っ
て
い
る
が
、
こ

の
手
裏
剣
術
が
仙
台
藩
主
伊
達
慶
邦
興
夫
人
孝
子
お
よ
び
そ
の
父
水
戸
烈
公

の
手
を
経
て
海
保
帆
平
に
伝
わ
っ
た
。
こ
の
と
き
ま
で
の
願
立
流
の
手
裏
剣

は
頭
髪
の
左
右
に
４
本
ず
つ
刺
せ
る
ほ
ど
細
く
小
型
軽
量
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
根
岸
松
齢
が
、
こ
れ
を
太
く
重
く
改
良
し
た
も
の
で
あ
る
。

系
　
譜

〔
元
祖
〕
松
林
蝙
也
斎
…
上
遠
野
伊
豆
─
海
保
帆
平
─
根
岸
松
齢

〔
流
祖
〕
根
岸
松
齢
（
安
中
藩
士
）
─
利
根
川
孫
六
（
館
林
藩
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
成
瀬
関
次
…
齋
藤
聰
…
早
坂
義
文

流
儀
の
特
徴

　

手
裏
剣
術
の
打
法
に
は
直
打
法
、
反
転
打
法
お
よ
び
回
転
打
法
の
三
方
法

が
あ
る
。
直
打
法
は
手
裏
剣
の
鉾
先
を
前
方
に
向
け
、
回
転
さ
せ
ず
に
打
つ

も
の
で
あ
り
、
反
転
打
法
は
手
裏
剣
の
鉾
先
を
手
前
に
し
、
一
八
〇
度
反
転

さ
せ
て
打
つ
技
法
で
あ
る
。
ま
た
、
回
転
打
法
は
車
剣
形
の
手
裏
剣
を
打
つ

技
法
で
あ
る
。
根
岸
流
は
直
打
法
で
あ
る
。

演
武
者

七
代
宗
家　

早
坂　

義
文

目
録　
　
　

池
永　

泰
雄

目
録　
　
　

バ
ー
バ
ー
出
人
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氣き

樂
ら

く

流
り

ゅ

う

柔
じ

ゅ

う

術
じ

ゅ

つ

〒
３
７
９
―
２
１
０
６

群
馬
県
前
橋
市
荒
子
町
１
１
７
０

☎
（
０
２
７
）
２
６
８
―
２
７
６
０

第
十
九
代
宗
家

飯
嶌	

文
夫

演
武
者

　

宗
家　

飯
嶌　

文
夫

　

門
人　

川
島　

輝
之

　

門
人　

反
町　

明
大

　

門
人　

大
塚
良
太
郎

　

門
人　

船
田　
　

清

演
武
内
容

棒ぼ
う
じ
ゅ
つ

術⑴
初
本
目

⑵
二
本
目

⑶
三
本
目

柔じ
ゅ
う
じ
ゅ
つ

術⑴
通
違

⑵
撫

⑶
雷

小こ

太た

刀ち

稽
古
場
及
び
支
部

○
尚
武
館
本
部
道
場

　

〒
３
７
９
―
２
１
０
６

　

群
馬
県
前
橋
市
荒
子
町
１
１
７
０

　

☎
（
０
２
７
）
２
６
８
―
２
７
６
０

　

毎
週
月
曜
日　

午
後
８
時
半
〜
10
時

○
伊
勢
崎
支
部
道
場

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
８
時
半
〜
10
時

抱
　
負

　

第
１
回
よ
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
に

出
場
で
き
大
変
光
栄
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

生
死
を
か
け
た
戦
い
か
ら
、
長
い
歴
史
の
中
で
各
時
代
に
合
わ
せ
て
今
日

ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
、
社
会
正
義
に
活
か
す
こ
と
が
武
道

で
あ
る
と
、
心
身
錬
磨
に
努
め
、
門
人
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
演
武
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

由
　
来

「
戸
田
流
」「
氣
樂
流
」「
無
敵
流
」
の
三
流
相
伝
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

三
流
を
総
称
し
て
氣
樂
流
と
呼
ん
で
い
る
。
戸
田
流
は
、
戦
国
時
代
の
末
期
、

前
田
利
家
の
家
臣
、
戸
田
越
後
守
を
祖
と
し
て
い
る
。
戸
田
は
冨
田
と
も
称

し
、
江
州
佐
々
家
の
支
族
で
、
越
前
に
移
住
し
数
代
を
経
て
朝
倉
家
に
仕
え
、

そ
の
後
前
田
家
に
仕
え
た
。
伝
書
に
、
清
浄
禮
釼
戸
田
越
後
守
流
と
あ
り
、

こ
の
越
後
守
流
と
は
、
戸
田
が
冨
田
と
も
称
し
て
あ
る
よ
う
に
、
名
人
越
後

す
な
わ
ち
、
冨
田
越
後
守
重
政
を
流
祖
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
戸
（
冨
）
田

流
の
絵
伝
書
二
巻
（
延
享
２
年
発
行
）
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
延
宝
７
年
の
伝

書
が
現
存
し
て
い
る
）。

　

氣
樂
流
は
、
渡
辺
杢
右
衛
門
が
こ
の
戸
（
冨
）
田
流
や
京
流
な
ど
を
基
と

し
て
創
始
し
た
も
の
で
、
技
法
は
上
意
取
、
小
具
足
、
居
詰
、
腰
の
廻
、
上

意
ぬ
け
身
、極
意
無
刀
取
で
あ
る
。飯
塚
臥
竜
斎
は
数
多
く
の
流
儀
を
学
び
、

そ
の
中
の
無
敵
流
を
加
え
て
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
伊
勢
崎
藩
で
は
、
斎

藤
武
八
郎
を
師
範
と
し
て
迎
え
、
藩
士
に
学
ば
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

系
　
譜

戸
（
冨
）
田
越
後
守
―
新
藤
雲
斎

　
　
　
　
　
　
　

戸
田
隼
人

　

戸
田
内
記　
　

斎
藤
次
大
夫
―
中
根
角
兵
衛

　

渡
辺
杢
右
衛
門
―
金
沢
新
五
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
林
内

　

渡
辺
兵
右
衛
門　
　
　
　
　
　

絹
川
久
右
衛
門
―
蛭
川
菊
右
衛
門
―
飯
塚

臥
竜
斎
―
児
島
善
兵
衛
―
五
十
嵐
金
弥
―
斎
藤
武
八
郎
―
長
沼
綱
吉
―
新
井

平
馬
―
新
井
数
馬
―
新
井
道
次
郎
―
飯
嶌
文
夫

流
儀
の
特
徴

　

臨
機
応
変　

有
心
無
心

　

戦
国
時
代
か
ら
続
く
総
合
武
術
で
あ
り
、
臨
機
の
闘
法
が
考
案
さ
れ
て
い

る
。

《
道
歌
》

太
刀
影
か　

そ
れ
か
あ
ら
ぬ
や　

夕
暮
の

　

雲
洩
れ
来
た
る　

月
影
の
空

勝
負
と
は　

た
た
ざ
る
先
の　

勝
負
に
て

　

う
つ
は
打
た
ざ
る　

切
る
は
切
ら
ざ
る
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抱
　
負

　

武
術
は
命
を
か
け
た
戦
い
の
中
か
ら
発
生
し
、
や
が
て
江
戸
時
代
を
通
じ

て
修
身
の
道
へ
と
昇
華
さ
れ
た
武
道
と
な
り
、
こ
の
国
の
長
い
歴
史
の
中
で

育
ま
れ
た
文
化
の
結
晶
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
々
は
、
心
身
一
如
で
行
う
古
武
道
の
稽
古
鍛
錬
を
通
し
て
、
日
本
の
伝

統
文
化
の
精
神
を
学
び
、
古
人
の
英
知
を
現
代
社
会
に
活
か
し
て
い
く
責
務

が
あ
り
ま
す
。

　

本
大
会
の
参
加
が
、
我
々
の
日
々
の
修
行
の
一
層
の
精
進
に
資
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

由
　
来

　

室
町
末
期
、
上
泉
伊
勢
守
信
綱
は
愛
洲
陰
流
よ
り
「
転
」（
ま
ろ
ば
し
）

を
工
夫
し
て
新
陰
流
を
創
始
し
た
。
信
綱
に
師
事
し
た
柳
生
石
舟
斎
宗
厳
は

「
無
刀
の
位
」
を
開
悟
し
て
第
二
世
を
継
い
だ
。
宗
厳
の
長
男
厳
勝
の
子
、

兵
庫
助
利
厳
は
祖
父
石
舟
斎
の
薫
陶
を
受
け
、
異
才
が
開
花
し
第
三
世
を
継

承
し
た
。
元
和
元
年
に
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
の
兵
法
師
範
と
な
り
、
太
平
の

時
代
に
即
応
す
る
「
直
立
た
る
身
」
丨
自
然
体
丨
の
兵
法
を
確
立
し
、
上
泉

流
祖
以
来
の
剣
の
理
と
刀
法
に
根
本
的
な
改
革
を
加
え
、
当
流
を
大
成
し
た
。

利
厳
の
子
、
連
也
厳
包
も
天
才
的
な
達
人
で
「
尾
張
の
麒き

　
り
ん
　
じ

麟
児
」
と
尊
ば
れ
、

道
統
は
尾
張
柳
生

家
代
々
の
師
範
と

尾
張
藩
主
徳
川
家

の
協
力
に
よ
っ
て

正
し
く
伝
承
さ
れ

て
、
第
二
十
二
世

宗
家
柳
生
耕
一
厳

信
に
至
っ
て
い
る
。

系
　
譜

上
泉
信
綱
―
柳
生

宗
厳
―
柳
生
利
厳

―
徳
川
義
直
―
柳
生
厳
包
―
徳
川
光
友
―
徳
川
綱
誠
―
柳
生
厳
延
―
徳
川
吉

通
―
柳
生
厳
儔
―
柳
生
厳
春
―
徳
川
治
之
―
柳
生
厳
之
―
柳
生
厳
久
―
徳
川

斉
朝
―
柳
生
厳
政
―
柳
生
厳
蕃
―
徳
川
慶
恕
―
柳
生
厳
周
―
柳
生
厳
長
―
柳

生
厳
道
―
柳
生
厳
信

流
儀
の
特
徴	

　

心
身
と
も
に
「
無
形
の
位
」
を
本
体
と
し
、
千
変
万
化
す
る
相
手
を
明
ら

か
に
観
て
、
そ
の
働
き
に
従
っ
て
無
理
な
く
転
変
し
て
勝
つ
自
在
の
刀
法
、

則
ち
活
人
剣
で
あ
る
。
太
刀
を
全
身
の
働
き
に
よ
り
の
び
の
び
と
遣
い
、
刀

身
一
如
、
臨
機
応
変
、
自
由
活
発
に
働
く
神
妙
剣
を
目
指
し
て
い
る
。
流
祖

以
来
の
剣
理
と
刀
法
が
正
し
く
体
系
的
に
完
備
し
て
い
る
。

演
武
者

星
川　

宣
禎　
　

柳
生
耕
一
厳
信

鈴
木　

泰
充　
　

柴
田　

幸
芳

竹
内　

孝
幸　
　

渕
上　

俊
顕

演
武
内
容

三さ
ん

学が
く

円え
ん

之の

太た

ち刀

上
泉
信
綱
創
案
の
当
流
の
代
表
的
な
太
刀
の
一
つ
で
あ
る
。「
一い

っ
と
う刀

両り
ょ
う
だ段

」ん

「
斬ざ
ん
て
い
せ
っ

釘
截
鉄て
つ

」「
半は
ん
か
い
は
ん

開
半
向こ
う

」「
右う
　
せ
ん
　
さ
　
て
ん

旋
左
転
」「
長ち
ょ
う
た
ん
い
ち
み

短
一
味
」
の
五
本

か
ら
成
り
、「
待
」
の
剣
理
を
具
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

試し

合あ
い

勢せ
い
ほ
う法

尾
張
柳
生
独
特
の
刀
法
で
、
徳
川
中
期
に
作
ら
れ
、
基
本
的
な
も
の
か
ら

実
践
的
な
も
の
ま
で
多
種
多
様
に
し
て
、
二
百
本
余
り
あ
る
。

燕え
ん

飛ぴ

之の

太た

ち刀

上
泉
信
綱
が
愛
洲
陰
流
の
「
猿え

ん
か
い廻
」
よ
り
発
展
さ
せ
「
燕え
ん
ぴ飛
」「
猿え
ん
か
い廻
」

「
山や

ま
か
げ陰
」「
月つ
き
か
げ影
」「
浦う
ら
な
み波
」「
浮う
き

舟ふ
ね

」
の
六
本
の
太
刀
と
し
て
完
成
し
た
。

こ
れ
を
序
・
破
・
急
の
調
子
に
よ
り
連
続
し
て
遣
う
。
懸
・
待
・
表
・
裏

の
刀
法
が
円
転
滑
脱
、
流
れ
る
如
く
自
在
に
展
開
す
る
。

活
動
状
況

６
月
第
２
日
曜
日
に
か
け
１
泊
２
日
の
全
体
合
宿
を
行
う
。

口
伝
書
な
ど
の
解
説
を
行
う
講
道
を
含
み
、宗
家
直
伝
の
稽
古
形
態
を
と
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

　

名
古
屋
柳
生
会

・ 

名
古
屋
市
天
白
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

 

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

・ 

名
古
屋
市
露
橋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

 

週
末
月
２
回　

午
後
３
時
〜
６
時

　

東
京
柳
生
会

キ
リ
ン
レ
モ
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

火
曜
日　

午
後
６
時
半
〜
９
時

中
野
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
他　

日
曜
日　

午
後
２
時
〜
５
時

　

関
西
柳
生
会

豊
中
市
武
道
館
「
ひ
び
き
」
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　

安
城
柳
生
会

正
武
館
道
場　

水
曜
日　

午
後
８
時
〜
10
時

　

柳
生
会
米
国

剣
禅
道
場
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　

香
港
柳
生
会

　

 A
p Lei Chau Sport Center　

月
曜
日
・
金
曜
日　

午
後
８
時
〜
10

時

　

柳
生
会

　

柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術 

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

　

https://yagyu-shinkage-ryu.jp/

【
連
絡
先
】　

坂　

保
行

　

〒
４
６
３
―
０
０
１
５　

名
古
屋
市
守
山
区
西
島
町
10
丨
１

　

☎
（
０
５
２
）
７
９
２
―
７
１
１
６

【
連
絡
先
】　

西
澤　

浩
二
（
西
澤
建
築
士
事
務
所
）

　

〒
１
５
６
―
０
０
４
３　

東
京
都
世
田
谷
区
松
原
２
丨
33
丨
14

　

☎
（
０
３
）
３
３
２
２
―
９
２
０
０

〒
４
６
３
─
０
０
１
５

愛
知
県
名
古
屋
市
守
山
区
西
島
町
10
─
１

柳
生
会

☎
（
０
５
２
）
７
９
２
─
７
１
１
６

第
二
十
二
世
宗
家

柳
生	

耕
一
厳
信

柳や

生
ぎ

ゅ

う

新し

ん

陰か

げ

流
り

ゅ

う

兵へ

い

法ほ

う

剣け

ん

術
じ

ゅ

つ
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〒
３
１
０
―
０
０
６
２

茨
城
県
水
戸
市
北
見
町
２
―
26

☎
（
０
２
９
）
２
２
１
―
４
７
２
９

代
表小

澤	　

智

北
ほ

く

辰
し

ん

一
い

っ

刀
と

う

流
り

ゅ

う

剣
け

ん

術
じ

ゅ

つ

演
武
者

中
目
録
（
剣
道
七
段
）
兼
子　

勝
喜

中
目
録
（
剣
道
七
段
）
桐
原　

英
夫

演
武
内
容

①
太
刀
組　

木
刀
と
鬼
籠
手
を
使
用
す
る

　

43
本
中
「
一
ツ
勝
」
他
10
本
を
演
武

②
小
太
刀
組　

数
本
を
演
武

活
動
状
況

①
県
や
市
の
要
請
に
よ
る
演
武

②
公
共
放
送
へ
の
協
力
演
武

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
」
に
出
演

③
武
道
体
験
希
望
者
、
見
学
希
望
者
に
対
す
る
道
場
で
の
演
武

④
海
外
演
武
（
２
０
１
６
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
派
遣
団
に
参
加
）

稽
古
場
及
び
支
部

○
本
部
道
場　

一
般
財
団
法
人
水
戸
東
武
館

　

〒
３
１
０
―
０
０
６
１　

水
戸
市
北
見
町
２
―
15

　

☎
（
０
２
９
）
２
２
１
―
４
７
２
９

　

毎
週
火
曜
日
、
土
曜
日
に
稽
古

○
支
部　

①
水
戸
市
見
和
３
―
６
０
９
―
１　

髙
山
道
場

　
　
　
　

②
常
陸
大
宮
市
照
田
１
０
７
２　

照
弘
館

　
　
　
　

③
鉾
田
市
鹿
田
９
０
０
―
２
８　

菁
莪
館
道
場

　
　
　
　

④
水
戸
市
河
和
田
１
―
２
４
８
０
―
４　

水
戸
北
辰
館

抱
　
負

　

現
代
剣
道
に
最
も
近
い
古
武
道
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
当
流
は
、
流
祖

千
葉
周
作
の
時
代
か
ら
組
太
刀
と
剣
道
具
を
着
装
し
た
撃
剣
と
が
並
行
し
て

修
行
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

流
祖
自
身
に
よ
っ
て
幕
末
の
水
戸
藩
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
明
治
維
新

後
も
そ
の
心
と
技
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
水
戸
東
武
館
で
は
、
当
流

の
修
行
方
針
を
今
の
世
に
実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
日
も
剣
道
に
繋
が
る
当
流
の
技
を
存
分
に
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

由
　
来

　

水
戸
の
地
に
北
辰
一
刀
流
が
伝
承
さ
れ
た
の
は
、
流
祖
千
葉
周
作
成
政
が

水
戸
九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
公
の
招
聘
に
よ
り
、
水
戸
藩
校
弘
道
館
に
お
い
て

教
授
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
水
戸
東
武
館
館
祖
小
澤
寅
吉
政
方
は
そ
の
教
え

の
下
、
免
許
皆
伝
を
受
け
た
後
自
ら
も
弘
道
館
の
剣
術
方
教
授
と
し
て
活
躍

し
た
。
明
治
維
新
に
よ
る
弘
道
館
閉
校
後
、
寅
吉
は
士
風
喪
失
を
憂
い
明
治

7
年
、
自
邸
内
に
東
武
館
道
場
を
創
設
し
「
文
武
不
岐
」
の
精
神
を
後
世
に

遺
す
べ
く
子
弟
を
養
育
し
た
。
今
日
第
七
代
館
長
小
澤
智
に
至
り
、
当
流
が

水
戸
市
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
な
ど
、
脈
々
と
そ
の
技
と
精
神
を
受

け
継
い
で
い
る
。

系
　
譜

千流
祖

葉
周
作
成
政
―
小
澤
寅
吉
政
方
―
小
澤
一
郎
弘
武
―
小
澤
豊
吉
―
森
山
繁

雄
―
小
澤
武
―
小
澤
智

流
儀
の
特
徴

　

流
祖
の
教
え
「
夫
れ
、
剣
は
瞬
息　

心
気
力
一
致
」「
気
は
早
く
、
心
は

静
か
、
身
は
軽
く
、
目
は
明
ら
か
に
、
技
は
激
し
く
」
を
基
本
と
す
る
。

　

特
に
太
刀
組
の
一
本
目
「
切
り
落
し
」
は
相
手
の
攻
撃
に
対
し
、
気
で
攻

め
防
御
と
攻
撃
を
一
刀
で
行
う
当
流
の
極
意
で
あ
る
。
ま
た
「
な
や
し
入
れ

突
き
」「
三
隅
に
よ
け
る
」
な
ど
に
は
安
全
で
合
理
的
な
太
刀
捌
き
で
も
あ
り
、

今
日
の
日
本
剣
道
形
に
そ
の
応
用
技
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
小
澤
寅
吉

の
弟
子
で
あ
る
内
藤
高
治
、
門
奈
正
な
ど
が
形
制
定
に
努
力
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
何
百
流
も
あ
っ
た
武
道
の
流
派
の
中
で
も
最
も
現
代
剣
道
に
近
い

も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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〒
０
２
１
─
０
０
２
１

岩
手
県
一
関
市
中
央
町
２
─
９
─
４

☎
（
０
１
９
１
）
２
３
─
７
４
２
９

総
本
部
長

星　

國
雄

柳や

生
ぎ

ゅ

う

心し

ん

眼が

ん

流
り

ゅ

う

甲か

っ

冑
ち

ゅ

う

兵へ

い

法ほ

う

演
武
者

総
本
部
長　
　

星　
　

國
雄

　
　
　
　
　
　

古
澤　

伸
一

　
　
　
　
　
　

浅
野　
　

篤

　
　
　
　
　
　

小
原　

良
太

演
武
内
容

鼻
捻
り
の
形　

陣
地
に
お
い
て
俄
か
に
敵
に
襲
わ
れ
た
時
、
馬
の
手
入
れ
道

具
を
武
具
と
な
す
術
技
。

鎧
通
し
の
形　

鎧
通
し
は
武
士
が
戦
場
で
組
討
ち
す
る
際
使
用
す
る
短
刀
で
、

そ
の
術
技
の
形
。

陣
太
刀
の
形　

甲
冑
を
着
用
し
て
敵
と
戦
う
柳
生
心
眼
流
独
特
の
形
で
、
敵

に
攻
撃
さ
れ
た
時
に
剣
を
払
い
敵
の
急
所
を
突
き
倒
す
。

稽
古
場
及
び
支
部

総
本
部

　

〒
０
２
１
─
０
０
２
１　

岩
手
県
一
関
市
中
央
町
２
─
９
─
４

支
部

○
仙
台
支
部　

仙
台
柳
心
会　

宮
城
県
仙
台
市

　
　
　
　
　
　

拳
心
会　
　
　

宮
城
県
仙
台
市

　
　
　
　
　
　

豊
田
道
場　
　

宮
城
県
柴
田
群

○
群
馬
支
部　
　
　
　
　
　
　

群
馬
県
桐
生
市

文
化
財
指
定

　

先
代
星
國
雄
の
尽
力
に
よ
り
、
新
田
柳
心
館
が
昭
和
56
年
、
宮
城
県
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
南
方
心
武
館
は
平
成
２
年
に
、
南
方
町（
現

登
米
市
）
無
形
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
。

抱
　
負

　

伝
統
と
文
化
に
満
ち
、
幾
多
の
名
高
い
武
道
家
を
輩
出
し
た
日
本
武
道
館

に
お
い
て
、
演
武
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
人
た
ち
は
師
弟
の
切
磋
琢
磨
に
よ
り
武
道
の
技
と
心
を
伝
え
て
参
り
ま

し
た
。

　

私
た
ち
の
流
儀
の
形
も
「
生
き
る
」
と
「
活
か
す
」
と
い
う
二
つ
の
心
を

も
と
に
、
力
強
く
瞬
時
に
動
く
身
の
動
き
に
よ
り
、
自
他
が
生
か
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

至
心
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

由
　
来

　

寛
永
17
年
（
１
６
４
０
）
頃
、
仙
台
藩
の
武
士
、
竹
永
隼
人
が
各
流
の
武

道
を
修
行
し
、
奥
儀
を
極
め
た
後
に
、
柳
生
但
馬
守
宗
矩
に
仕
え
て
修
行
し
、

一
流
派
を
開
い
て
柳
生
心
眼
流
の
名
を
許
可
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

当
流
は
伊
達
仙
台
藩
62
万
石
お
よ
び
江
戸
藩
邸
で
も
広
く
学
ぶ
者
が
多
か

っ
た
。
一
方
、
国
許
で
学
ん
だ
者
、
帰
国
し
た
者
た
ち
に
も
継
承
さ
れ
、
彼

ら
は
国
境
警
備
の
役
に
当
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
東
北
地
方
、
特

に
仙
台
藩
で
あ
っ
た
宮
城
県
北
部
、
岩
手
県
南
部
に
広
く
普
及
し
た
。

　

竹
永
隼
人
が
晩
年
、
宮
城
県
高
須
賀
に
閑
居
後
も
多
く
の
門
人
を
指
導
し
、

吉
川
市
郎
右
衛
門
、
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
た
小
山
左
門
と
続
い
た
。
ま
た
、

多
数
の
門
弟
の
中
よ
り
相
澤
東
軒
、
さ
ら
に
は
幕
末
に
い
た
り
、
仙
台
藩
養

賢
堂
の
武
道
教
授
と
な
っ
た
名
人
、
星
貞
吉
と
継
承
し
た
。
そ
の
子
孫
の
星

彦
十
郎
が
相
伝
を
継
ぎ
、
星
國
雄
は
彦
十
郎
の
四
男
で
一
子
相
伝
者
で
あ
る
。

國
雄
は
当
流
の
す
べ
て
の
心
技
を
継
承
し
て
後
継
者
の
育
成
に
努
め
、
平
成

18
年
に
逝
去
し
た
。

　

現
在
は
孫
の
星
裕
文
が
國
雄
を
襲
名
し
、
門
人
と
と
も
に
道
統
を
守
っ
て

い
る
。

系
　
譜

柳
生
但
馬
守
宗
矩
─
竹
永
隼
人
─
吉
川
市
郎
右
衛
門
─
伊
藤
久
三
郎
─
小
山

左
門
行
房
─
相
澤
忠
之
進
東
軒
─
千
葉
守
弘
─
高
橋
義
祐
─
佐
竹
森
之
助
─

加
藤
権
蔵
─
星
貞
吉
─
星
清
右
衛
門
─
星
彦
十
郎
─
星
國
雄
─
星
國
雄

流
儀
の
特
徴

　

柳
生
心
眼
流
は
攻
撃
で
は
な
い
。
相
手
の
攻
撃
を
待
つ
八
点
足
、
い
わ
ゆ

る
無
念
無
想
の
護
身
術
で
、
相
手
の
攻
撃
に
よ
り
初
め
て
一
瞬
の
間
に
、
相

手
の
術
技
を
利
用
し
な
が
ら
諸
道
具
を
活
用
し
て
、
自
分
を
守
る
た
め
足
手

腰
体
を
変
化
さ
せ
て
戦
う
技
法
で
あ
る
。
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な
お
第
１
・
第
３
月
曜
日
の
午
後
３
時
〜
４
時
半
は
、
大
阪
梅
田
の
毎
日

文
化
セ
ン
タ
ー
で
講
座
あ
り
。

　

ま
た
、
現
在
、
兵
庫
県
立
武
道
館
（
姫
路
市
）
に
お
い
て
、
姫
路
藩
古
武

道
保
存
会
の
企
画
に
よ
る
「
姫
路
藩
古
武
道
講
座
」
が
実
施
さ
れ
、
当
流
の

講
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。

○
支
部
・
分
支
部

・
国
内
：
兵
庫
県
姫
路
、
熊
本
県
山
鹿
、
大
分
県

・
海
外
（
８
カ
国
）： 

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ベ
ル
ギ
ー

抱
　
負

　

本
體
楊
心
流
の
草
創
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
爾じ

来ら
い

、
絶
え
る
こ
と
な
く
人
か
ら
人
へ
と
受
け
継
が
れ
た
伝
承
を
、
日

本
文
化
の
一
つ
と
し
て
保
存
・
普
及
す
る
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
次
第
で

す
。
本
大
会
に
は
19
代
宗
家
の
他
に
、
い
ず
れ
も
長
期
間
当
流
を
修
行
し
た

門
弟
の
み
を
出
場
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
先
人
よ
り
伝
え
ら
れ
た
「
技
と
心
」

を
表
現
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

由
　
来

　

当
流
開
祖
、
高
木
折
右
衛
門
重
俊
は
、
寛
永
12
年
に
奥
州
仙
台
藩
白
石
城

主
片
倉
小
十
郎
の
家
臣
で
あ
る
稲
飛
（
稲
富
）
家
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
右
門

と
称
し
た
と
さ
れ
る
。
彼
は
無
刀
流
小
太
刀
・
鏡
智
流
槍
術
な
ど
を
学
び
、

父
の
戒
め
の
言
葉
で
あ
っ
た
「
楊
木
は
強
く
、
高
木
は
折
れ
る
ぞ
よ
」
と
の

言
葉
に
ち
な
み
、
楊
心
流
高
木
折
右
衛
門
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。
折
右
衛
門

は
剛
力
で
有
名
で
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
が
残
る
が
、
平
成
５
年
に
は
、
旧
白
石

領
内
で
、
折
右
衛
門
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た
墓
所
を

確
認
し
、
墓
前
に
お
い
て
奉
納
演
武
を
行
っ
た
。

　

２
代
を
継
い
だ
高
木
馬
之
輔
重
貞
は
、
作
州
森
家
の
秘
蔵
の
家
臣
で
、
折

右
衛
門
と
同
じ
く
大
力
で
有
名
で
あ
っ
た
が
、
自
ら
の
未
熟
を
悟
り
、
竹
内

流
に
入
門
し
、
体
格
や
力
に
頼
ら
な
い
体
術
を
工
夫
し
、
本
體
楊
心
流
高
木

流
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

３
代
目
は
馬
之
輔
の
子
息
で
あ
る
高
木
源
之
進
英
重
で
、
播
州
姫
路
藩
本

多
家
に
仕
え
500
石
を
受
け
た
。
こ
の
時
に
、
４
代
を
継
い
だ
大
国
鬼
平
重
信

の
開
創
し
た
九
鬼
神
流
棒
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
幕
末
ま
で
赤
穂
藩
に
相
伝

し
た
。

　

第
17
代
皆
木
三
郎
正
教
に
よ
り
さ
ら
に
研
鑚
・
工
夫
が
加
え
ら
れ
、
第
18

代
井
上
剛
宗
俊
、
さ
ら
に
第
19
代
井
上
恭
一
宗
教
に
引
き
継
が
れ
た
。

系
　
譜

高初
代

木
折
右
衛
門
重
俊
─
高二
代

木
馬
之
輔
重
貞
─
高三
代

木
源
之
進
英
重
─
大四
代

国
鬼
平

重
信
─
大五

代

国
八
九
郎
信
俊
─
大六
代

国
太
郎
大
夫
忠
信
─
大七
代

国
鬼
兵
衛
良
定
─
大八
代

国
與
左
衛
門
良
貞
─
中九
代

山
甚
内
定
秀
─
大十
代

国
武
右
衛
門
定
信
─
中十
一
代山
嘉
左
衛

門
定
賢
─
大十

二
代国

鎌
治
英
俊
─
八十
三
代木

幾
五
朗
久
嘉
─
石十
四
代谷

武
甥
正
次
─
石十
五
代谷

松

太
郎
正
治
─
角十

六
代野

八
平
太
正
義
─
皆十
七
代木

三
郎
正
教
─
井十
八
代上

剛
宗
俊
─
井十
九
代上

恭

一
宗
教

流
儀
の
特
徴

　

柔
術
・
棒
術
・
小
太
刀
術
の
三
本
柱
を
中
心
と
す
る
総
合
武
道
で
あ
る
。

当
流
の
特
徴
は
、
お
お
む
ね
技
が
簡
素
で
虚
飾
が
な
く
、
直
接
的
・
効
果
的

な
技
術
で
あ
る
点
に
あ
る
。
徒
手
で
も
、
あ
る
い
は
得
物
を
持
っ
て
も
同
様

の
体
捌
き
で
敵
の
攻
撃
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
柔
術
六
法
（
逆
・
投
・

締
・
当
身
・
捕
付
・
活
）
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
活
殺
自
在
」
の
境
地
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。

演
武
者

宗　
　

家　
　

井
上
恭
一
宗
教

奥　
　

伝　
　

大
賀　

唯
至

参　
　

段　
　

時
岡
ア
ヤ
子

参　
　

段　
　

日
野　

好
和

演
武
内
容

小
太
刀
、
長
棒
、
半
棒
、
柔
術
の
形

活
動
状
況

　

各
種
武
道
大
会
で
の
演
武
を
中
心
に
、
海
外
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

国
際
大
会
実
施
の
実
績
も
あ
る
。
現
在
海
外
８
カ
国
に
正
式
な
支
部
・
分
支

部
が
設
置
さ
れ
、
毎
年
巡
回
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
本
部
道
場
（
今
津
武
道
会
道
場
）

　

〒
６
６
３
─
８
２
３
３　

兵
庫
県
西
宮
市
今
津
出
在
家
町
10
─
５

　

☎
（
０
７
９
８
）
２
２
─
４
８
９
２

※
本
部
道
場
で
は
、
原
則
と
し
て
月
曜
を
除
き
、
毎
日
稽
古
を
行
っ
て
い
る
。

〒
６
６
３
─
８
２
３
３

兵
庫
県
西
宮
市
津
門
川
町
12
─
15

☎
（
０
７
９
８
）
３
５
─
１
１
８
０

第
十
九
代
宗
家

井
上
恭
一
宗
教

本
ほ

ん

體
た

い

楊
よ

う

心
し

ん

流
り

ゅ

う

柔
じ

ゅ

う

術
じ

ゅ

つ
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〒
８
６
１
―
５
２
８
０

熊
本
県
熊
本
市
西
区
松
尾
２
―
27
―
43

☎
（
０
９
６
）
３
２
９
―
４
３
６
７

第
十
六
代
宗
家

松
岡	

秀
樹

関
せ

き

口
ぐ

ち

流
り

ゅ

う

抜い

刀あ

術い

○
名
古
屋
道
場

　

森　
　

孝
浩

○
東
京
道
場

　

中
山　

洋
一

○
長
野
道
場
「
澄
心
館
道
場
」

　

林　
　

憲
一

○
大
分
道
場

　

麻
野　

和
巳

○
滋
賀
道
場

　

大
西　

秀
雄

抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
を
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
日
本
武
道
館
に
て
、
関
口
流
抜
刀
術
の
演
武
が
で
き
る
こ
と
は
非
常

に
光
栄
で
あ
る
と
心
得
ま
す
。
先
師
よ
り
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
・
伎
・

品
格
・
文
化
を
、
日
頃
か
ら
切
磋
琢
磨
し
精
進
し
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
そ
の
修
行
の
成
果
を
皆
様
に
披
露
で
き
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
、
後
世
に
継
承
す
る
た
め
尚
一
層
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

由
　
来

　

関
口
流
抜
刀
術
の
源
は
関
口
流
武
術
に
あ
り
、
そ
の
創
始
者
関
口
弥
六
右

衛
門
の
長
男
氏
業
を
流
祖
と
す
る
。
元
禄
年
間
、
肥
後
藩
士
井
澤
長
秀
が
参

勤
交
代
で
江
戸
詰
の
折
り
、
氏
業
の
高
弟
渋
川
伴
五
郎
よ
り
関
口
流
の
抜
刀

の
部
の
み
を
修
め
肥
後
に
伝
え
た
の
が
関
口
流
抜
刀
術
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

肥
後
細
川
藩
は
宝
暦
４
年
、
細
川
重
賢
公
に
よ
り
熊
本
城
二
之
丸
に
文
芸

教
授
所
時
習
館
、
武
芸
演
習
所
東
榭
西
榭
が
創
建
さ
れ
、
治
世
の
要
は
教
育

に
あ
り
と
し
て
文
武
振
興
、
人
材
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
井
澤

長
秀
も
武
芸
師
範
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
に
至
り
、
関
口
流
抜
刀
術
は
厚
い
庇

護
の
も
と
大
い
に
普
及
し
、
肥
後
流
居
合
と
ま
で
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

井
澤
長
秀
は
鉄
砲
組
頭
で
あ
っ
た
が
武
だ
け
で
な
く
文
は
垂
加
神
道
で
知

ら
れ
た
山
崎
闇
齋
に
学
び
、
神
道
・
国
史
・
地
理
に
も
明
る
く
、『
武
士
訓
』

『
俗
説
弁
』
な
ど
の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

系
　
譜

関関
口
流
武
術
口
弥
六
右
衛
門
氏
心
―
関抜
刀
術
流
祖
口
八
郎
左
衛
門
氏
業
―
渋二
代

川
伴
五
郎
―
井三
代

澤
長

秀
―
井四

代

澤
長
勝
―
井五
代

澤
長
明
―
大六
代

里
右
金
吾
―
井七
代

澤
長
保
―
井八
代

澤
長
常
―
谷九
代

長
勝
―
包十
代

坂
正
常
―
谷十
一
代永

質
―
野十
二
代田

甚
内
―
大十
三
代石

永
勝
―
青十
四
代木

規
矩
男
― 

米十
五
代原
亀
生
―
松十
六
代岡
秀
樹

演
武
者

松
岡　

秀
樹
（
宗
家
）　　

中
山　

洋
一　
　

林　
　

憲
一　
　

上
原　

征
二　
　

演
武
内
容

太
刀
ノ
形

小
太
刀
ノ
形

懐
剣
ノ
形

流
儀
の
特
徴

　

礼
法
や
着
装
や
所
作
に
は
肥
後
藩
の
武
士
文
化
を
色
濃
く
伝
え
て
お
り
、

重
ね
の
厚
い
肥
後
の
刀
の
同
田
貫
に
適
し
た
飛
違
い
切
り
と
称
す
る
激
し

い
斬
撃
法
で
、
敵
を
圧
す
る
掛
声
を
発
す
る
。

　

肥
後
細
川
藩
で
は
多
く
の
子
弟
が
関
口
流
抜
刀
術
と
二
天
一
流（
武
蔵
流
）

を
共
に
修
め
た
と
い
わ
れ
、
全
て
片
手
切
り
で
あ
る
事
は
同
じ
で
あ
る
。

　

演
武
に
あ
た
っ
て
は
、
実
際
に
相
手
（
打
太
刀
）
を
対
座
さ
せ
て
行
う
。

正
座
は
足
の
膝
を
大
き
く
開
い
て
座
る
武
士
の
座
り
方
で
あ
る
。

活
動
状
況

　

熊
本
市
の
「
お
城
ま
つ
り
」
に
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
郷
土
の
伝
承
武

術
と
し
て
披
露
の
ほ
か
、
各
地
の
演
武
会
に
出
場
し
て
い
る
。
熊
本
地
方
だ

け
で
な
く
関
東
関
西
方
面
に
も
広
く
各
支
部
か
ら
の
演
武
出
場
を
行
っ
て
い

る
。
年
１
回
各
道
場
の
合
同
研
修
会
を
熊
本
で
行
う
ほ
か
、
出
張
指
導
や
交

流
も
盛
ん
で
あ
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

◯
熊
本
道
場

　

〒
８
６
２
―
５
２
８
０　

熊
本
県
熊
本
市
西
区
松
尾
２
―
27
―
43

　

☎
（
０
９
６
）
３
２
９
―
４
３
６
７

　

http://skgc-nitn.jindofree.com
/

　

見
学
希
望
の
方
は
Ｈ
Ｐ
よ
り
メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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〒
３
７
２
―
０
０
３
３

群
馬
県
伊
勢
崎
市
南
千
木
町
２
２
３
５
―
１

☎
（
０
２
７
０
）
２
６
―
１
５
６
０

第
十
七
代
宗
家

菊
池	

邦
光

荒
あ

ら

木き

流
り

ゅ

う

拳
け

ん

法
ぽ

う

演
武
者

菊
池　

邦
光　
　

菊
池　

京
一　
　

西
川　

二
郎

細
野　

桂
一　
　

鈴
木　

荒
一　
　

鈴
木　

崇
史

演
武
内
容

○
棒
術　
　

一
、
入い
り

身み　
　
　
　

二
、
腹は
ら

掃は

き　
　
　
　
　

三
、
冠
か
ん
む
り

落お
と

し

　
　
　
　
　

四
、
二ふ

た

ツつ

掃は

き　
　

五
、
返か
え

し
棒ぼ
う

○
乳ち

　
ぎ
り
　
き

切
木　

一
、
一ひ
と

つ
打う

ち　
　

二
、
飛と

び
違ち
が

い　
　
　
　

三
、
足あ
し

巻ま
き

　
　
　
　
　

四
、
太た
　
ち
　
ま
き

刀
巻　
　
　

五
、
首く
び
ま
き巻

○
鎖

く
さ
り
が
ま鎌

　

居い

捕ど

り　

二
本　
　

一
、
玉た
ま

あ
て　
　
　

二
、
入い
り

身み

　

立た
ち

取ど

り　

三
本　
　

一
、
太た

刀ち

取ど

り　
　

二
、
鎌か
ま

に
て
あ
て
身み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
首く
び

巻ま
き

○
特
徴　

乳
切
木
、
鎖
鎌
の
両
技
は
、
い
ず
れ
も
一
メ
ー
ト
ル
二
十
セ
ン
チ

の
鎖
を
使
用
し
て
の
技
で
あ
り
、
共
に
実
戦
的
な
技
で
あ
る
。

活
動
状
況

　

現
在
の
稽
古
は
、
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日
（
昼
間
）
自
宅
で
、
門
下
生

の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
間
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
で

開
催
さ
れ
る
、
各
種
の
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
し
、
古
武
道
の
普
及
発
展

に
努
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
海
外
へ
の
文
化
交
流
に
対
し
て
は
、
日
本
武
道
団
代
表
の
一
員
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
フ
ラ
ン
ス
・
モ
ナ
コ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
・
ボ
ス
ト
ン
・
ス
ペ
イ
ン
・
カ
ナ
ダ
・
ブ
ラ
ジ

ル
・
ロ
シ
ア
に
渡
り
、
国
際
文
化
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
道
場
所
在
地

　

〒
３
７
２
―
０
０
３
３　

群
馬
県
伊
勢
崎
市
南
千
木
町
２
２
３
５
―
１

　

☎
（
０
２
７
０
）
２
６
―
１
５
６
０

抱
　
負

　

新
装
な
っ
た
日
本
武
道
館
で
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
盛
会
裡
に
終
わ
り
、

素
晴
ら
し
い
成
果
を
収
め
ら
れ
た
会
場
に
お
い
て
、
第
45
回
日
本
古
武
道
演

武
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
、
当
流
派

も
本
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
等

に
よ
り
、
練
習
不
足
の
感
が
あ
り
ま
す
が
、
本
大
会
参
加
に
つ
き
、
演
武
者

一
同
誠
心
誠
意
演
武
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

由
　
来

　

今
よ
り
400
余
年
前
、
天
正
の
昔
よ
り
言
い
伝
え
が
あ
る
。『
武
芸
流
派
大

辞
典
』、
ま
た
『
尾
張
藩
武
術
集
録
』
お
よ
び
そ
の
他
の
文
献
等
に
よ
れ
ば
、

荒
木
流
拳
法
は
、
遠
く
荒
木
村
重
の
孫
に
あ
た
る
荒あ

ら

木き

む

仁に
ん

斎さ
い

秀ひ
で

縄つ
な

よ
り
伝

承
さ
れ
た
。
古
く
は
中
国
の
拳
法
か
ら
発
達
し
た
戦
国
時
代
天
正
の
頃
の
遺

産
で
、
荒
木

仁
斎
の
頃
、
実
戦
体
験
か
ら
武
術
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
武
術
は
現
在
か
ら
見
れ
ば
原
始
的
要
素
を
多
分
に
持
っ
て
い
る
。
言

い
か
え
れ
ば
武
術
が
剣
術
、
柔
術
な
ど
に
体
系
づ
け
ら
れ
る
以
前
の
も
の
で
、

棒
、
鎖
、
小
具
足
、
長
巻
、
刀
術
、
拳
法
な
ど
が
未
分
化
の
ま
ま
受
け
継
が

れ
て
い
る
総
合
武
術
で
あ
る
。

系
　
譜

荒
木

仁
斎
源
秀
縄
―
森
霞
之
助
勝
重
―
山
本
嘉
助
勝
久
―
竹
内
九
郎
右

ヱ
衛
門
勝
吉
―
高
橋
儀
右
ヱ
衛
門
森
久
―
方
坂
九
郎
右
ヱ
門
吉
久
―
向
井
左

次
郎
正
久
―
小
林
藤
左
ヱ
門
常
正
―
小
峰
文
太
武
矩
―
栗
原
五
百
二
正
重
―

鈴
木
円
太
夫
義
直
―
大
和
兵
内
規
重
―
新
井
富
蔵
忠
好
拳
斎
―
菊
池
毅
之
進

知
方
―
大
和
彌
藤
次
知
和
―
菊
池
源
吉
和
吉
―
菊
池
邦
光

流
儀
の
特
徴

　

一
、
綜
合
的
な
武
芸
の
流
儀
で
あ
る
。

　

二
、
鎖
鎌
、
乳
切
木
等
に
お
い
て
鎖
を
使
用
す
る
。

　

三
、
攻
め
が
主
体
で
な
く
、
防
御
を
基
本
と
す
る
。

　

四
、
各
技
も
荒
々
し
く
実
戦
的
、
技
の
最
後
は
必
ず
と
ど
め
を
刺
す
。

　

五
、
棒
、
鎖
、
小
具
足
、
長
巻
、
刀
術
、
拳
法
な
ど
が
未
分
化
の
ま
ま
、

受
け
継
が
れ
て
い
る
総
合
武
術
で
あ
る
。

　

六
、
荒
木
流
拳
法
の
理
歌
の
一
つ
に
「
稽
古
を
ば
勝
負
す
る
ぞ
と
思
え
な

し
勝
負
は
常
の
稽
古
な
る
べ
し
」
と
し
て
い
る
。
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〒
１
３
０
─
０
０
１
５

東
京
都
墨
田
区
横
網
１
─
12
─
31

☎
（
０
３
）
３
５
１
７
─
２
４
４
８

本
部
長近

藤	

昌
之

大
だ

い

東
と

う

流
り

ゅ

う

合
あ

い

気き

柔
じ

ゅ

う

術
じ

ゅ

つ

抱
　
負

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
か
ら
の
早
期
克
服
を
願
い
、
こ
こ
日
本
武
道
館
で

一
所
懸
命
演
武
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

由
　
来

　

大
東
流
合
気
柔
術
は
、
清
和
天
皇
末
孫
新
羅
三
郎
源
義
光
を
始
祖
に
仰

ぎ
、
甲
斐
武
田
家
か
ら
会
津
の
地
に
移
り
伝
承
す
る
。
大
東
流
を
継
承
し
た

保
科
正
之
は
殿
中
護
身
武
芸
で
あ
る
御
式
内
を
完
成
し
、
以
来
歴
代
会
津
藩

主
が
継
承
し
明
治
に
至
る
。

　

幕
軍
の
力
手
組
長
武
田
惣
吉
の
次
男
武
田
惣
角
は
、
家
伝
の
大
東
流
柔
術

に
加
え
、
会
津
藩
家
老
西
郷
頼
母
よ
り
御
式
内
の
秘
奥
を
伝
授
さ
れ
た
、
こ

れ
を
も
っ
て
全
国
を
巡
教
。
門
下
に
は
、
合
気
道
を
世
に
広
め
た
植
芝
盛
平

を
は
じ
め
、
陸
海
軍
将
校
、
判
検
事
、
警
察
官
、
各
地
の
武
道
家
、
名
士
ら

が
多
数
あ
る
。

　

惣
角
他
界
後
は
長
子
時
宗
が
本
部
長
兼
総
務
長
に
就
任
し
、
基
本
技
法
の

名
称
化
を
行
い
大
東
流
の
普
及
に
努
め
た
。
ま
た
、
時
宗
よ
り
唯
一
免
許
皆

伝
を
受
け
た
近
藤
勝
之
が
道
統
を
継
承
し
、
国
内
外
に
多
く
の
門
下
生
・
支

部
を
作
っ
た
。
現
在
、
近
藤
昌
之
が
本
部
長
を
継
承
し
、
流
派
の
保
存
、
普

及
並
び
に
国
内
外
門
下
生
の
指
導
・
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

系
　
譜

●
大
東
流
柔
術

新
羅
三
郎
義
光
―
武
田
義
清
他
―
武
田
国
継
他
―
武
田
惣
右
衛
門
―
武

田
惣
吉
―
武
田
惣
角
―
武
田
時
宗
―
近
藤
勝
之
―
近
藤
昌
之

●
大
東
流
御
式
内
（
御
敷
居
内
）

保
科
政
之
―
松
平
正
容
他
―
容
保
―
西
郷
頼
母
―
武
田
惣
角
―
武
田
時

宗
―
近
藤
勝
之
―
近
藤
昌
之

●
大
東
流
合
気
柔
術

武
田
惣
角
―
武
田
時
宗
―
近
藤
勝
之
―
近
藤
昌
之

流
儀
の
特
徴

　

基
本
技
は
118
か
条
裏
表
。
居
捕
、
立
合
、
半
座
半
立
、
後
捕
に
大
別
さ
れ

る
。
相
手
を
無
力
化
す
る
「
合
気
」
技
法
並
び
に
一
万
数
千
と
い
わ
れ
る
技

法
の
多
様
性
が
特
徴
で
あ
る
。

伝
　
書

　

武
田
惣
角
・
時
宗
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
秘
傳
目
録
・
秘
傳
奥
儀
・
秘
奥

儀
・
合
気
之
術
・
合
気
二
刀
流
秘
傳
・
皆
傳
之
事
の
六
巻
。

　

他
に
竹
下
勇
海
軍
大
将
合
気
武
術
覚
書
帳
、
植
芝
盛
平
大
東
流
合
気
柔
術

連
続
写
真
、
久
琢
磨
大
東
流
合
気
柔
術
極
意
総
伝
全
巻
を
伝
え
る
。

演
武
者

　

免
許
皆
伝　
　

近
藤　

昌
之

　

秘
伝
奥
義　
　

臼
山　

秀
透

　
　
　
　
　
　
　

ト
ゥ
ル
ー
デ
ル
・
マ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

河
野　

純
一

　
　
　
　
　
　
　

滝
口　

太
士

　
　
　
　
　
　
　

味
岡　

巧
磨

演
武
内
容

　

基
本
技
・
合
気
技
・
剣
と
柔
術
・
多
人
数
捕

活
動
状
況

国
内
外
道
場
に
お
い
て
稽
古
を
行
う
。
詳
細
は
本
部
Ｈ
Ｐ
。

台
東
区
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
靖
国
神
社
、
明
治
神
宮
、

鹿
島
神
宮
、
日
本
武
道
館
並
び
に
本
部
、
国
内
外
支
部
で
の
演
武
大
会
。
国

内
海
外
の
支
部
へ
の
直
傳
会
を
開
催
し
当
流
の
継
承
に
努
め
て
い
る
。

大
東
流
・
大
東
流
合
気
柔
術
・
大
東
流
合
気
武
道
の
三
名
称
で
商
標
登
録

を
取
得
し
て
い
る
（
第
九
・
一
六
・
四
一
類
）。

稽
古
場
及
び
支
部

大
東
流
合
気
柔
術
本
部

東
京
都
墨
田
区
横
網
１
―

１２
―
３１

電
話
（
０
９
０
）
３
３
１
８
―
８
７
９
３

https://w
w

w
.daitohryu.com

/

稽
古
日　

火
・
金
・
日
曜　

午
後
六
時
三
〇
分
〜
九
時

支
部
・
ス
タ
デ
ィ
ー
グ
ル
ー
プ

　

国
内

葛
飾
・
両
国
・
世
田
谷
・
浜
町
・
愛
国
学
園
・
網
走
・
帯
広
・
旭
川
・

札
幌
・
金
沢
・
長
野
・
山
梨
・
鹿
児
島

　

海
外

ア
メ
リ
カ
九
拠
点
・
オ
ラ
ン
ダ
五
拠
点
・
イ
タ
リ
ア
三
拠
点
・
ロ
シ
ア

三
拠
点
・
ス
イ
ス
二
拠
点
・
マ
ル
タ
・
ス
ロ
バ
キ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド

イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
Ｕ
Ａ
Ｅ
他
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〒
３
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─
１
２
０
４

茨
城
県
ひ
た
ち
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か
市
平
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原
町
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☎
（
０
２
９
）
２
６
３
─
６
９
１
７

宗
家
十
五
代

根
本
憲
一
唯
之

無む

比ひ

無む

敵
て

き

流
り

ゅ

う

杖
じ

ょ

う

術
じ

ゅ

つ

倒
す
。

九

本　

 

九
つ
の
形
に
変
化
し
、
打
つ
と
見
せ
て
引
き
、
突
き
で
相
手

を
倒
す
。

引

杖　

 

身
は
半
身
に
し
て
杖
を
引
き
ず
る
よ
う
に
構
え
、一
で
相
手

の
剣
を
払
い
、二
で
小
手
を
打
ち
、
三
で
下
か
ら
さ
く
っ
て

倒
す
。

突

杖　

 

杖
を
突
く
よ
う
に
構
え
て
、
太
刀
が
足
を
切
っ
て
く
る
と
こ

ろ
を
身
を
半
身
に
下
が
り
、
太
刀
を
巻
き
上
げ
進
み
出
て
、

相
手
を
倒
す
。

中
位
五
箇
条　

 

表
の
形
を
く
ず
し
、
太
刀
の
連
続
的
攻
撃
に
対
し
て
杖
を
変

化
自
在
に
使
い
、
太
刀
を
殺
し
て
相
手
を
倒
す
。

極
意
十
ヶ
條　

 

相
手
の
急
所
に
一
撃
の
も
と
に
入
り
倒
す
。

活
動
状
況

・
毎
年
1
月
2
日
明
武
館
道
場
開
き
儀
式
を
行
う
。

・
毎
年
4
月
第
2
日
曜
日
明
武
館
道
場
門
人
演
武
大
会
開
催
。

・
日
本
古
武
道
協
会
主
催
演
武
大
会
出
場
。

　

さ
ら
に
海
外
文
化
交
流
と
し
て
、
日
本
古
武
道
団
一
員
と
し
て
こ
れ
ま
で
、

ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
タ
イ
、
他
に
渡
り
文
化
交
流
を
図
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
明
武
館
道
場
本
部

　

〒
３
１
１
─
１
２
０
４　

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
磯
遠
原
町
４
９
０

　

☎
（
０
２
９
）
２
６
３
─
６
９
１
７

　

・
毎
週
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　

水
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

○
支
部　

・
茨
城
瓜
連
支
部

文
化
財
指
定

○
昭
和
46
年
９
月
21
日
付　

那
珂
湊
市
無
形
文
化
財
に
指
定

○
平
成
６
年
11
月
１
日
付　

ひ
た
ち
な
か
市
無
形
文
化
財
に
指
定

抱
　
負

　

こ
の
た
び
は
第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
に
出
場
の
機
会
を
い
た
だ
い

た
こ
と
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
広
が
る
中
、
対
策
を
取

り
な
が
ら
開
催
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
武
道
館
に
て

古
武
道
演
武
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、
日
頃

稽
古
で
磨
い
た
伝
統
あ
る
技
を
演
武
披
露
で
き
る
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
限

り
で
あ
り
ま
す
。

　

現
代
武
道
の
源
流
で
あ
る
古
武
道
は
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
り
ま
す
。
私

ど
も
の
杖
術
は
槍
の
名
手
で
あ
っ
た
流
祖
が
折
れ
た
槍
で
戦
っ
た
経
験
を
も

と
に
無
始
無
終
の
悟
り
を
得
、
無
比
流
杖
術
を
開
眼
し
た
こ
と
に
よ
り
始
ま

り
ま
し
た
。
後
に
変
化
に
富
ん
だ
武
術
と
し
て
発
達
し
、
水
戸
藩
の
武
芸
者

の
み
な
ら
ず
、
民
衆
の
自
衛
武
術
と
し
て
近
郷
近
在
に
お
い
て
栄
え
た
こ
の

伝
統
文
化
を
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
に
引
き
つ
ぐ
使
命
感
を
持

ち
、
古
武
道
の
保
存
と
振
興
に
努
め
ま
す
。

由
　
来

　

流
祖
佐
々
木
哲て
っ

斎さ
い

徳と
く

久ひ
さ

は
槍
の
名
手
で

あ
り
、
関
ヶ
原
の
戦

い
に
お
い
て
、
九
尺

の
槍
を
使
い
激
戦
中
、

槍
先
が
折
れ
、
柄
を

も
っ
て
奮
戦
。
そ
の

後
、
日
本
60
余
州
の

大
小
の
神
々
と
摩
利

支
天
尊
に
祈
願
し
、

そ
の
霊
験
に
よ
り
無

始
無
終
の
悟
り
を
得

て
、
無む

ひ

比り
ゅ

流う
へ

兵い
じ

杖ょ
う

術じ
ゅ
つ

を
開
眼
し
た
。
日
本

開
山
無
住
所
と
し
て

各
地
を
遍
歴
し
、
後
に
６
代
目
片
岡
宗そ
う

吉き
ち

景か
げ

重し
げ

が
水
戸
藩
に
仕
え
て
以
後
、

こ
の
地
を
中
心
に
伝
承
し
た
。
明
和
、
天
明
の
頃
か
ら
水
戸
藩
の
武
芸
者
の

み
な
ら
ず
、
民
衆
の
自
衛
武
術
と
し
て
近
郷
近
在
に
お
い
て
栄
え
、
さ
ら
に

秘
儀
が
磨
か
れ
た
。
変
化
に
跳
ん
だ
武
術
と
し
て
発
達
し
、
無
比
無
敵
流
杖

術
と
し
て
隆
盛
を
極
め
、
旧
平
磯
村
の
大
内
藤
次
郎
は
、
旧
中
根
村
の
10
代

目
安
弥
八
郎
忠
信
に
師
事
し
、
11
代
目
を
継
承
し
、
多
く
の
門
弟
を
育
成
。

そ
の
後
、
13
代
根
本
卯
之
吉
忠
勝
か
ら
14
代
目
を
継
承
し
た
根
本
平
三
郎
唯た

だ

久ひ
さ

は
流
派
の
保
存
と
伝
承
に
尽
力
、
昭
和
46
年
９
月
21
日
付
、
那
珂
湊
市
無

形
文
化
財
指
定
を
受
け
た
。
56
年
に
明
武
館
道
場
を
創
立
。
平
成
６
年
11
月

１
日
付
、
ひ
た
ち
な
か
市
無
形
文
化
財
指
定
を
受
け
、
現
在
は
十
五
代
を
根

本
憲
一
唯た

だ

之ゆ
き

が
継
承
し
て
、
子
弟
育
成
に
鋭
意
努
力
し
古
武
道
の
保
存
と
振

興
に
努
め
て
い
る
。

系
　
譜

佐
々
木
哲
斎
徳
久
─
野
村
甚
左
ヱ
門
尉
勝
忠
─
武
田
藤
七
郎
重
明
─
本
多
治

左
衛
門
尉
─
山
田
宇
左
衛
尉
─
片
岡
宗
吉
景
重
─
軍
司
次
左
衛
門
信
三
─
安

彌
八
郎
忠
信
─
大
内
藤
次
郎
忠
信
─
勝
村
惣
七
忠
信
─
根
本
卯
之
吉
忠
勝
─

根
本
平
三
郎
唯
久
─
根
本
憲
一
唯
之

流
儀
の
特
徴

一
、
構
え
は
槍
の
操
法
が
基
本
と
な
り
、
身
は
半
身
、
足
は
丁
の
字
、
打
つ

と
見
せ
て
引
く
、
引
く
と
見
せ
て
突
く
、
突
く
と
見
せ
て
さ
く
る
。

二
、
一
に
眼
、
二
に
気
合
、
三
に
構
え
。

三
、
伝
は
以
心
伝
心
、
千
変
万
化
、
電
光
石
火
の
一
撃
で
倒
す
。

演
武
者

宗　

家　

根
本
憲
一
唯
之 

判　

解　

村
木　

浩
治

師　

範　

谷　
　

啓
二 

判　

解　

沢
幡　

伸
男

演
武
内
容

表
の
形　

基
本
稽
古

七

本　

 

七
つ
の
形
に
変
化
し
、
打
つ
と
見
せ
下
か
ら
さ
く
り
、
敵
を
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稽
古
場
及
び
支
部

○
本
部
道
場

　

〒
２
８
７
―
０
０
１
７　

千
葉
県
香
取
市
香
取
１
８
２
７

　

☎
（
０
４
７
８
）
５
７
―
３
１
６
１　

飯
篠
快
貞

○
酒
々
井
支
部

　

☎
（
０
９
０
）
１
４
０
４
―
７
６
５
６　

京
増
重
利

　

そ
の
他
、
国
内
外
に
支
部
が
あ
る
。

抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
の
開
催
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
第
45
回
目
の
開
催
に
関
係
各
位
の
ご
尽
力
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

演
武
者
一
同
、
日
頃
の
修
練
の
成
果
を
精
一
杯
演
武
し
古
武
道
の
保
存
振

興
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

由
　
来

　
「
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
」
は
飯い
い
ざ
き
ち
ょ
う
い
さ
い
い
え
な
お

篠
長
威
斎
家
直
を
流
祖
と
し
て
下
総
国

香
取
に
伝
承
す
る
武
術
で
あ
る
。

　

家
直
公
は
香
取
神
宮
御
祭
神
、
香
取
大
神
の
御
神
徳
に
触
れ
、
香
取
神
宮

奥
の
院
近
く
梅
木
山
に
隠
棲
し
一
千
日
の
大
願
を
立
て
斎
戒
沐
浴
、
百
錬
千

鍛
、
粉
骨
の
修
業
を
重
ね
て
満
願
に
至
る
時
に
香
取
大
神
よ
り
神
書
一
巻
を

授
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
香
取
大
神
の
正
伝
、
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
と
名
乗

り
、
来
る
者
拒
ま
ず
去
る
者
追
わ
ず
の
精
神
で
流
儀
を
伝
え
た
。

　

な
お
当
流
は
剣
術
、
居
合
術
、
柔
術
、
棒
術
、
薙
刀
術
を
学
ぶ
総
合
武
術

で
あ
り
古
来
、
武
将
た
ち
が
学
ん
だ
兵
法
等
の
修
業
法
も
残
さ
れ
て
い
る
。

系
　
譜

飯流
祖

篠
長
威
斎
家
直
―
盛
近
―
盛
信
―
盛
綱
―
盛
秀
―
盛
繁
―
盛
信
―
盛
長
―

盛
久
―
盛
定
―
盛
重
―
盛
次
―
盛
清
―
長
照
―
盛
照
―
盛
重
―
盛
房
―
盛
貞

―
金
次
郎
―
快
貞
（
現
在
）

流
儀
の
特
徴

　

戦
国
時
代
の
流
派
で
あ
り
、
戦
場
で
鎧
を
着
用
し
た
技
が
多
く
、
斬
突
の

場
所
は
甲
冑
の
弱
点
、
例
え
ば
、
首
、
脇
、
小
手
の
裏
、
腰
の
直
ぐ
上
、
内

腿
等
を
打
つ
。
稽
古
中
武
器
と
武
器
が
激
し
く
当
た
っ
て
い
る
が
（
実
際
は

斬
っ
て
い
る
）、
そ
れ
は
他
か
ら
形
を
盗
ま
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

一
本
毎
の
形
が
非
常
に
長
く
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

演
武
者

京
増　

重
利　
　
　

荒
野　

祥
司

成
毛　
　

弘　
　
　

櫻
井　

俊
也

演
武
内
容

居
合
術　

剣
術　

薙
刀
術

活
動
状
況

　

ゆ
か
り
あ
る
香
取
神
宮
で
の
奉
納
演
武
や
各
地
域
で
行
わ
れ
る
演
武
大
会

に
参
加
し
古
武
道
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

　

稽
古
日
は
本
部
道
場
で
第
４
日
曜
日
、
各
支
部
に
て
週
２
日
か
ら
３
日
の

稽
古
を
行
っ
て
い
る
。

〒
２
８
７
―
０
０
１
７

千
葉
県
香
取
市
香
取
１
８
２
７

☎
（
０
４
７
８
）
５
７
―
３
１
６
１

第
二
十
代
宗
家

飯
篠	

快
貞

天て

ん

真し

ん

正
し
ょ
う

伝で

ん

香か

取と

り

神し

ん

道と

う

流
り
ゅ
う

剣け

ん

術
じ
ゅ
つ
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演
武
者

第
廿
一
代
宗
家　

関
口　

髙
明

尾
形　

明
大　
　

小
島　

恵
子　
　

中
野　

園
子　
　

中
田　

博
久

尾
上　

政
人　
　

山
崎　

寛
郎　
　

竹
内　

香
織

演
武
内
容

当
流
儀
よ
り
抜
粋
の
居
合
術
及
び
抜
粋
の
当
流
組
太
刀
を
行
う
。

活
動
状
況

　

東
京
在
本
部
を
中
心
に
全
国
規
模
で
、
ま
た
国
外
で
も
広
く
伝
承
に
努
め

そ
の
成
果
も
当
流
武
士
道
武
術
で
敬
愛
の
念
を
も
ち
信
義
、
矜
恃
を
一
心
で

不
変
。
世
界
の
国
々
か
ら
賞
賛
を
戴
き
益
々
ワ
ン
ワ
ー
ル
ド
ワ
ン
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
目
差
し
普
及
に
邁
進
し
て
い
る
。

　

国
内
も
真
摯
に
修
練
を
求
め
る
入
門
者
に
差
別
な
く
門
戸
を
開
き
当
流
儀

を
指
導
、
刀
術
を
修
練
と
併
せ
歴
史
文
化
、
武
道
精
神
を
幅
広
く
教
導
し
、

心
技
体
一
如
の
人
格
形
成
を
求
め
修
練
を
行
う
。

　

流
儀
保
存
の
伝
承
流
布
で
は
日
々
の
稽
古
に
演
武
紹
介
、
体
験
講
習
や
講

演
を
行
い
、
武
士
道
文
化
を
正
し
く
伝
え
技
芸
資
質
の
向
上
、
人
格
教
養
を

高
め
文
武
両
道
の
教
導
に
成
果
を
あ
げ
る
。

　

当
流
儀
を
通
し
世
界
中
の
人
々
が
敬
愛
の
心
を
以
っ
て
尊
敬
と
友
情
友
好

を
深
め
、
当
一
門
剣
士
が
心
を
開
き
一
心
に
真
の
世
界
平
和
、
発
展
繁
栄
を

願
い
精
進
し
て
い
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

＊
第
廿
一
代
道
場
本
部
髙
明
塾

　

都
内
及
び
近
県
在
の
公
共
施
設
、
体
育
館
武
道
場
、
学
校
開
放
体
育
館
施

設
、
そ
の
他
有
料
民
間
企
業
施
設
を
利
用
し
て
稽
古
時
間
は
午
後
６
時
〜
午

後
９
時
、
毎
日
修
練
を
行
っ
て
い
る
。

＊
国
外
道
場

　

世
界
の
主
要
国
を
中
心
に
全
世
界
の
国
々
に
広
く
普
及
流
布
、
さ
ら
に
世

界
の
隅
々
ま
で
普
及
流
布
を
展
開
継
続
を
続
け
る
。

抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
我
が
一
門
を
挙
げ

て
光
栄
至
極
に
存
じ
あ
げ
ま
す
。
先
師
よ
り
継
承
す
る
当
流
儀
日
本
伝
統
武

術
技
法
は
、
我
が
国
の
歴
史
の
中
に
息
衝
き
伝
承
さ
れ
て
き
た
遺
徳
を「
形
」

で
表
現
。

　

私
た
ち
の
祖
先
が
汗
と
血
を
滲
ま
せ
培
っ
た
英
知
や
技
術
、
そ
の
哲
学
的

思
想
は
、
今
を
生
き
る
世
代
に
知
恵
を
与
え
、
生
き
る
源
動
力
を
与
え
る
。

剣
を
納
め
、
己
を
修
め
、
心
を
極
め
、
人
の
世
の
武
の
道
を
歩
む
人
達
の
道

標
と
な
れ
る
よ
う
日
々
修
練
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
争
い
で
は
な
く
、
和

を
も
っ
て
世
界
に
平
和
を
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
、
そ
の
心
を
一
門
一

心
で
表
演
し
ま
す
。

由
　
来

　

流
祖
は
足
利
時
代
末
期
、
永
禄
年
間
の
奥
州
の
住
人
林
崎
甚
助
源
重
信
で

あ
る
。
亡
父
の
敵
を
討
た
ん
と
し
て
、
林
崎
明
神
に
祈
願
し
、
居
合
の
妙
理

を
悟
り
林
崎
夢
想
流
と
称
し
敵
討
ち
を
果
た
し
た
。

此
の
流
派
は
重
信
流
と
も
称
し
、
以
来
幾
多
の
分
流
を
生
み
、
中
で
も
第
7

代 

長
谷
川
主
税
助
英
信
は
古
伝
の
技
に
独
創
を
加
え
、
其
の
術
が
、
精
妙

で
あ
っ
た
事
か
ら
長
谷
川
英
信
流
と
も
呼
ば
れ
、
ま
た
無
雙
直
傳
英
信
流
と

も
称
せ
ら
れ
た
。

　

延
宝
2
年
第
9
代
林
六
太
夫
安
政
が
土
佐
藩
に
仕
え
、
英
信
流
は
土
佐
に

流
布
し
た
。

以
降
土
佐
藩
は
こ
れ
を
門
外
不
出
の
流
儀
と
し
て
庇
護
し
、
傳
承
し
て
き
た
。

第
17
代
大
江
正
路
子
敬
が
武
道
の
衰
退
を
憂
慮
し
、
全
国
に
当
流
を
流
布
、

教
伝
に
努
力
し
た
。

　

土
佐
藩
主
の
流
れ
を
汲
む
第
18
代
山
内
豊
健
は
「
居
合
詳
説
」
を
発
刊
、

第
19
代
河
野
兼
光
は
東
京
都
豊
島
区
に
明
武
館
を
創
設
、
第
20
代
尾
上
政
美

こ
れ
を
継
承
、
関
口
高
明
が
第
21
代
を
継
ぐ
。

系
　
譜

林初
代

崎
甚
助
源
重
信
―
田二
代

宮
平
兵
衛
業
正
―
長三
代

野
無
楽
入
道
槿
槫
斎
―
百四
代

々
軍

兵
衛
光
重
―
蟻五

代

川
正
左
衛
門
宗
績
―
万六
代

野
団
右
衛
門
信
定
―
長七
代

谷
川
主
税
助

英
信
―
荒八

代

井
勢
哲
清
信
―
林九
代

六
太
夫
守
政
―
林十
代

安
太
夫
安
政
―
大十
一
代黒

元
右
衛

門
清
勝
―
林十

二
代益

之
丞
政
誠
―
依十
三
代田

万
蔵
敬
勝
―
林十
四
代弥

太
郎
政
敬
―
谷十
五
代村

亀
之

丞
百
雄
―
五十

六
代藤

孫
兵
衛
正
亮
―
大十
七
代江

正
路
子
敬
―
山十
八
代内

豊
健
―
河十
九
代野

兼
光
―

尾二
十
代上
政
美
―
関二
十
一
代口
髙
明

流
儀
の
特
徴

　

当
流
儀
は
我
が
心
中
に
敵
を
設
け
て
、
真
剣
を
以
っ
て
行
う
刀
術
で
あ
る
。

修
練
に
当
た
り
仮
想
敵
を
想
定
し
て
行
う
。
ま
た
、
相
手
を
設
け
て
真
剣
を

抜
き
、
太
刀
打
ち
、
詰
居
合
等
の
形
を
行
い
術
技
の
向
上
を
は
か
る
。
長
き

は
短
く
短
き
は
長
く
重
き
は
軽
く
軽
き
は
重
く
、
大
強
速
軽
、
刀
の
刃
を
上

に
し
て
帯
刀
し
抜
刀
は
鯉
口
を
見
せ
ず
抜
手
を
早
く
居
合
術
の
生
命
で
あ
る

必
殺
の
鞘
放
れ
か
ら
抜
き
付
け
斬
り
下
す
。
鍔
元
か
ら
八
寸
を
残
し
一
気
に

切
っ
先
三
寸
の
鞘
手
素
早
い
納
刀
を
決
め
納
め
る
。

　

刀
操
術
に
依
り
身
体
の
運
用
を
は
か
り
心
胆
を
鍛
え
練
り
磨
く
心
術
、
高

度
の
精
神
武
術
で
あ
り
座
居
合
（
正
座
、
立
膝
）
立
ち
居
合
刀
法
が
あ
る
。

当
流
儀
道
歌

　

居
合
と
は　

心
に
勝
つ
が　

居
合
な
り

　
　

人
に
逆
ふ
を　

非
力
と
知
れ

　

わ
が
み
ち
乃　

居
合
ひ
と
す
じ　

　
　

ざ
つ
だ
ん
に　

知
ら
ぬ
兵
法　

人
に
か
た
る
な

＊
居
合
修
身
を
座
右
の
銘
と
す
る

〒
１
４
４
―
０
０
５
１

東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
７
―
50
―
２

西
蒲
田
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ツ
802

☎
（
０
９
０
）
８
０
８
９
―
３
２
０
１

当
流
儀
第
廿
一
代

関
口	

髙
明

無む

雙そ

う

直じ

き

傳で

ん

英え

い

信し

ん

流
り

ゅ

う

居い

合あ

い

術
じ

ゅ

つ
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〒
３
５
０
―
１
１
３
７

埼
玉
県
川
越
市
砂
新
田
１
―
６
―
48

☎
（
０
４
９
）
２
４
２
―
７
０
９
８

第
七
代
宗
家

柴
田	

孝
一

天
て

ん

神
じ

ん

真
し

ん

楊
よ

う

流
り

ゅ

う

柔
じ

ゅ

う

術
じ

ゅ

つ

活
動
状
況

○
東
京
都
文
京
区
江
戸
川
橋
体
育
館
柔
道
場

　

東
京
都
文
京
区
小
日
向
１
―
７
―
４ 

　

☎
（
０
３
）
３
９
４
５
―
４
０
０
８　

土
曜
午
後
３
時
半
〜
６
時

○
埼
玉
県
川
越
市
武
道
館
柔
道
場

　

川
越
市
郭
町
２
―
30

　

☎
（
０
４
９
）
２
４
２
―
７
２
２
０

　

・
木
曜
午
後
６
時
半
〜
９
時　

・
土
曜
午
前
10
時
〜
正
午

　

・
日
曜
午
前
９
時
半
〜
正
午

○
山
形
県
米
沢
市
武
道
館

　

米
沢
市
金
池
３
―
１
―
62

　

☎
（
０
２
３
８
）
２
３
―
０
６
６
４　

火
曜
午
後
６
時
〜
９
時

　

併
伝　

浅
山
一
伝
流
体
術　

戸
塚
派
楊
心
流
柔
術

　

聖
地
京
都
北
野
天
満
宮
で
毎
年
奉
納
演
武
を
行
な
っ
て
い
る

稽
古
場
及
び
支
部

○
連
絡
先

　

〒
３
５
０
―
１
１
３
７　

埼
玉
県
川
越
市
砂
新
田
１
―
６
―
48

　

☎
（
０
４
９
）
２
４
２
―
７
０
９
８

○
支
部　

札
幌
・
岐
阜
・
大
阪

抱
　
負

　

講
道
館
柔
道
の
源
流
で
あ
る
天
神
真
楊
流
柔
術
を
演
武
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
柔
道
の
原
点
の
柔
術
の
技
に
興
味
を
も
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

由
　
来

　

流
祖
磯
又
右
衛
門
柳
関
斉
源
正
足
は
文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
伊
勢
松
坂

に
生
ま
れ
た
。
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
59
歳
で
没
。
紀
州
藩
士
で
本
名
は

岡
山
八
郎
治
。
15
歳
の
と
き
楊
心
流
の
名
人
、
一
ツ
柳
織
部
義
路
の
門
に
入

っ
て
楊
心
流
を
学
ぶ
こ
と
６
、
７
年
。
師
の
死
去
に
よ
り
真
之
神
道
流
柔
術

の
達
人
、
本
間
丈
右
衛
門
正
遠
の
門
に
入
り
、
約
６
年
に
し
て
奥
儀
を
究
め
、

諸
国
を
遍
歴
し
て
各
藩
の
名
家
先
生
と
試
合
し
た
が
一
度
も
敗
れ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。
ま
た
、
江
州
草
津
に
て
門
弟
西
村
其
と
２
人
で
100
余
人
の
無
頼

漢
を
相
手
に
し
、
多
年
修
練
の
秘
術
を
も
っ
て
こ
れ
を
追
散
ら
し
、
人
命
を

救
っ
た
。
さ
ら
に
真
の
当
の
修
業
に
多
年
心
を
砕
き
、
つ
い
に
奥
妙
を
極
め
、

京
都
の
北
野
天
満
宮
に
参
篭
、
祈
願
し
、
楊
心
流
と
真
之
神
道
流
を
合
一
統

合
し
、
新
た
に
天
神
真
楊
流
を
創
始
す
る
。
後
に
江
戸
に
出
て
神
田
お
玉
が

池
に
道
場
を
開
き
、
諸
国
の
門
人
は
５
０
０
０
余
人
に
及
ん
だ
。
講
道
館
柔

道
の
創
始
者
嘉
納
治
五
郎
は
３
代
磯
正
智
及
び
弟
子
の
福
田
八
之
助
に
学
ん

で
い
る
。
磯
家
が
絶
家
し
た
た
め
、
宮
本
半
蔵
が
５
代
宗
家
を
継
承
す
る
。

ま
た
、
正
幸
弟
又
一
郎
（
二
男
）
山
崎
家
、
三
郎
（
三
男
）
青
沼
家
の
承
諾

を
得
、
宗
家
を
継
承
す
る
。

系
　
譜

磯
又
右
衛
門
柳
関
斉
源
正
足
―
磯
又
一
郎
正
光
―
磯
又
右
衛
門
正
智

―
磯
又
右
衛
門
正
信
―
磯
又
右
衛
門
正
幸
―
佐
藤
正
義　
　
　

 

磯
又
一
郎

―
井
上
敬
太
郎

―
吉
田
千
春
―
―
宮
本
半
蔵
―
相
宮
和
三
郎　
　

山
崎
一
郎

―
戸
沢
徳
三
郎

―
福
田
八
之
助
―
嘉
納
治
五
郎

　

柴
田
孝
一

流
儀
の
特
徴

　

相
手
の
動
き
に
従
っ
て
無
理
が
な
く
合
理
的
（
投
、
絞
、
極
、
当
）
に
相

手
を
制
す
。

　

免
許
の
道
歌
「
捕
わ
れ
て
は
水
に
浮
く
木
の
身
を
も
て
し
浪
に
ま
か
せ
つ

風
に
ま
か
せ
つ
」

演
武
者

柴
田　

孝
一　
　

柴
田　

俊
充　
　

松
浦
富
士
雄　
　

鷲
尾　
　

勉

有
沢　
　

誠　
　

吉
田　

喜
教　
　

稲
葉　

義
之　
　

阿
部　

岳
春

今
野　

賢
太　
　

阿
部　

智
恵

演
武
内
容

初
段
立
会

突つ
き
か
け掛　

　

拳
突
き
を
か
わ
し
、
手
の
甲
を
持
ち
陰
嚢
を
蹴
り
甲
を
返
し
投

げ
極
め
る
。

引ひ
き

落お
と
し
　
　

拳
打
ち
を
受
け
、
陰
嚢
を
蹴
り
前
に
引
き
落
と
し
て
極
め
る
。

後う
し

捕ろ
と
り
　
　

後
方
か
ら
抱
え
ら
れ
た
と
き
、
頭
に
て
当
て
前
方
に
投
げ
る
。

中
段
投
捨

鐘し
ゅ
も
く木　
　

拳
打
ち
を
受
け
、
足
を
払
っ
て
投
げ
る

刈か
り
す
て捨　

　

拳
打
ち
を
受
け
、
前
後
方
に
崩
し
後
方
に
投
げ
る

横よ
こ
ぐ
る
ま

車　
　

前
後
の
帯
を
取
ら
れ
た
と
き
、
襟
と
肩
を
持
ち
足
を
払
っ
て
投

げ
る

独ど
っ
こ鈷　
　

後
方
に
回
り
、
耳
当
て
を
し
後
方
に
投
げ
る

捨す
て
み身　

　

前
襟
と
前
帯
を
持
ち
後
方
に
投
げ
る

小こ
ぐ
そ
く

具
足　

小
太
刀
切
付
け
を
か
わ
し
、
左
右
に
引
き
分
け
に
投
げ
る

極
意
上
段

蹴け
か
え
し返　
　

膝
裏
を
蹴
り
倒
し
、後
方
か
ら
咽
喉
を
絞
め
、足
で
横
腹
を
蹴
る

大お
お
こ
ろ
し

殺　
　

胸
、腰
、膝
裏
の
三
当
て
倒
し
咽
喉
を
絞
め
、
足
で
横
腹
を
蹴
る

天て
ん
ぐ
し
ょ
う

狗
勝　

肘
内
側
で
咽
喉
を
手
先
で
頚
を
圧
絞
め
、
肘
で
水
月
を
突
く
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抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
こ
の
大
会
で
演
武
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
い
喜
び
で

あ
り
、
日
頃
の
修
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
場
を
得
た
こ
と
を
感
謝

し
な
が
ら
、
鞍
馬
流
出
場
者
は
全
力
で
演
武
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
本
大
会
の
開
催
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

由
　
来

　

源
義
経
（
牛
若
丸
）
が
、
京
都
の
鞍
馬
山
で
鬼
一
法
眼
に
就
い
て
修
行
し

超
人
的
な
腕
前
に
達
し
た
、
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
鬼
一
法
眼
が
鞍
馬
の

八
人
の
僧
兵
へ
武
術
を
伝
え
て
お
り
、
こ
れ
が
鞍
馬
八
流
、
京
八
流
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
確
か
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
鞍
馬
と
名
の
つ
く
流
派

は
剣
・
槍
・
棒
・
抜
刀
な
ど
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
剣
術
で
は
将
監
鞍
馬
流

だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

将
監
鞍
馬
流
は
、
天
正
年
間
に
大
野
将
監
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
、
十
五
代
宗
家
を
継
い
だ
柴
田
衛
守
が
流
派
の
中
興
の
祖

と
い
わ
れ
て
い
る
。
柴
田
衛
守
は
直
参
旗
本
出
身
で
、
18
歳
で
免
許
皆
伝
。

19
歳
で
明
治
維
新
を
迎
え
、
明
治
12
年
四
谷
警
察
署
の
撃
剣
世
話
掛
と
な

が
十
八
代
宗
家
と
し
て
鞍
馬
流
と
、
東
京
に
あ
る
個
人
の
剣
道
場
で
は
一
番

古
い
剣
道
場
習
成
館
を
継
承
し
て
い
る
。

系
　
譜

大流
祖

野
将
監
…
林
崎
甚
助
…
加
藤
玄
蕃
…
金
子
助
三
郎
―
柴
田
衛
守
―
柴
田
勧

―
柴
田
鐵
雄
―
柴
田
章
雄

流
儀
の
特
徴

　

鞍
馬
流
の
木
刀
の
形
は
、
蛤
刃
の
太
い
木
太
刀
を
使
っ
て
行
い
、
気
迫
に

富
ん
だ
発
声
を
も
っ
て
演
武
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
形
は
七
本
あ
り
そ
の

名
称
は
、
正
當
剣
、
閃
電
、
燕
飛
、
青
眼
、
変
化
、
気
相
、
水
車
で
あ
る
。

形
は
一
本
目
よ
り
三
本
目
ま
で
は
目
録
、
四
本
目
よ
り
七
本
目
ま
で
は
口
伝

の
形
で
こ
の
流
派
の
奥
義
で
あ
り
、
返
し
技
が
多
く
、
鎬
の
使
い
方
に
特
徴

が
あ
り
、
仕
太
刀
の
「
後
の
先
」
の
技
を
引
き
立
て
る
よ
う
に
組
ま
れ
て
い

る
。
一
本
目
の
正
當
剣
は
、
現
代
剣
道
の
正
面
打
ち
の
お
手
本
の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、
五
本
目
の
変
化
は
、「
警
視
流
木
太
刀
の
形
」
の
二
本
目
に
採

用
さ
れ
て
い
る
捲
き
落
と
し
技
で
、
現
代
剣
道
に
お
い
て
も
大
い
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。
鞍
馬
流
居
合
は
五
本
あ
り
、
そ
の
名
称
は
一
文
字
、
胸
之
位
、

戻
り
打
、
上
段
、
地
摺
で
あ
る
。

教
訓
歌　

 

器
用
を
も
得
手
も
達
者
も
た
の
む
ま
じ 

た
だ
ね
り
込
み
て
功
を
つ
む
べ
し

　
　
　
　

 

い
さ
ぎ
よ
く　

猛
く
大
き
く　

直
か
る
は 

是
れ
ぞ
御
玉
の　

人
の
真
心

演
武
者

宗
家　

柴
田　

章
雄

　
　
　

柴
田　

彩
水　
　

柴
田　

雄
登　
　

吉
田　

欀
覚　
　

　
　
　

松
井　

康
一　
　

渡
辺　

良
雄

演
武
内
容

居
合
五
本　

一い
ち
も
ん
じ

文
字
、
胸む
ね
の
く
ら
い

之
位
、
戻も
ど

り
打う
ち

、
上じ
ょ
う
だ
ん段、
地じ
ず
り摺

〒
１
６
０
─
０
０
１
６

東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
11
─
12　

習
成
館

☎
（
０
３
）
３
３
４
１
─
８
９
８
１

第
十
八
代
宗
家

柴
田	

章
雄

鞍
く

ら

馬ま

流
り

ゅ

う

剣
け

ん

術
じ

ゅ

つ

目
録
三
本

正せ
い
と
う
け
ん

當
剣　

 

現
在
の
剣
道
の
正
面
打
ち
と
同
じ
よ
う
な
基
本
動
作
で
あ
る
。

相
青
眼
、
仕
太
刀
は
打
太
刀
が
振
り
出
し
た
太
刀
を
正
面
に
振

り
か
ぶ
っ
て
、
そ
の
太
刀
を
真
っ
直
ぐ
に
打
ち
落
と
す
。
こ
の

動
作
を
二
回
行
う
。

閃せ
ん　

電で
ん　

 

相
青
眼
で
構
え
、
前
半
は
正
當
剣
と
同
じ
動
作
を
繰
り
返
す
。

後
半
は
打
太
刀
は
仕
太
刀
の
小
手
を
攻
め
る
。
仕
太
刀
は
こ
れ

を
右
鎬
で
応
じ
、
大
き
く
振
り
か
ぶ
っ
て
打
太
刀
の
太
刀
を
真

っ
直
ぐ
に
打
ち
落
と
す
。

燕え
ん　

飛ぴ　

 

相
青
眼
か
ら
打
太
刀
は
大
き
く
振
り
か
ぶ
っ
て
か
ら
仕
太
刀
の

右
胴
を
攻
め
る
。
仕
太
刀
は
こ
れ
を
一
歩
右
足
か
ら
踏
み
込
ん

で
右
鎬
で
応
じ
、
打
太
刀
の
太
刀
を
制
し
な
が
ら
大
き
く
振
り

か
ぶ
っ
て
打
太
刀
の
正
面
を
攻
め
る
。

口
伝
四
本　

青せ
い
が
ん眼
、
変へ
ん
か化
、
気き
そ
う相
、
水す
い
し
ゃ車

活
動
状
況

　

現
在
の
活
動
状
況
は
、
毎
週
月
、
火
、
水
、
金
、
土
曜
日
の
夕
刻
よ
り
習

成
館
道
場
で
現
代
剣
道
と
併
せ
て
鞍
馬
流
の
稽
古
を
行
っ
て
い
る
。
木
刀
の

素
振
り
、
形
稽
古
だ
け
で
は
手
の
内
が
で
き
な
い
、
と
考
え
防
具
を
着
用
し

た
竹
刀
剣
道
と
居
合
も
行
い
な
が
ら
、
技
量
・
人
物
に
応
じ
な
が
ら
、
鞍
馬

流
を
指
導
し
て
い
る
。

　

浅
草
日
本
古
武
道
大
会
（
４
月
）、
靖
国
神
社
春
季
（
４
月
）・
秋
季
（
10

月
）
例
大
祭
・
み
た
ま
祭
（
７
月
）、
京
都
下
鴨
神
社
奉
納
演
武
（
５
月
）、

京
都
白
峯
神
宮
奉
納
演
武（
５
月
）、
明
治
神
宮
奉
納
古
武
道
大
会（
11
月
）、

伊
勢
神
宮
（
式
年
遷
宮
時
）
等
で
あ
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
本
部　

習
成
館
道
場

　

〒
１
６
０
─
０
０
１
６　

東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
11
─
12　

習
成
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
八
代
宗
家　
　

柴
田
章
雄

　

☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
３
３
４
１
―
８
９
８
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w

w
.shuseikan.com

り
、
東
京
四
谷
に
習
成
館
道
場
（
勝
海
舟

命
名
、
１
８
７
９
年
創
設
）
を
開
い
て
門

人
を
育
て
、
大
正
４
年
大
日
本
武
徳
会
剣

道
範
士
、
警
視
庁
剣
道
主
席
師
範
を
つ
と

め
た
。
衛
守
の
子
柴
田
勧
（
警
視
庁
、
貴

衆
両
院
剣
道
師
範
）
と
受
け
継
が
れ
た

が
、
昭
和
20
年
の
戦
災
で
習
成
館
道
場
は

焼
失
し
、
鞍
馬
流
の
秘
伝
書
、
古
文
書
、

武
具
な
ど
全
て
灰
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

は
誠
に
惜
し
い
極
み
で
あ
る
。
そ
の
後
平

成
元
年
勧
の
子
柴
田
鐵
雄
に
よ
り
道
場
は

再
興
さ
れ
、
現
在
は
鐵
雄
の
子
柴
田
章
雄
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四
の
型　

座
う
ち
は
な
し

座
し
た
姿
勢
の
ま
ま
腰
を
の
ば
し
、
左
膝
を
曲
げ
筒
を
構
え
る
。

五
の
型　

け
た
う
ち

座
の
姿
勢
の
ま
ま
腰
を
の
ば
し
、
両
手
に
筒
を
支
え
る
。

（
注
）
五
の
型
「
け
た
う
ち
」
は
撃
発
時
反
動
強
く
、
床
尾
を
損
傷
す
る
の

で
大
筒
保
存
の
た
め
現
在
で
は
型
の
み
の
稽
古
。

活
動
状
況

　

日
本
全
国
各
地
区
、
た
だ
し
火
薬
使
用
可
能
の
公
安
委
員
会
の
許
可
の
あ

る
場
所
に
て
射
技
の
公
開
を
な
す
。
年
間
実
施
回
数
は
日
本
武
道
館
を
始
め

６
回
〜
７
回
の
実
地
射
技
を
行
っ
て
い
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
練
砲
館
砲
術
道
場

　
（
福
岡
市
博
多
区
千
代
４
丁
目
３
│
15
）

文
化
財
指
定

福
岡
市
有
形
文
化
財
指
定

抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
に
て
、
皆
さ
ま
に
「
陽
流
砲
術
」
の
演
武

を
披
露
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

雑
念
を
捨
て
「
心
眼
掌
一
致
」
の
精
神
で
、
本
日
は
日
頃
よ
り
鍛
錬
し
て

ま
い
り
ま
し
た
成
果
を
、
皆
様
に
見
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
門
弟
一
同
、
精

一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
福
岡
藩
に
代
々
伝
わ
っ
て
参
り
ま
し
た

砲
術
の
歴
史
の
一
端
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

由
　
来

　

当
流
は
九
州
筑
前
国
52
万
３
千
石
の
福
岡
城
主
黒
田
氏
の
家
臣
阿
部
家
に

伝
え
ら
れ
た
砲
術
で
、
藩
外
不
出
黒
田
藩
の
お
留
め
流
と
し
て
伝
承
さ
れ
た

武
術
で
あ
る
。
黒
田
如
水
公
の
鎧
の
胴
中
紋
の
日
輪
紋
を
流
印
と
し
て
「
陽

流
」
と
定
め
ら
れ
た
。
尾
上
家
家
宝
の
御
判
物
「
如
水
・
長
政
・
忠
之
」
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
藩
中
の
名
家
。
先
祖
は
、
村
上
源
氏
具
平
親
王
の
後

裔
赤
松
氏
よ
り
出
て
い
る
。
初
代
尾
上
右
京
之
亮
可
親
は
和
泉
国
岸
和
田
出

身
の
岸
則
虎
の
嫡
子
で
、
播
磨
国
加
古
郡
に
領
地
を
有
し
て
い
た
尾
上
武
則

の
養
子
と
な
っ
た
。
可
親
は
黒
田
長
政
に
仕
え
て
多
く
の
軍
功
を
挙
げ
た
。

時
代
が
下
り
、
13
代
鉄
平
友
睦
は
砲
術
に
長
じ
、
阿
部
家
に
よ
り
、
そ
の
秘

伝
と
大
筒
の
伝
授
を
う
け
、
代
々
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
尾
上
家
秘
蔵
の
大
筒

に
は
「
天
正
十
八
年
泉
州
阿
部
高
吉
作
」
の
銘
が
あ
る
。
現
在
射
手
は
家
元

尾
上
大
筒
城
由
を
中
心
に
先
代
の
門
人
及
び
現
主
の
門
人
数
人
に
限
ら
れ
て

い
る
。

系
　
譜

尾初
代

上
右
京
之
亮
可
親
│
藤二
代

太
夫
可
保
│
九三
代

郎
太
夫
可
正
│
作四
代

之
進
可
成
│
藤五
代

太
夫
可
直
│
彌六
代

蔵
可
次
（
黒
田
網
之
公
の
息
女
を
嫁
と
す
る
）
│
九七
代

兵
衛
可

勝
│
作八

代

之
進
可
寛
│
彌九
代

蔵
可
成
│
新十
代

之
丞
可
敏
│
新十
一
代
　之
丞
可
徳
│
駒十
二
代
　次
郎

（
後
改
め
九
郎
平
）
│
鉄十

三
代
　平

友
睦
│
右十
四
代
　之

亮
│
城十
五
代
　祐

（
大
筒
城
祐
）
│
城十
六
代由

江
（
大
筒
城
由
）

流
儀
の
特
徴

　

陽
流
砲
術
は
、
刺
子
の
胴
衣
、
袴
、
胸
皮
を
身
に
つ
け
、
陽
流
の
五
つ
の

型
を
、
大
筒
を
砲
架
に
据
え
る
の
で
は
な
く
、
砲
身
を
晒
で
左
手
に
結
び
つ

け
抱
え
て
撃
つ
。

　

陽
流
に
伝
わ
る
「
陽
流
砲
術
即
」「
陽
流
砲
術
教
歌
巻
」
な
ど
の
心
得
を

伝
え
な
が
ら
、
常
に
作
法
を
重
ん
じ
厳
正
な
射
技
を
行
っ
て
い
る
。

　

戦
い
に
お
い
て
、
場
所
の
状
況
に
よ
り
大
音
を
発
し
、
敵
の
戦
意
喪
失
を

生
じ
さ
せ
、
城
門
破
壊
、
橋
梁
爆
破
、
人
馬
殺
傷
（
散
弾
元
を
使
用
）
な
ど

を
行
う
。

演
武
者

陽
流　

三
の
型　

ほ
ほ
つ
け

　
　
　

師
範　

渡
辺　

利
秀

陽
流　

二
の
型　

あ
り
あ
け

　
　
　

師
範　

藤
川　

繁
昌

陽
流　

四
の
型　

座
う
ち
は
な
し

　
　
　

家
元　

尾
上
城
由
江

陽
流　

二
の
型　

あ
り
あ
け

　
　
　

師
範　

渡
辺　

利
秀

後
見　

師
範　

小
金
丸
英
俊

演
武
内
容

一
の
型　

た
ち
は
な
し

直
立
に
て
筒
を
水
平
に
構
え
、
左
足
を
曲
げ
て
、
右
の
足
に
て
支

え
と
な
す
。

二
の
型　

あ
り
あ
け

直
立
の
姿
勢
よ
り
左
・
右
の
開
き
、
体
の
安
定
を
は
か
り
、
左
右

の
腕
に
て
筒
を
支
え
る
。

三
の
型　

ほ
ほ
つ
け

座
し
た
姿
勢
よ
り
左
膝
に
左
腕
を
託
し
、
筒
を
支
え
右
頬
に
当
て

て
、
射
の
姿
勢
を
な
す
。

〒
８
１
２
─
０
０
４
４

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
千
代
４
│
３
│
15

☎
（
０
９
２
）
６
４
１
─
４
５
０
４

第
十
六
代
家
元

尾
上
大
筒
城
由

陽
よ

う

流
り

ゅ

う

砲
ほ

う

術
じ

ゅ

つ



45

〒
５
１
９
─
０
１
２
５

三
重
県
亀
山
市
東
町
１
─
８
─
26

☎
（
０
５
９
５
）
８
２
─
０
６
１
４

代
表小

林	　

強

心
し

ん

形
ぎ

ょ

う

刀
と

う

流
り

ゅ

う

剣
け

ん

術
じ

ゅ

つ

　

心
形
刀
流
の
伊
庭
道
場
は
常
に
質
実
剛
健
で
、
特
に
幕
末
期
は
実
践
的
な

竹
刀
・
防
具
を
使
用
す
る
荒
稽
古
で
有
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。
突
き
技
を
多

く
取
り
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
亀
山
に
伝
承
さ
れ
る
心
形
刀
流
の
形
は

「
抜
合
」
と
よ
ば
れ
る
一
刀
の
居
合
術
の
他
、
二
刀
・
大
太
刀
な
ど
の
組
太

刀
、
ま
た
奥
伝
と
し
て
坐
突
・
柄
捕
の
形
が
あ
る
。「
枕
刀
」
と
い
う
武
具

も
伝
わ
る
。

演
武
者

小
林　
　

強
・
加
藤　

尚
大
・
原　
　

謙
一

振
角　

卓
哉
・
中
西　

卓
男
・
伊
東　

大
輔

演
武
内
容

抜
合
（
表
の
形
・
裏
の
形
）・
大
太
刀
の
形
・
二
刀
の
形

活
動
状
況

　

日
本
古
武
道
協
会
・
日
本
古
武
道
振
興
会
・
全
日
本
剣
道
連
盟
に
加
盟
。

日
本
武
道
館
で
の
日
本
古
武
道
演
武
大
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
鹿
島
神
宮
・

下
鴨
神
社
・
明
治
神
宮
・
伊
勢
神
宮
・
熱
田
神
宮
で
の
奉
納
演
武
に
参
加
し

て
い
る
。
ま
た
地
元
の
剣
道
大
会
等
で
も
演
武
を
行
い
、
伝
統
文
化
の
保
存

と
普
及
を
図
っ
て
い
る
。
平
成
４
年
に
三
重
県
平
成
文
化
賞
、
令
和
２
年
に

「
亀
山
市
文
化
財
保
存
・
継
承
活
動
」
の
表
彰
を
受
け
た
。

稽
古
場

○
亀
山
演
武
場

　

〒
５
１
９
─
０
１
５
２　

三
重
県
亀
山
市
本
丸
町
573

　

毎
週
火
・
土
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

http://w
w

w
.eonet.ne.jp/~shingyoutou/

「
心
形
刀
流
保
存
赤
心
会
」

文
化
財
指
定

昭
和
26
年　

亀
山
市
無
形
文
化
財
指
定

昭
和
50
年　

三
重
県
無
形
文
化
財
指
定

抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
の
開
催
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
は
心
形
刀
流
剣
術
を
演
武
さ
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
を
得
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。「
心
正
し
け
れ
ば
技
正
し
く
、
心
の
修
養
足

ら
ざ
れ
ば
技
乱
れ
る
」
の
教
え
を
受
け
て
、
日
々
修
練
を
積
ん
で
参
り
ま
し

た
。
本
日
は
、
心
正
し
く
端
正
に
刀
技
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
の
各

ご
流
派
の
益
々
の
隆
盛
と
諸
先
生
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

由
　
来

　

心
形
刀
流
は
江
戸
時
代
の
初
め
、「
本
心
刀
流
」
を
は
じ
め
と
す
る
諸
流

を
学
ん
だ
伊い

庭ば

是ぜ

水す
い

軒け
ん

秀ひ
で

明あ
き

が
創
始
し
た
流
派
で
あ
る
。　

　

八
代
目
伊い

庭ば

軍ぐ
ん

兵べ

衛い

秀ひ
で
な
り業
の
時
、
江
戸
下
谷
に
道
場
を
開
き
、「
練
武
館
」

と
名
付
け
多
く
の
門
弟
を
指
導
し
た
。
北
辰
一
刀
流
・
神
道
無
念
流
・
鏡
新

明
智
流
の
三
流
派
に
心
形
刀
流
を
加
え
た
剣
術
道
場
は
「
江
戸
四
大
道
場
」

と
呼
ば
れ
た
。
幕
末
期
、
九
代
目
伊
庭
軍
兵
衛
秀ひ

で
と
し俊

は
幕
府
講
武
所
の
師
範

役
に
、
そ
し
て
、「
伊
庭
の
小
天
狗
」
と
し
て
知
ら
れ
る
伊
庭
八
郎
秀ひ

で
さ
と穎

も

教
授
方
に
出
仕
し
た
の
で
、
心
形
刀
流
は
全
国
各
地
に
伝
播
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

八
代
目
伊
庭
軍
兵
衛
秀
業
か
ら
免
許
皆
伝
を
受
け
た
伊
勢
国（
現
三
重
県
）

亀
山
藩
士
山
崎
雪せ

つ
り
ゅ
う
け
ん

柳
軒
は
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
江
戸
か
ら
亀
山
に
帰
り
、

翌
年
「
亀
山
演
武
場
」
を
建
設
、
亀
山
藩
撃
剣
指
南
役
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
当

時
、
藩
内
で
は
鹿
島
新
当
流
、
新
陰
流
が

主
流
剣
術
で
あ
っ
た
が
、
心
形
刀
流
は
藩

の
御
流
儀
と
し
て
庇
護
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
維
新
を
迎
え
、

各
地
に
拡
が
っ
た
心
形
刀
流
も
衰
退
、
廃

絶
し
て
い
っ
た
が
、
今
日
ま
で
途
絶
え
る

こ
と
な
く
そ
の
流
統
を
継
承
し
て
い
る
の

は
三
重
県
亀
山
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
元

治
二
年
の
開
場
以
来
、
百
有
余
年
の
歴
史

を
刻
ん
だ
「
亀
山
演
武
場
」
は
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
に
開
場
１
５
６
年

を
迎
え
た
。

系
　
譜

流
祖　

伊
庭
是
水
軒
秀
明
（
１
６
４
９
〜
１
７
１
３
）

二
代　

 

伊
庭
軍
兵
衛
秀
康
（
１
６
７
５
〜
１
７
３
９
） 

―
水
谷
忠
辰
―
水
谷
格
寿
―
岩
間
大
助
― 

松
浦
静
山

三
代　

 

伊
庭
軍
兵
衛
直
保
（
１
７
０
８
〜
１
７
５
２
） 

―
大
河
原
右
膳
―
柳
剛
流
流
祖　

岡
田
惣
右
衛
門

四
代　

伊
庭
軍
兵
衛
秀
直
（
１
７
１
７
〜
１
７
６
２
）

五
代　

伊
庭
軍
兵
衛
秀
矩
（
１
７
４
４
〜
１
８
２
６
）

六
代　

伊
庭
軍
兵
衛
秀
長
（
１
７
７
１
〜
１
８
４
２
）

七
代　

伊
庭
軍
兵
衛
秀
渕
（
１
７
９
０
〜
１
８
３
０
）

八
代　

 

伊
庭
軍
兵
衛
秀
業
（
１
８
１
０
〜
１
８
５
８
） 

―
亀
山
藩　

初
代　

山
崎
雪
柳
軒　

　
　
　
　
　
　
　
　

二
代　

市
川
権
平

　
　
　
　
　
　
　
　

三
代　

加
藤
正
斎

　
　
　
　
　
　
　
　

四
代　

加
藤
文
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

五
代　

小
林
正
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

六
代　

小
林　

強

九
代　

伊
庭
軍
兵
衛
秀
俊
（
１
８
１
０
〜
１
８
８
６
）

十
代　

伊
庭
想
太
郎　　
（
１
８
５
１
〜
１
９
０
７
）

流
儀
の
特
徴

　

心
形
刀
流
の
流
名
の
由
縁
と
理
念
に
つ
い
て
、
平
戸
藩
主
・
松
浦
静
山
は
、

「
剣
攷
」の
中
で
、「
剣
を
抜
い
て
敵
と
相
対
し
た
時
の
人
間
の
本
心
は
、『
撃

た
れ
る
の
で
は
な
い
か
』
と
思
わ
ず
怯
ん
で
し
ま
う
心
で
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
心
中
に
は
敵
を
撃
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
心
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
心

は
上
辺
の
血
気
で
あ
り
、
本
心
で
は
な
い
。
自
分
の
本
心
を
あ
り
の
ま
ま
に

認
め
、
い
か
な
る
場
合
も
怯
む
こ
と
の
な
い
心
を
練
る
こ
と
で
、
技
は
は
じ

め
て
形
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
故
に
心
、
形
の
順
序
と
な
り
、『
心
形
刀
流
』

の
流
名
と
な
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
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鍵
は
相
手
の
武
器
、
体
勢
を
制
し
て
切
る
を
基
本
と
す
る
。
ま
た
、
腕
貫

の
使
用
は
口
伝
、
秘
事
に
つ
き
略
す
。
腕
貫
の
体
用
は
目
録
以
上
で
な
い
と

使
用
を
許
さ
な
い
。

演
武
者

真
槍
之
形　

宗
家　

川
瀬　

一
道

立　
　

方　

前
原　

一
教　

北
村　

賢
一

演
武
内
容

鍵か
ぎ

槍や
り

之の

形か
た　

立
方
が
素
槍
、
仕
方
が
鍵
槍
を
持
っ
て
行
う
。

上
段　

立
方
胴
に
突
い
て
来
る
の
を
右
前
で
冠
り
て
押
さ
え
、
十
字
に
受
け
、

引
き
回
し
て
左
に
捨
て
、
小
手
を
切
っ
て
的て

き

付つ
け

。

中
段　

立
方
面
に
突
い
て
来
る
の
を
、
仕
方
は
右
前
に
体
を
交
わ
し
、
左
上

段
に
受
け
、
頭
上
に
巻
き
上
げ
て
右
前
に
捨
て
的
付
。

下
段　

相
方
下
段
の
構
、
相
方
同
時
に
掛
か
り
槍
を
上
下
に
三
度
打
ち
合
い

し
、
仕
方
槍
を
引
き
冠
り
、
立
方
の
槍
を
打
ち
落
と
し
て
残
心
。

目め

付つ
け　

相
方
上
段
の
構
、
相
方
同
時
に
掛
か
り
槍
を
上
下
に
打
合
し
、
仕
方

は
そ
の
ま
ま
立
方
の
手
元
に
入
り
押
付
。

目め

付つ
け

裏う
ら　

相
方
中
段
の
構
、
立
方
面
に
突
い
て
来
る
の
を
、
仕
方
鍵
に
す
く

い
上
げ
槍
を
引
き
胴
に
来
る
を
、
鍵
で
押
さ
え
、
そ
の
ま
ま
槍
を
す
り
込

み
て
小
手
を
切
り
、
槍
を
引
き
、
残
心
。

真し
ん

槍そ
う

之の

形か
た　

真
槍
を
用
い
て
形
を
演
ず
る
。

活
動
状
況

　

毎
年
、
東
京
、
京
都
、
岡
山
、
広
島
の
神
社
、
武
道
場
な
ど
で
演
武
を
行

っ
て
い
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

〒
７
２
６
─
０
０
０
２　

広
島
県
府
中
市
鵜
飼
63
─
４

毎
週
火
曜
日
午
後
８
時
〜
10
時

抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、
大

変
光
栄
に
思
い
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
大
会
で
は
、
佐
分
利
流
槍
術
の
演

武
か
ら
、
み
な
さ
ま
に
礼
儀
、
気
力
、
古
武
道
精
神
の
大
切
さ
を
発
信
で
き

た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
古
来
か
ら
伝
わ
る
古
武
道
を
発
展
、
継
承
で
き
る
よ
う
に
か
ん
ば
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

由
　
来

　

佐
分
利
流
槍
術
は
佐
分
利
猪
之
助
重
隆
を
開
祖
と
す
る
。
重
隆
は
初
め
富

田
流
を
学
ん
だ
。
富
田
一
家
の
武
道
は
中
条
流
の
正
系
を
く
む
名
流
で
あ
る
。

そ
の
一
門
の
富
田
牛
生
は
槍
術
に
秀
で
、
富
田
流
槍
術
の
開
祖
と
な
る
。
重

隆
は
牛
生
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
妙
旨
を
悟
り
、
工
夫
を
加
え
佐
分
利
流
を

創
始
し
開
祖
と
な
っ
た
。
関
ヶ
原
の
合
戦
で
は
東
軍
に
属
し
、
勢
州
津
の
城

を
守
り
槍
を
も
っ
て
大
い
に
石
田
方
を
悩
ま
し
た
。
そ
の
後
、
池
田
輝
政
に

仕
え
老
臣
と
な
り
、
子
弟
の
育
成
に
努
め
た
。

　

門
人
多
数
あ
る
中
、
岡
田
源
五
左
衛
門
、
佐
々
木
左
内
の
両
人
が
最
も
秀

で
、
こ
れ
に
佐
分
利
の
姓
を
与
え
、
妙
旨
を
伝
え
た
。
源
五
左
衛
門
重
賢
は

師
の
伝
を
継
ぎ
、
左
内
は
備
中
足
守
木
下
家
槍
術
師
家
と
な
り
、
多
く
の
武

勇
伝
を
残
し
た
。
４
代
目
重
勝
よ
り
三
原
藩
槍
術
師
家
と
な
り
隆
盛
を
極
め

た
が
、
８
代
目
重
武
の
と
き
明
治
維
新
と
な
る
。
そ
の
後
、
倉
橋
誠
太
、
吉

永
俊
二
、
川
瀬
元
一
、
川
瀬
一
道
と
引
き
継
が
れ
、
古
流
の
振
興
に
努
め
て

い
る
。

系
　
譜

佐開
祖

分
利
猪
之
助
重
隆
─
佐二
代

分
利
源
五
左
衛
門
重
賢
─
佐三
代

分
利
平
蔵
重
種
─
佐四
代

分
利
庄
内
重
勝
─
佐五
代

分
利
文
五
左
衛
門
重
之
─
佐六
代

分
利
内
次
重
真
─
佐七
代

分
利

文
五
左
衛
門
重
道
─
佐八

代

分
利
源
五
左
衛
門
重
武
─
佐九
代

分
利
誠
太
重
昭
─
佐十
代

分

利
俊
二
重
文
─
佐十

一
代分

利
元
一
重
道
─
佐十
二
代分

利
一
道
重
徳

流
儀
の
特
徴

　

当
流
は
、
槍
は
切
る
も
の
、
刀
は
突
く
も
の
を
真
髄
と
し
て
い
る
。
槍
の

全
長
は
九
尺
、
穂
先
は
両
刀
両
鎬
、
長
さ
は
二
尺
一
寸
を
基
準
と
す
る
。
鍵

は
穂
先
よ
り
二
尺
五
寸
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
鍵
の
位

置
に
腕
貫
と
称
す
る
房
が
付
け
て
あ
り
、
長
さ
一
丈
一
尺
、
太
さ
九
耗
前
後

で
あ
る
。

〒
７
２
６
─
０
０
０
２

広
島
県
府
中
市
鵜
飼
町
63
─
４

☎
（
０
８
４
７
）
４
５
─
４
０
９
５

第
十
二
代
宗
家

川
瀬	

一
道

佐さ

分ぶ

利り

流
り

ゅ

う

槍
そ

う

術
じ

ゅ

つ
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〒
７
０
１
─
０
２
０
４

岡
山
県
岡
山
市
南
区
大
福
164

☎
（
０
８
６
）
２
８
１
─
１
９
０
０

代
表神

崎	　

勝

初し

ょ

實じ

つ

剣け

ん

理り

方か

た

一い

ち

流
り
ゅ
う

甲か

っ

冑
ち
ゅ
う

抜ば

っ

刀と

う

術
じ
ゅ
つ

演
武
内
容

初
實
剣

骨　

法

遠　

近

抜　

撃

裏　

廻

越　

足

左
身
剣

待
勇
剣

胸　

盡

陰
中
剣
（
試
斬
）

活
動
状
況

⑴
日
本
古
武
道
演
武
大
会

⑵
岡
山
県
古
武
道
連
盟
主
催
（
岡
山
県
古
武
道
祭
）

⑶
備
前
総
社
宮
奉
納
演
武

⑷
吉
備
津
彦
神
社
奉
納
演
武

⑸
徳
森
神
社
奉
納
演
武

⑹
津
山
さ
く
ら
ま
つ
り

　

海
外
交
流

⑺
２
０
０
３
年　

ス
ペ
イ
ン
オ
ビ
エ
ド
市
派
遣
日
本
武
道
団

⑻
全
日
本
剣
道
連
盟　

第
四
回
パ
リ
大
会
（
２
０
０
８
年
）

⑼ 

日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
百
周
年
記
念
事
業
（
２
０
０
８
年
ブ
ラ
ジ
ル
派
遣

日
本
武
道
代
表
団
）

⑽
２
０
１
４
年
ロ
シ
ア
連
邦
（
モ
ス
ク
ワ
市
）
派
遣
日
本
武
道
代
表
団

⑾
２
０
１
９
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
派
遣
日
本
武
道
代
表
団

稽
古
場
及
び
支
部

○
岡
山
道
場
（
岡
山
市
出
石
町
大
河
原
ビ
ル
）

○
倉
敷
支
部
（
千
田
道
場
）

抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
へ
出
場
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
、

光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

明
治
４
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
300
弱
の
藩
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
流
派
が
消
滅
す
る
中
、
現
代
ま
で
存
続
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
先
人
達
が

血
と
汗
と
修
練
に
よ
り
積
み
上
げ
て
き
た
賜
で
す
。 

　

そ
の
技
と
心
を
継
承
し
、
作
州
津
山
藩
に
伝
わ
る
初
實
剣
理
方
一
流
を
次

世
代
へ
の
伝
承
に
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

こ
の
栄
え
あ
る
大
会
に
て
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
き
、
疫
病
を
吹
き
飛

ば
し
て
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
演
武
に
臨
み
ま
す
。

由
　
来

　

流
祖
は
、
今
枝
佐
仲
藤
原
良
台
と
い
い
竹
栄
軒
一
翁
と
号
し
た
。
正
保
３

年
、
伯
耆
国
倉
吉
に
生
ま
れ
、
父
、
今
枝
佐
仲
良
堅
か
ら
家
伝
の
今
枝
流
剣

術
を
学
び
、
江
戸
に
出
て
、
伯
父
、
今
枝
四
郎
左
衛
門
良
政
に
つ
い
て
修
行

し
大
成
し
た
。
初
め
摂
津
高
槻
永
井
日
向
守
に
仕
え
た
が
、
後
に
浪
人
と
な

り
、
再
び
武
者
修
行
で
諸
国
を
遊
歴
し
、
今
枝
家
伝
の
術
の
ほ
か
に
、
柳
生

流
、
起
倒
流
、
柏
原
流
な
ど
を
学
ん
だ
と
い
う
。
江
戸
で
武
術
道
場
を
張
り
、

江
戸
三
浪
人
の
一
人
と
い
う
。

　

今
枝
家
は
本
来
、
伊
藤
若
狭
守
盛
正
の
時
代
に
今
川
家
に
仕
え
、
桶
狭
間

の
戦
後
、
京
極
家
預
か
り
と
な
り
、
そ
の
後
今
枝
と
い
う
氏
を
名
乗
り
、
膳

所
本
多
家
に
仕
え
た
。
ま
た
、
今
枝
流
は
江
戸
時
代
に
栄
え
、
膳
所
藩
、
越

前
大
野
藩
、
江
戸
道
場
、
伊
賀
上
野
藩
、
津
山
藩
、
中
津
藩
、
小
倉
藩
、
長

府
藩
、
鳥
取
藩
（
現
鳥
取
県
全
域
）、
仙
台
藩
へ
と
伝
え
ら
れ
た
。

　

初
代
良
台
、
２
代
良
邑
、
３
代
良
真
、
４
代
良
尚
、
５
代
良
全･･････

15

代
大
山
瀧
水
、
16
代
大
山
十
三
郎
は
高
弟
藤
田
金
一
に
、
同
流
の
奥
技
を
伝

授
、
印
可
を
授
け
ら
れ
た
。
神
崎
勝
は
平
成
元
年
２
月
、
師
藤
田
金
一
よ
り

免
許
皆
伝
を
印
可
さ
れ
、
後
輩
を
指
導
し
現
在
に
至
る
。

系
　
譜

今流
祖

枝
前
佐
仲
藤
原
良
台
─
今二
代

枝
前
佐
仲
良
邑
─
今三
代

枝
前
佐
仲
良
真
─
今四
代

枝
前

佐
仲
良
尚
─
今五

代

枝
前
佐
仲
良
全
─
今六
代

枝
前
佐
仲
良
益
─
本七
代

郷
前
三
尺
真
富
─

松八
代

尾
圓
助
常
倫
─
本九
代

郷
所
左
衛
門
真
典
─
松十
代

尾
圓
八
巌
─
松十
一
代尾

慎
六
盛
─

井十
二
代汲
唯
一
貫
─
今十
三
代泉
南
八
栄
清
─
吉十
四
代田
武
四
郎
真
好
─
大十
五
代山
瀧
水
正
武
─

大十
六
代山

十
三
郎
綾
正
光
─
藤
田
金
一
源
久
実
─
神
崎
勝

流
儀
の
特
徴

　

当
流
は
、
今
枝
流
剣
術
の
太
刀
抜
刀
を
基
本
と
す
る
技
が
多
く
伝
わ
っ
て

お
り
、
特
に
斬
り
合
い
の
後
、
敵
を
倒
し
て
「
止と

ど
め」

を
刺
す
こ
と
。
血
振
納

刀
の
際
、
親
指
と
人
差
し
指
で
刀
を
挟
み
血
糊
を
拭
い
て
納
刀
す
る
な
ど
、

古
武
士
の
厳
し
い
武
術
で
あ
る
。

演
武
者

代　

表　

神
崎　
　

勝

師
範
代　

多
賀　

俊
郎

世
話
代　

神
崎　

勝
馬
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二
、
中
段

　

１　

太
刀
合
二
本

　

２　

長
刀
合
三
本

活
動
状
況

　

稽
古
は
熊
本
市
の
龍
り
ゅ
う
じ

驤ょ
う

館か
ん

、
日
曜
日
に
宗
家
宅
近

く
の
神
社
境
内
で
、
午
前

10
時
か
ら
正
午
ま
で
。
毎

年
３
月
の
熊
本
県
古
武
道

演
武
大
会
と
10
月
の「（
熊

本
城
）
お
城
ま
つ
り
」
に

出
演
し
て
い
る
。

　

最
近
、
他
流
派
経
験
者

を
含
む
男
性
の
入
門
者
が

増
え
て
き
た
。
足
の
運
び

方
、
体
の
重
心
の
落
と
し

方
、
腰
の
使
い
方
な
ど
基

本
動
作
を
み
っ
ち
り
指
導

し
て
い
る
こ
と
が
理
由
の

よ
う
で
、
う
れ
し
い
限
り

で
あ
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
稽
古
場　

龍
驤
館

　

〒
８
６
２
─
０
９
４
１　

熊
本
市
中
央
区
出
水
１
丁
目
４
―
７

○
菊
水
支
部

　

〒
８
６
５
─
０
１
２
６　

熊
本
県
玉
名
郡
和
水
町
前
原
451
―
２

抱
　
負

　

前
大
会
に
続
き
、
今
回
も
４
人
で
参
加
し
ま
す
。
う
ち
２
人
は
初
参
加
の

男
性
で
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
に
熊
本
に
伝
わ
っ
て
以
来
、
藩
校
時
習
館
で
の
修
練
に
始

ま
り
、
明
治
時
代
以
降
は
女
学
校
や
女
子
師
範
学
校
で
の
教
練
を
経
て
平
成

の
今
日
ま
で
、
連
綿
と
伝
わ
っ
て
き
た
古
流
長
刀
の
形
と
気
合
い
を
、
気
持

ち
を
込
め
て
演
武
し
ま
す
。

　

競
技
仕
合
（
試
合
）
を
前
提
に
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
な
ぎ
な
た
」
と
異
な
り
、

古
流
長
刀
は
歩
き
方
、
捌さ

ば

き
方
な
ど
基
本
動
作
を
な
に
よ
り
も
重
視
し
ま
す
。

自
分
を
律
し
、
ひ
た
す
ら
訓
練
す
る
中
で
少
し
ず
つ
体
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
が
武
術
全
般
だ
け
で
な
く
、
日
頃
の
暮
ら
し
の
中
の
所
作
も
美

し
く
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

由
　
来

　

流
祖
は
和
泉
国
日
根
（
現
大
阪
府
泉
佐
野
市
）
の
浪
人
亀
井
輝
重
で
、
肥

後
の
浪
士
松
本
源
次
郎
助
次
が
日
本
廻
国
の
途
中
、
和
泉
国
に
至
り
亀
井
氏

に
師
事
し
、
長
刀
総
状
指
南
の
奥
義
を
受
け
、
帰
国
し
て
肥
後
藩
に
伝
え
た
。

系
　
譜

亀
井
輝
重
│
松
本
源
次
郎
助
次
│
石
寺
可
亭
貞
次
│
入
江
新
内
時
陳
│
入
江

新
次
郎
貞
馨
│
小
堀
平
右
衛
門
闊
有
│
入
江
太
郎
八
貞
伸
│
安
田
市
助
貞
方

│
入
江
太
郎
八
貞
伸
│
村
島
貞
諧
│
安
田
退
三
貞
栄
│
三
浦
榮
四
郎
│
安
田

萬
喜
│
木
野
静
恵

　
　
　

蟻
田
久
代
子
│
近
藤
千
代
子
│
平
田
眞
由
美

流
儀
の
特
徴

　

肥
後
古
流
長
刀
は
刃
先
四
尺
、
柄
四
尺
の
大
お
お
　
な
ぎ
　
な
た

長
刀
で
、
こ
の
八
尺
の
大
長

刀
を
自
由
自
在
に
操
れ
る
よ
う
に
訓
練
す
る
（
稽
古
、
仕
合
は
樫
棒
を
用
い

る
）。
繰
出
し
繰
込
み
の
技
を
特
徴
と
し
、
手
数
少
な
く
一
刀
必
殺
の
術
で

あ
る
。

演
武
者

宗
家　

平
田
眞
由
美

師
範　

西
本　

葉
月

師
範　

廣
田　

直
人

師
範　

島
永　

陸
夫

演
武
内
容

一
、
常
の
表

　

１　

太た

刀ち

合あ
い

五
本

　

２　

長な
ぎ
な
た
あ
い

刀
合
三
本

〒
８
６
５
─
０
１
２
６

熊
本
県
玉
名
郡
和
水
町
前
原
451
─
２

☎
（
０
９
６
８
）
８
６
─
４
２
１
３

第
十
七
代
宗
家

平
田
眞
由
美

肥ひ

後ご

古こ

流
り

ゅ

う

長
な

ぎ

刀
な

た
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〒
７
０
９
─
３
１
０
４

岡
山
県
岡
山
市
北
区
建
部
町
角
石
谷

１
１
３
１

☎
（
０
８
６
）
７
２
２
─
３
３
８
５

相
伝
家
十
三
代
目

竹
内
藤
十
郎

竹
た

け

の

内う

ち

流
り

ゅ

う

柔
じ

ゅ

う

術
じ

ゅ

つ 

腰
こ

し

の

廻
ま

わ

り

小こ

具ぐ

足そ

く

抱
　
負

　

作さ
く
し
ゅ
う州の

山
奥
で
竹た
け
の
う
ち
け

内
家
が
伝
承
し
て
い
る
竹
内
流
は
、
あ
と
10
年
で
創
始

五
百
周
年
。
生
首
を
と
ら
な
い
で
生
け
捕
り
に
す
る
「
捕と

り
て手
」
の
発
想
が
戦

国
時
代
に
な
さ
れ
た
と
は
驚
き
で
す
。
小し

ょ
う
と
う刀や
徒
手
空
拳
を
駆
使
す
る
勢
い

は
そ
の
ま
ま
に
寸す

ん

止ど

め
を
し
、「
気
合
・
気
迫
・
残
心
」
で
相
手
を
圧
倒
し

降
伏
さ
せ
る
演
武
を
心
が
け
ま
す
。

由
　
来

　

竹
内
流
は
、
天
文
元
年
（
１
５
３
２
）、
作
州
垪は
が
の
ご
う

和
郷
一
ノ
瀬
城
主
竹
た
け
の
う
ち内

中な
か
つ
か
さ
だ
ゆ
う
ひ
さ
も
り

務
大
輔
源
久
盛
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
編
み
出
さ
れ
た
神
伝

捕
手
五
ヶ
条
と
武む

し
ゃ
が
ら
め

者
搦
は
、
秘
伝
と
し
て
竹
内
家
が
現
在
に
伝
え
て
い
る
。

　

二
代
目
久ひ

さ
か
つ勝

（
久
盛
の
次
男
）
は
20
歳
で
必
勝
五
ヶ
条
の
技
を
会
得
し
、

23
歳
で
諸
国
武
者
修
行
に
出
立
、
各
地
で
の
真
剣
勝
負
を
経
て
流
儀
を
集
大

成
し
た
。
そ
し
て
、
三
代
目
久ひ

さ

吉よ
し

（
久
勝
の
長
男
）
が
諸
国
武
者
修
行
に
よ

っ
て
兵
法
自
在
の
奥
義
を
極
め
、
腰
廻
小
具
足
を
は
じ
め
と
す
る
流
儀
を
完

成
さ
せ
る
に
至
っ
た
。

　

な
お
、
八
代
目
久ひ

さ
よ
し愛

の
遺
志
に
よ
り
、
嫡
ち
ゃ
く
な
ん男

藤
十
郎
（
久ひ
さ
た
ね種

）
が
分
家
し

て
相そ

う

伝で
ん
け家
を
設
け
、
流
儀
の
業
形
と
血
脈
が
絶
え
る
の
を
防
ぐ
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
創
流
以
来
490
年
を
経
た
今
も
、
流
儀
の
技
と
心
が
一
子

相
伝
に
よ
り
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。

系
　
譜

竹流
祖

内
中
務
大
輔
久ひ
さ
も
り盛

─
竹二
代
目内

常
陸
介
久ひ
さ
か
つ勝

─
竹三
代
目内

加
賀
介
久ひ
さ
よ
し吉

─
竹四
代
目内

藤
一

郎
久ひ

さ
つ
ぐ次

─
竹五
代
目内

藤
一
郎
久ひ
さ
ま
さ政

─
竹六
代
目内

藤
一
郎
久ひ
さ
し
げ重

─
竹七
代
目内

藤
一
郎
久ひ
さ
た
か孝

─

竹八
代
　
目内
藤
一
郎
久ひ
さ
よ
し愛
─
竹九
代
目内
藤
十
郎
久ひ
さ
た
ね種
─
竹十
代
目内
藤
十
郎
久ひ
さ
も
り守
─
竹十
一
代
目内
藤
十
郎

久ひ
さ

充み
つ

─
竹十
二
代
目内

藤
十
郎
久ひ
さ
ひ
ろ博

─
竹十
三
代
目内

藤
十
郎
久ひ
さ
た
け武

（
本
名
・
竹
内
武
夫
）

流
儀
の
特
徴

　

竹
内
流
は
「
捕
手
腰
廻
小
具
足
」
を
中
核
と
す
る
総
合
武
術
で
あ
る
。
な

か
で
も
、
小し

ょ
う
と
う刀を

使
う
小
具
足
組
討
と
羽は

で手
と
呼
ば
れ
る
素
手
の
組
討
は
代

表
的
な
業
形
で
あ
る
。
小
刀
は
一
尺
二
寸
前
後
の
脇
差
・
鎧
通
・
前
差
を
常

用
す
る
が
、
そ
の
奥
義
は
袋ふ
く
ろ
じ
な
い

竹
刀
を
使
う
稽
古
か
ら
小し
ょ
う
ぼ
く
と
う

木
刀
や
真
剣
を
使
う

修
錬
の
体
系
的
な
積
み
重
ね
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
羽
手
は
殺さ

っ
け
つ穴

・
急
所
へ
の

当
て
身
を
第
一
と
し
、
こ
れ
に
続
い
て
投
げ
技
や
留
め
技
を
展
開
す
る
。
い

ず
れ
も
攻
撃
し
て
き
た
相
手
を
生
け
捕
り
に
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

な
お
、
竹
内
流
の
稽
古
は
竹
内
家
が
代
々
相
伝
し
て
い
る
伝
統
的
な
業
形

で
あ
り
、
控
（
二
代
目
制
定
）
で
は
業
を
試
す
こ
と
は
仕
間
敷
き
事
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
三
つ
指
の
礼
や
目め

つ
け付

な
ど
に
独
特
の
作
法
が
あ
る
。

演
武
者

師　
　

範　

竹
内
藤
十
郎　
　
　
　

師
範
代　

竹
内　

秀
将

師
範
代　

竹
内　

勢
至

演
武
内
容

脇わ
き
ざ
し
お
と
し
で

差
落
手　

連
続
で
留
め
を
は
ず
し
て
逆
転
を
図
る
小
具
足
必
勝
技
。

忽た
ち
ま
ち

　
　

離
は
な
る
る
　

相
手
の
力
を
利
用
し
て
組
み
伏
せ
る
小
具
足
冒
頭
の
技
。

清す
ま
し

　
　

見み
る　

紅
く
れ
な
いの
目め
つ
け付
で
左
脇
を
留
め
て
残
心
、
目
録
第
二
の
捕
手
。

右み
ぎ
の
て
ど
り

之
手
取　

小し
ょ
う
と
う刀を

持
つ
右
手
を
捕
る
、
小
具
足
裏
の
技
。

大お
お
ご
ろ
し
は
ず
れ
な
し

殺
無
外　

抱
え
つ
い
た
敵
を
投
げ
て
留
め
る
、
小
具
足
裏
の
技
。

切き
り　

　

落お
と
し　

腕
を
固
め
て
し
ま
う
捕
手
の
特
徴
的
な
留
め
技
。

負お
い　

　

投な
げ　

急
所
へ
の
当
て
身
の
後
で
投
げ
放
ち
、
残
心
の
心
得
。

紅も
み
じ
が
り

葉
狩　

手も
み
じを

捕
る
回
転
必
勝
技
で
捕ほ
じ
ょ
う縄

と
連
結
。

大お
お　

　

襷だ
す
き　

留
め
を
経
て
迅は
や

縄な
わ

で
生
け
捕
り
、
捕
縄
は
秘
伝
。

活
動
状
況

　

全
国
規
模
の
古
武
道
大
会
に
参
加
演
武
す
る
ほ
か
、
岡
山
県
古
武
道
連
盟

主
催
の
古
武
道
祭
に
は
門
人
一
同
が
毎
年
参
加
演
武
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ

ラ
ン
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア
で
の
海
外
武
道
交
流
、
天
皇
陛
下
御
即
位
20

年
奉
祝
・
財
団
法
人
日
本
武
道
館
開
館
45
周
年
記
念
「
日
本
武
道
祭
」
で
の

演
武
、
世
界
柔
道
選
手
権
東
京
大
会
で
の
「
柔
術
の
源
流
・
竹
内
流
」
の
特

別
披
露
、
地
方
青
少
年
柔
道
錬
成
大
会
模
範
演
武
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
本
部
道
場
（
相
伝
家
稽
古
場
）
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
入
門
講

座
・
教
養
講
座
・
特
別
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。

　

な
お
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
竹
内
流
捕
手
腰
廻
小
具
足
〜
柔
術
の
源
流
の
技
と
心
を

学
ぶ
〜
』（
Ｂ
Ａ
Ｂ
ジ
ャ
パ
ン
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
本
部
道
場
（
相
伝
家
稽
古
場
）

　

〒
７
０
９
─
３
１
０
４　

岡
山
市
北
区
建
部
町
角
石
谷
１
１
３
１

　

・
竹
内
流
武
術
社
本
部
道
場

　
　
　

毎
週
火
曜
日　

午
後
７
時
半
〜

　
　
　

希
望
や
必
要
に
よ
り
特
別
講
座
な
ど
を
開
設

　
　
　
（
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
日
時
・
内
容
を
予
約
）

　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

take-pro@
po12.oninet.ne.jp

○
支
部
（
支
部
道
場
）

　

・
竹
内
流
岡
山
道
場
（
岡
山
市
）　

・
竹
内
流
東
広
島
道
場
（
広
島
県
）

　

・
竹
内
流
福
山
道
場
（
広
島
県
）　

・
岡
山
理
科
大
学
古
武
道
部

　

・
広
島
大
学
古
武
道
部　
　
　　
　

・
吉
備
高
原
学
園
高
校
古
武
道
部

文
化
財
指
定

○ 

道
場
一
帯
が
『
竹
内
流
発
祥
の
地
』
と
し
て
岡
山
県
指
定
史
跡
（
昭
和
51

年
）
に
な
っ
て
い
る
。
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抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
に
参
加
を
許
さ
れ
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を

合
わ
せ
持
つ
全
国
の
優
れ
た
古
武
道
の
継
承
者
で
あ
る
高
名
な
先
生
方
と
と

も
に
本
日
、
日
本
武
道
館
で
演
武
で
き
ま
す
こ
と
は
、
大
変
名
誉
で
あ
り
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
日
本
武
道
館
・
日
本
古
武
道
協
会
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
よ
う
武
道
的
気
魄
で
、
本
日
は
精
一
杯
演

武
を
致
し
ま
す
。

由
　
来

　

沖
縄
剛
柔
流
は
宮み
や

城ぎ
ち

長ょ
う

順じ
ゅ
ん（

１
８
８
８
〜
１
９
５
３
）
を
流
祖
と
す
る
沖

縄
を
代
表
す
る
流
派
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

剛
柔
流
以
前
は
那ナ

ー
フ
ァ
ー
デ
ー

覇
手
と
呼
称
さ
れ
、
那
覇
手
を
代
表
す
る
武
術
家
が

東ひ
が
お
ん
な
か
ん
り
ょ
う

恩
納
寛
量
で
そ
の
高
弟
が
宮
城
長
順
で
あ
る
。
剛
柔
流
は
旧
琉
球
王
府
の

清
国
往
還
船
船
頭
東
恩
納
親
雲
上
寛
用
の
四
男
東
恩
納
寛
量
（
１
８
５
３
〜

１
９
１
５
）
が
１
８
６
７
年
（
慶
応
３
年
）
２
月
琉
球
王
府
の
承
認
（
保
証

人
吉
村
御
殿
朝
明
）
を
得
て
、
私
費
留
学
生
と
し
て
福
建
省
福
州
へ
渡
り
、

福
州
学
舎
で
の
３
年
間
の
勉
学
期
間
を
含
め
15
年
間
同
地
に
留
ま
っ
て
南
派

少
林
拳
の
達
人
リ
ュ
ウ
リ
ュ
ウ
コ
ウ
師
よ
り
朝
夕
厳
し
い
指
導
を
受
け
、
奥

伝
の
技
法
を
習
得
し
、
帰
国
後
、
そ
の
技
法
を
琉
球
古
伝
の
「
手
」
と
整
合

せ
し
め
、
沖
縄
独
特
の
技
法
体
系
を
沖
縄
伝
統
空
手
と
し
て
確
立
し
た
と
き

に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

沖
縄
剛
柔
流
は
「
剛ご

う
じ
ゅ
う
ど
ん
と

柔
呑
吐
」
と
い
わ
れ
、
攻
防
の
技
は
す
べ
て
呼
吸
法

で
極
ま
り
、
そ
の
呼
吸
法
の
鍛
錬
型
は
剛
の
「
三さ

ん
ち
ん戦

」
と
柔
の
「
転て
ん

掌し
ょ
う」

と

い
う
基
本
型
が
あ
る
。
そ
の
三
戦
と
転
掌
で
徹
底
的
に
呼
吸
法
を
練
り
、
呼

吸
と
と
も
に
心
身
を
鍛
え
る
の
で
あ
る
。
体
力
の
な
い
人
に
は
伝
統
器
具
で

も
っ
て
体
力
づ
く
り
を
行
い
、
攻
防
の
技
と
強
靭
な
精
神
と
体
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
型
の
練
習
を
徹
底
的
に
反
復
し
、
そ
し
て
武
道
的
気
魄
と
人
格

を
完
成
さ
せ
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

系
　
譜

宮み
や
ぎ
ち
ょ
う
じ
ゅ
ん

城
長
順
―
宮み
や

城ぎ

安あ
ん
い
ち一

―
東ひ
が

恩お
ん

納な

盛も
り

男お

演
武
者

東
恩
納
盛
男　
　

蔵
元
雅
一

演
武
内
容

型テ
ン
シ
ョ
ウ
（
転
掌
）

カ
キ
エ
ー
（
靠
基
）

活
動
状
況

稽
古
日

　

一
般
の
部　
　

月
〜
土　
　
　
　

午
後
８
時
〜
10
時

　

少
年
の
部　
　

月
・
水
・
金　
　

午
後
７
時
〜
８
時

　

壮
年
の
部　
　

火
・
木
・
日　
　

午
後
６
時
半
〜
８
時

　

 

日
本
国
内
合
宿
（
８
月
）・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
宿
（
７
月
）・
国
際　

支
部
長

合
宿
（
11
月
）・
他
各
国
合
宿
六
ヶ
所
余

年
間
行
事

　

現
在
沖
縄
を
中
心
に
全
国
的
に
普
及
発
展
す
る
よ
う
各
地
区
で
８
月
に
合

宿
を
行
う
。

　

ま
た
、
７
月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
な
ら
び
に
近
隣
諸
国
が
集
ま
り
、
500

〜
700
名
規
模
の
合
宿
を
行
っ
て
い
る
。
沖
縄
総
本
部
で
は
、
国
際
指
導
者
講

習
会
を
２
年
に
一
度
10
月
に
開
催
し
、
各
国
支
部
長
な
ら
び
に
６
段
以
上
の

高
段
者
を
集
め
、
正
し
い
伝
統
技
術
の
修
得
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
４
年
に
一
度
開
催
す
る
世
界
武
道
祭
に
は
世
界
各
国
か
ら
会
員
700

名
余
が
参
加
し
、
沖
縄
伝
統
文
化
と
技
術
研け

ん
さ
ん鑽
を
通
し
て
国
際
友
好
親
善
を

深
め
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
７
月
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
た
第
７
回
世
界
武
道
祭
に
は
、
世

界
40
余
ヵ
国
か
ら
会
員
の
１
１
０
０
名
余
の
参
加
を
得
た
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
沖
縄
総
本
部　

東ひ
が

恩お
ん

納な

道ど
う
じ
ょ
う

場

　

〒
９
０
０
―
０
０
１
３　

沖
縄
県
那
覇
市
牧
志
３
―
22
―
42

　

☎
（
０
８
９
）
８
６
４
―
１
６
７
３

国
内
支
部

東
京
支
部
・
神
奈
川
支
部
・
宮
城
県
支
部
・
千
葉
県
支
部
・
大
阪
府
支
部
・

兵
庫
県
支
部
・
愛
知
県
支
部
・
長
崎
県
支
部
・
愛
媛
県
支
部
・
滋
賀
県
支

部
海
外
支
部

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
十
五
カ
国
）・
ア
ジ
ア
（
四
カ
国
）・
オ
セ
ア
ニ
ア
（
四
カ

国
）・
南
北
ア
メ
リ
カ
（
十
カ
国
）・
旧
ソ
連
（
十
カ
国
）・
南
ア
フ
リ
カ
・

ア
ン
ゴ
ラ
・
ス
ロ
バ
キ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
・
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

〒
９
０
０
─
０
０
１
３

沖
縄
県
那
覇
市
牧
志
３
─
22
─
42

☎
（
０
９
８
）
８
６
４
─
１
６
７
３

代　

表東
恩
納
盛
男

沖
お

き

縄
な

わ

剛
ご

う

柔
じ

ゅ

う

流
り

ゅ

う

武ぶ

術
じ

ゅ

つ
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〒
６
６
０
―
０
８
９
２

兵
庫
県
尼
崎
市
東
難
波
町
４
―
17
―
１

☎
（
０
６
）
６
４
８
２
―
０
１
３
５

代
表大

窪	

敏
明

伯
ほ

う

耆き

流
り

ゅ

う

居い

合
あ

い

術
じ

ゅ

つ

稽
古
場
及
び
支
部

○
本
部
道
場
（
修
道
館
道
場
）

　

〒
６
６
０
―
０
８
９
２　

尼
崎
市
東
難
波
町
４
―
17
―
１

　

☎
（
０
６
）
６
４
８
２
―
０
１
３
５

　

稽
古
日
時　

日
・
金
曜
日　

午
前
10
時
〜

　

年
６
回　

研
修
会
（
稽
古
後
）

　

年
２
・
３
回　

竹
・
巻
藁
に
よ
る
刀
筋
試
し

○
支
部　

伯
耆
流
北
武
会

抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
お
喜
び
す

る
と
同
時
に
当
流
が
今
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
一
昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
当
流
も
ま
た
以
前

の
よ
う
な
稽
古
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
に
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
門

人
一
同
可
能
な
限
り
稽
古
の
流
れ
を
途
絶
え
さ
せ
ぬ
よ
う
に
修
練
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
修
練
不
足
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
精
一
杯
演
武

さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

由
　
来

　

当
流
は
、
伯
耆
流
居
合
術
と
称
し
、
始
祖
・
片か
た
や
ま山

伯ほ
う

耆き
の
か
み守

久ひ
さ
や
す安

は
竹
内
流

竹
内
中
務
大
夫
久
盛
の
弟
で
、
居
合
術
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
林は

や

崎し
ざ

甚き
じ

助ん
す

のけ

伯
父
松
庵
よ
り
一
子
相
伝
の
秘
大
刀
十
八
刀
を
相
伝
さ
れ
た
と
い
う
。
戦
国

時
代
末
（
文
禄
５
年
正
月
）
京
の
愛
宕
社
に
祈
り
、
貫
の
一
字
を
夢
み
て
明

悟
し
た
。
故
に
一
貫
流
と
称
し
た
が
、
一
般
に
は
片
山
伯
耆
流
と
い
う
。
し

か
し
抜
刀
伯
耆
流
、
真
流
、
神
流
と
も
称
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

久
安
は
、
関
白
秀
次
に
召
さ
れ
、
営
中
に
伯
耆
流
の
真
価
を
説
き
、
次
い

で
秀
頼
が
入
門
。
そ
の
時
、
豊
臣
一
族
が
師
事
し
た
。
さ
ら
に
慶
長
15
年
、

時
の
帝
の
勅
諚
に
よ
り
召
さ
れ
て
大
平
の
祈
祷
を
し
、
極
意
、
磯
の
波
の
一

刀
を
天
覧
に
入
れ
、
従
五
位
下
伯
耆
守
に
叙
せ
ら
れ
た
。

　

安
永
５
年
、
肥
後
藩
の
星
野
角
右
衛
門
が
防
州
に
赴
き
、
３
代
片
山
利
介

を
訪
ね
流
儀
一
切
の
筋
を
正
し
帰
国
、
伯
耆
流
は
完
全
に
星
野
家
に
伝
承
さ

れ
た
。

系
　
譜

片流
祖

山
伯
耆
守
藤
原
久
安
―
片
山
伯
耆
守
藤
原
久
隆
―
片
山
利
介
藤
原
久
義
―
星

野
角
右
衛
門
実
員
―
関
郡
馬
経
貴
―
片
山
友
猪
藤
原
久
豊
―
星
野
龍
介
実
寿
―

星
野
如
雲
実
直
―
片
山
本
蔵
藤
原
久
寿
―
星
野
九
門
実
則
―
星
野
龍
太
実
重
―

星
野
宣
敏
実
昭
―
加
納
武
彦

　
　
　
　
　
　
　

財
間
俊
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

大
窪
敏
明

流
儀
の
特
徴

　

当
流
の
正
面
斬
撃
は
、
腹
部
ま
で
斬
り
下
ろ
す
。

　
「
居
業
・
立
業
」
共
に
近
間
の
攻
防
が
多
い
。

　

残
心
時
の
「
臥
龍
の
構
」
は
、
独
自
の
構
で
あ
る
。

演
武
者

◯
修
道
館
道
場

　

大
窪　

敏
明
・
桑
波
田
秀
祐
・
井
上
優
一
郎

◯
北
武
会

　

大
田　

光
俊
・
河
野　

清
弘

演
武
内
容

・
居
業

　

向む
か
い
の
た
ち

之
太
刀

　

裏う
ら
の
か
ち

之
勝

　

小こ
て
ぎ
り

手
切

　

切き
り
つ
け付

　

抜ぬ
き
ど
め留

　

突つ
き
ど
め留

　

膝ひ
ざ
づ
め詰

　

胸む
ね
の
か
た
な

之
刀

　

左さ
ゆ
う
の
て
き

右
之
敵

・
立
業

　

追お
い
か
け
ぬ
き

掛
抜

　

円え
ん
ぱ波

　

相そ
う
ご
う合

　

逆さ
か
な
み波

　

浮う
き
ぶ
ね舟

　

返か
え
り
ぬ
き抜

　

向む
こ
う
づ
め詰

　

切き
っ
さ
き
が
え
し

先
返

　

四し
ほ
う
づ
め

方
詰

・
北
武
会

　

剣
術
五
本
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抱
　
負

　
「
柳
の
ご
と
く
た
お
や
か
に
し
て
肉
を
切
ら
せ
て
骨
を
砕
く
」
の
極
意
の

も
と
、
先
人
の
築
き
上
げ
た
伝
統
を
学
び
、
心
身
を
磨
き
上
げ
る
べ
く
日
々

稽
古
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
近
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
状
況
に
置
か
れ
、
稽
古
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
大
会
出
場
を
目
標
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
本
大
会
開
催
に

伴
う
関
係
者
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
感
謝
し
、
日
頃
の
成
果
を
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
、
精
一
杯
の
演
武
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

由
　
来

　

筑
後
柳
河
藩
御
止
流
楊
心
流
薙
刀
術
は
、
天
正
15
年
（
１
５
８
７
）、
豊

臣
秀
吉
九
州
平
定
の
時
、
島
津
・
大
友
氏
の
戦
い
の
功
績
に
よ
り
、
九
州
柳

河
藩
（
現
福
岡
県
柳
川
市
）
二
代
目
藩
主
と
な
っ
た
立
花
宗
茂
公
が
、
秀
吉

没
後
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
大
阪
方
に
与
し
て
敗
れ
、
奥
州
棚
倉
（
現
福
島
県

棚
倉
町
）
に
蟄
居
し
た
折
、
警
護
の
士
と
し
て
従
っ
た
、
秋
山
四
郎
兵
衛
に

よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
。
流
祖
・
秋
山
四
郎
兵
衛
に
つ
い
て
の
記
録
は
残
さ
れ

て
お
ら
ず
、
生
没
年
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
口
伝
に
よ
れ
ば
剣
聖
塚
原
卜

傳
（
１
４
９
０
〜
１
５
７
１
）
と
ほ
ぼ
同
時
代
頃
で
、
卜
傳
の
晩
年
期
の
誕

生
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

元
和
６
年
（
１
６
２
０
）
宗
茂
公
が
20
年
ぶ
り
に
再
び
柳
河
藩
主
に
戻
っ

た
際
、
正
式
に
柳
河
藩
の
御
止
流
と
な
り
、
城
に
仕
え
る
御
殿
女
中
ら
の
護

衛
武
術
と
な
っ
た
。

　

そ
の
継
承
は
、
一
子
相
伝
の
流
派
が
多
く
あ
る
中
、
実
力
に
よ
る
も
の
と

し
、
薙
刀
を
中
心
に
継
承
さ
れ
て
き
た
。

　

女
性
が
宗
家
に
選
ば
れ
た
十
二
代
鵜
飼
柳
子
の
代
に
、
楊
心
流
薙
刀
術
は

九
州
柳
河
か
ら
広
島
県
呉
市
に
渡
り
、
流
祖
よ
り
の
命
脈
は
、
当
代
小
山
宜

子
に
よ
っ
て
伝
え
継
が
れ
て
い
る
。

系
　
譜

始
祖
・
天
真
正
秋
山
四
郎
兵
衛
―
大
江
千
兵
衛
―
三
浦
定
右
衛
門
―
土
肥
新

蔵
―
堀
田
甚
内
―
堀
田
孫
右
衛
門
尉
―
星
野
角
右
衛
門
―
星
野
龍
内
―
星
野

平
右
衛
門
―
調
琴
之
介
―
松
野
清
三
郎
―
小
山
（
旧
姓 

鵜
飼
）
柳
子
―
小

山
宜
子

〒
７
３
７
─
０
０
０
１

広
島
県
呉
市
阿
賀
北
６
─
３
─
１

☎
（
０
８
２
３
）
７
１
─
１
７
４
６

第
十
三
代
宗
家

小
山	

宜
子

楊
よ

う

心
し

ん

流
り

ゅ

う

薙
な

ぎ

刀
な

た

術
じ

ゅ

つ
流
儀
の
特
徴

　

御
殿
女
中
が
い
つ
、
い
か
な
る
攻
撃
を
受
け
て
も
即
座
に
対
処
し
た
姿
が

現
在
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
振
り
袖
着
物
姿
に
襷
掛
け
で
白
足
袋
を
着
用

し
、
襷
や
鉢
巻
き
は
包
帯
に
代
用
す
る
た
め
、
布
を
縁
取
り
し
な
い
も
の
を

使
用
し
て
い
る
。
変
幻
自
在
華
麗
に
七
十
余
り
の
技
を
操
り
、「
柳
の
如
く

た
お
や
か
に
し
て
肉
を
切
ら
せ
て
骨
を
砕
く
」
の
極
意
を
も
っ
て
敵
に
対
処

す
る
。

　

薙
刀
の
ほ
か
、
剣
・
半
棒
・
鎖
鎌
・
長
槍
・
短
槍
・
柔
を
用
い
る
総
合
武

術
で
あ
っ
た
。

演
武
者

第
十
三
代
宗
家　

小
山　

宜
子

　
　
　
　
　
　
　

内
藤
真
由
美

　
　
　
　
　
　
　

賀
谷　
　

純

　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

梨
奈

　
　
　
　
　
　
　

川
原　

陽
子

　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

良
平

　
　
　
　
　
　
　

和
泉　

実
悠

　
　
　
　
　
　
　

沖
廣　

未
歩

　
　
　
　
　
　
　

髙
田
の
ぞ
み

活
動
状
況

嚴
島
神
社
奉
納　

親
と
子
の
武
道
演
武
大
会

広
島
教
育
祭
武
道
大
会

　

そ
の
他
各
種
演
武
大
会
及
び
奉
納
演
武
を
行
っ
て
い
る
。

稽
古
場

　

呉
市
総
合
体
育
館
（
オ
ー
ク
ア
リ
ー
ナ
）　

毎
週
土
曜
日

　

清
水
ヶ
丘
高
等
学
校　

毎
週
火
・
金
曜
日
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〒
５
９
７
─
０
０
１
５

大
阪
府
貝
塚
市
堀
２
─
22
─
６

☎
（
０
７
２
）
４
３
１
─
２
９
０
７

第
十
四
代
宗
家

本
部	

朝
正

琉
り
ゅ
う

球
き
ゅ
う

王お

う

家け

秘ひ

伝で

ん

本も

と

部ぶ

御う

殿
ど
ぅ
ん

手で

ぃ

活
動
状
況

　

大
道
館
（
総
本
部
）
で
は
、
週
三
日
の
普
段
の
稽
古
の
他
に
、
毎
年
国
内

外
で
の
各
種
演
武
会
へ
の
参
加
や
講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
の
活
動
を

通
し
て
普
及
に
努
め
て
い
る
。
各
支
部
で
は
普
段
の
稽
古
の
他
に
、
そ
れ
ぞ

れ
空
手
道
選
手
権
大
会
や
地
元
の
古
武
道
大
会
な
ど
に
出
場
・
参
加
し
て
い

る
。稽

古
場
及
び
支
部

▽
大
道
館
（
総
本
部
）

　

大
阪
府
貝
塚
市
堀
２
―
22
―
６

▽
支
部

　

国
内
９
支
部
、
海
外
８
支
部

抱
　
負

　

本
部
御
殿
手
で
は
、
突
き
蹴
り
を
主
体
と
し
た
体
術
を
基
礎
と
し
、
攻
防

に
お
い
て
は
素
手
に
お
い
て
も
武
器
を
扱
う
場
合
で
も
、
入
身
し
て
の
交
叉

法
に
よ
る
攻
撃
を
心
が
け
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
敵
の
攻
撃
に
対
し
て
は
受
け

る
の
で
は
な
く
、
体
捌
き
で
か
わ
し
な
が
ら
同
時
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
よ
う

に
し
ま
す
。
多
人
数
戦
に
際
し
て
は
、
歩
法
を
特
に
重
視
し
、
絶
え
ず
歩
み

続
け
な
が
ら
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、
敵
に
対
処
す
る
よ
う
に
致
し
ま
す
。

こ
う
し
た
諸
点
を
演
武
に
お
い
て
披
露
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

由
　
来

　

当
流
は
、
琉
球
王
国
第
二
尚
氏
王
統
第
十
代
尚
し
ょ
う

質し
つ

王お
う

の
第
六
王
子
、
尚
弘

信
・
本
部
王
子
朝
平
を
始
祖
と
す
る
琉
球
王
族
・
本
部
御
殿
に
伝
え
ら
れ
て

き
た
武
術
で
あ
る
。「
御う

ど

殿ぅ
ん

」
と
は
王
族
の
家
柄
を
意
味
し
、「
手
」
と
は
武

術
の
意
で
あ
る
。
王
朝
時
代
、
本
部
御
殿
の
歴
代
当
主
は
王
位
継
承
権
を
有

継
承
が
困
難
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
弟
子
・
上う
ら

原は
ら

清せ
い

吉き
ち

を
通
じ
て
和
歌
山

に
住
む
次
男
・
朝
茂
に
伝
え
た
が
、
先
の
大
戦
で
朝
茂
が
死
去
し
た
た
め
、

戦
後
ふ
た
た
び
甥
の
本
部
朝
正
（
朝
基
嫡
男
）
に
伝
授
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

系
　
譜

第
十
代
尚
質
王
―
尚流
祖

弘
信
・
本
部
王
子
朝
平
―
本二
代

部
按
司
朝
完
―
本三
代

部
按
司

朝
智
―
本四

代

部
王
子
朝
隆
―
本五
代

部
按
司
朝
恒
―
本六
代

部
按
司
朝
救
―
本七
代

部
王
子
朝

英
―
伊八

代

野
波
按
司
朝
徳
―
本九
代

部
按
司
朝
章
―
本十
代

部
按
司
朝
真
―
本十
一
代部

朝
勇
―

上十
二
代原

清
吉
―
本十
三
代部

朝
茂
―
本十
四
代部

朝
正

流
儀
の
特
徴

　

本
部
御
殿
手
で
は
、
突
き
蹴
り
を
主
体
と
し
た
体
術
の
稽
古
か
ら
始
ま

り
、
次
第
に
相
手
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
無
抵
抗
に
し
て
し
ま
う
取
手
（
ト

ゥ
イ
テ
ィ
ー
）
と
呼
ば
れ
る
投
げ
技
・
関
節
技
の
修
業
へ
と
進
む
。
取
手
の

稽
古
と
平
行
し
て
各
種
武
器
術
も
併
せ
て
修
業
す
る
。
武
器
術
で
は
、
琉
球

王
族
が
所
持
し
て
い
た
刀
剣
類
の
ほ
か
に
、
箒
、
櫂
、
鳥
刺
し
棒
な
ど
、
日

常
道
具
も
武
器
と
し
て
使
用
す
る
。
こ
の
よ
う
に
剛
と
柔
の
技
を
積
み
重
ね

修
業
し
て
い
き
、
や
が
て
奥
義
で
あ
る
武
の
舞
「
舞
手
（
モ
ー
イ
デ
ィ
）」

へ
と
至
る
。

演
武
者

本
部　

朝
行　

宗
家
代
理
・
中
宮　
　

誠　

達
士
八
段

本
部　

直
樹　

教
士
七
段
・
加
藤　

慎
一　

教
士
七
段

片
山　
　

修　

教
士
七
段
・
石
崎　

順
二　

五
段

勝
沼　
　

悠　

五
段
・
本
部　

朝
豊　

四
段
・
鳥
海　
　

真　

四
段

川
田　

竜
也　

三
段
・
鶴
蒔
浩
太
郎　

二
段

演
武
内
容

素
手
相
対
動
作

武
器
相
対
動
作

す
る
王
子
、
按あ

司じ

の

身
位
に
あ
り
、
ま
た

武
術
に
優
れ
代
々
本

部
御
殿
手
を
継
承
し

て
き
た
。
廃
藩
置
県

後
は
、
第
十
一
代
当

主
・
本も

と

部ぶ
ち

朝ょ
う

勇ゆ
う

が
継

承
者
で
あ
っ
た
。
弟

に
は
空
手
家
と
し
て

有
名
な
本
部
朝ち

ょ

基う
き

（
本
部
流
開
祖
）
が

い
る
。
朝
勇
は
息
子

達
へ
の
継
承
を
望
ん

だ
が
、
王
国
滅
亡
後

の
家
運
の
衰
退
と
と

も
に
息
子
達
は
本
土

へ
移
住
し
て
し
ま
い
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演
武
内
容

棒
術
の
型　

周し
ゅ

氏う
じ

の
棍こ

ん

小し
ょ
う
　

棒
術
の
型
と
し
て
現
存
す
る
20
余
種
の
型
の
う

ち
の
一
つ
で
あ
る
。

棒
術
・
連
続
分
解
組
手　

型
の
内
容
を
対
棒
に
よ
る
連
続
組
手
で
説
明
す
る
。

ト
ン
フ
ァ
ー
術
・
分
解
組
手　

型
の
内
容
を
対
棒
に
よ
る
３
本
の
組
手
で
説

明
す
る
。

サ
イ
術
・
分
解
組
手
術　

型
の
内
容
を
対
棒
に
よ
る
３
本
の
組
手
で
説
明
す

る
。

鎌
術
・
型　

鐘か
に

川が
わ

の
大だ
い　

鎌
術
の
型
と
し
て
現
存
す
る
三
種
の
型
の
う
ち
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
徒
手
で
い
え
ば
掛
け
手
、
く
り
手
、
ひ
じ
当
て
系
統
の

技
法
が
含
ま
れ
て
い
る
。

活
動
状
況

　

総
本
部
を
中
心
に
国
内
外
各
支
部
等
で
活
動
。
国
内
外
会
員
を
対
象
と
す

る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会
、
講
習
会
等
の
開
催
、
そ
の
他
国
内
外
の
演
武

会
参
加
等
、
正
し
い
琉
球
古
武
術
の
保
存
と
振
興
に
努
め
る
。

稽
古
場
及
び
支
部

○
豊
栄
稲
荷
神
社
内�

蔵
脩
館
道
場

　

〒
１
５
０
─
０
０
０
２　

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
３
─
４
─
７

　

☎
（
０
３
）
５
４
７
７
―
１
０
２
０

　

火
曜
日
（
第
１
週
を
除
く
）
午
後
６
時
30
分
開
始

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.ryukyukobujutsuhozonshinkokai.jp

○
支
部

清
水
、
富
士
宮
、
小
平
、
藤
沢
、
和
歌
山
県
、
静
岡
、
小
島
、
春
清
館
、
川

口
、
市
川
、
い
わ
き
、
八
王
子
、
桜
美
林
大
学
古
武
道
部
、
オ
ラ
ン
ダ
、
英
国
、

南
ア
フ
リ
カ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ギ
リ

シ
ャ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
米
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
等
20
ヶ
国

抱
　
負

　

第
45
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
の
御
開
催
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
聖

地
日
本
武
道
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
こ
の
機
会
を
賜
わ
り
、
名
誉
と
喜

び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
歴
史
を
重
ね
る
本
大
会
が
、
よ
り
多
く
の
斯
道
に

携
わ
る
者
に
最
高
の
自
己
研
鑽
の
場
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
緊
張
と
期
待
の
入
り
混
じ
る
中
、
一
途
に
演
武
に
臨
む
次
第
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

由
　
来

　

琉
球
の
古
武
術
は
徒
手
空
拳
の
空
手
と
陰
陽
一
体
両
輪
の
関
係
に
あ
り
、

琉
球
古
武
術
の
要
素
と
技
法
を
奥
深
く
秘
蔵
し
、
武
器
毎
に
特
色
技
を
包
含

し
て
い
る
。
現
存
す
る
型
の
大
部
分
は
200
年
か
ら
数
百
年
前
後
の
父
祖
達
人

の
足
跡
で
あ
る
。

　

原
始
集
落
の
時
代
を
経
て
歴
史
に
現
れ
始
め
た
の
は
今
か
ら
700
年
程
前
の

こ
と
で
あ
る
。
琉
球
の
南な

ん
ざ
ん山
、
中
ち
ゅ
う

山ざ
ん

、
北ほ
く
ざ
ん山
の
三さ
ん
ざ
ん山
が
割
拠
し
た
時
代
か
ら
、

そ
れ
ら
が
統
合
さ
れ
た
100
余
年
の
間
の
戦
い
に
使
用
さ
れ
た
武
器
の
使
用
法

も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

時
代
の
変
遷
を
経
過
し
て
古
武
術
が
衰
微
し
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
屋や

比び

久く

孟も
う
で
ん伝
は
、
大
正
初
期
、
琉
球
古
武
術
研
究
会
を
興
し
て
そ
の
振
興
に
努

力
し
た
。
そ
の
門
下
の
平

た
い
ら
し
ん信
賢け
ん

が
集
大
成
し
た
40
余
の
型
と
、
平
信
賢
の
最

高
直
門
井い

の

上う
え

元が
ん

勝し
ょ
うが

師
の
命
に
よ
り
確
立
し
た
各
武
器
の
技
術
体
系
を
併
せ

保
存
振
興
し
、
現
在
に
至
る
。

系
　
譜

（
実
戦
時
代
）
―
添そ
え

石い
し

―
知ち
ね
ん念

志し

ち

ゃ
喜
屋
仲な
か

―
油あ
ぶ
ら
や屋

山や
ま
し
ろ城

―
山や
ま
に
の根

知ち
ね
ん念

―
屋や

び比

久く

孟も
う
で
ん伝

―
平
た
い
ら
し
ん信

賢け
ん

―
井い
の
う
え上

元が
ん
し
ょ
う

勝
―
井い
の
う
え上

貴き
し

勝ょ
う

流
儀
の
特
徴

　

徒
手
空
拳
と
と
も
に
琉
球
の
武
術
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
八
種
の
武

器
に
特
色
が
あ
る
。
特
に
棒
術
は
伝
来
の
各
型
の
中
で
白
眉
の
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
８
種
の
武
器
を
使
用
す
る
40
余
の
型
と
そ
の
根
本
体
術
を
中
枢
と
し
、

編
成
し
た
各
武
器
の
基
本
技
、
各
種
組
手
型
の
技
術
体
系
を
併
せ
て
保
存
す

る
。演

武
者

師
範　

増
淵　

淳
一　
　
　

五
段　

梅
田　
　

寛

師
範　

髙
橋　

淳
也　
　
　

五
段　

小
口　
　

卓

〒
１
５
４
―
０
０
１
６

東
京
都
世
田
谷
区
弦
巻
３
―
24
―
12
―
504

☎
（
０
３
）
５
４
７
７
―
１
０
２
０

琉
球
古
武
術
保
存
振
興
会
会
長

井
上	

貴
勝

琉
り

ゅ

う

球
き

ゅ

う

古こ

武ぶ

術
じ

ゅ

つ



ご　案　内 ご　案　内 

21 流派が伝統の技を披露 

第 12 回鹿島神宮奉納日本古武道交流演武大会 

21 流派が伝統の技を披露 

第 12 回鹿島神宮奉納日本古武道交流演武大会が令和 3 年
 10 月 10 日、武神・武甕槌大神を祀る鹿島神宮で、2 年ぶりに
開催されました。今回は出場流派を 21 流派に絞り、コロナ対策を
講じて行われました。大会の模様は日本武道館公式 YouTube
チャンネルでご覧いただけますので、是非ご覧ください。
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日
本
古
武
道
協
会

　
　
　
　
　

活
動
紹
介

昭和 54年 2月 17日、古武道の中央統括機関として「日本古武道協会」が発足

興
す
る
こ
と
」（
会
則
第
３
条
）
を
目
的
に
、

日
本
武
道
館
の
協
力
を
得
て
、
古
武
道
の

保
存
・
継
承
の
た
め
の
各
種
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
古
武
道
協
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。　

組
　
織

　

昭
和
54
年
２
月
17
日
、
日
本
武
道
館
の

提
唱
に
よ
り
、
古
武
道
の
中
央
統
括
機
関

と
し
て
「
日
本
古
武
道
協
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
以
来
、
日
本
武
道
館
、
加
盟
流

派
の
支
援
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
古
武
道

の
保
存
振
興
の
た
め
各
種
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

◎
役
員

　

令
和
４
年
２
月
現
在
、
会
長
は
高
村
正

彦
日
本
武
道
館
会
長
、
理
事
長
は
臼
井
日

出
男
日
本
武
道
館
理
事
長
が
務
め
て
い
ま

す
。

◎
理
事
会
・
総
会
の
開
催

　

日
本
古
武
道
協
会
で
は
、
正
会
員
に
よ

る
会
員
総
会
が
、
本
会
の
重
要
な
案
件
を

決
定
す
る
議
決
機
関
で
す
。
理
事
会
・
総

会
を
年
１
回
、
５
月
末
頃
に
開
催
し
、
前

年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
と
新
年
度

の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
審
議
・
承
認

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
任
理
事
会
と
古

武
道
功
労
者
表
彰
審
議
会
を
10
月
末
に
開

催
し
、
日
本
古
武
道
演
武
大
会
開
催
や
古

武
道
功
労
者
選
考
な
ど
、
重
要
事
項
を
審

議
・
決
定
し
て
い
ま
す
。

◎
事
務
局

　

日
本
古
武
道
協
会
の
事
務
局
は
、
設
立

当
初
か
ら
日
本
武
道
館
内
に
置
か
れ
て
い

ま
す
。

◎
加
盟
流
派
・
会
員

　

日
本
古
武
道
協
会
の
加
盟
流
派
は
、
令

和
４
年
２
月
現
在
、
全
国
各
地
に
伝
承
さ

れ
て
い
る
77
流
派
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
古
武
道
協
会
の
会
員
は
、
各
流
派

の
宗
家
・
代
表
者
を
正
会
員
と
し
、
各
流

派
の
修
業
者
や
正
会
員
と
師
弟
関
係
に
あ

る
者
を
準
会
員
と
し
、
そ
れ
に
賛
助
会
員

を
加
え
、
現
在
の
総
会
員
数
は
９
百
名
を

数
え
ま
す
。

　
事
　
業

　

日
本
古
武
道
協
会
は
、「
会
員
の
融
和
、

協
調
を
は
か
る
と
と
も
に
、
我
が
国
固
有

の
文
化
財
と
し
て
、
古
武
道
を
保
存
・
振

日本古武道協会設立の契機となった記念すべき第 1回大会（昭和 53年 2月 19日）
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日
本
武
道
館
発
行
の
月
刊
「
武
道
」
誌
上

で
、
協
会
や
加
盟
流
派
の
活
動
紹
介
を
行

う
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

歴
史
、
組
織
、
事
業
、
加
盟
流
派
の
紹
介

な
ど
、
協
会
の
活
動
を
国
内
外
に
広
く
発

信
し
て
い
ま
す
。

◎�

地
方
青
少
年
錬
成
大
会
で
の
古
武
道
模

範
演
武
披
露
会

　

日
本
武
道
館
と
全
国
都
道
府
県
立
武
道

館
協
議
会
、
９
武
道
の
各
道
連
盟
が
共
催

し
て
実
施
し
て
い
る
「
地
方
青
少
年
武
道

錬
成
大
会
」（
国
庫
補
助
事
業
）
の
開
催

に
あ
わ
せ
て
、「
古
武
道
模
範
演
武
披
露

会
」
を
毎
年
２
、
３
カ
所
程
度
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

大
会
に
参
加
す
る
少
年
少
女
に
、
全
国

各
地
に
伝
わ
る
郷
土
の
文
化
と
し
て
の
古

武
道
に
触
れ
て
も
ら
い
、
古
武
道
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
古
武
道
の

保
存
・
継
承
の
一
助
と
す
る
と
と
も
に
、

現
代
武
道
の
更
な
る
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
少
年
少
女
が
本
物

の
武
器
・
武
具
に
触
れ
、
古
武
道
の
技
を

体
験
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎�

地
方
古
武
道
大
会
の
後
援
及
び
開
催
助

成
金
交
付

　

地
方
に
お
け
る
古
武
道
の
普
及
振
興
を

第
12
回
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武

道
交
流
演
武
大
会
（
令
和
３
年
10

月
10
日
）。
社
殿
前
に
設
置
さ
れ

た
特
設
演
武
場
で
演
武
を
奉
納

◎
日
本
古
武
道
演
武
大
会

　

日
本
古
武
道
演
武
大
会
は
、
日
本
武
道

館
と
日
本
古
武
道
協
会
の
共
催
に
よ
り
、

国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、
毎
年
２
月
に
日

本
武
道
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
古
武
道
演
武
大
会
の
開
催
は
、
日

本
古
武
道
協
会
の
活
動
の
中
心
と
な
る
事

業
で
あ
り
、
全
国
各
地
に
伝
わ
る
古
武
道

各
流
派
の
中
か
ら
厳
選
し
た
35
流
派
が
日

本
武
道
館
の
大
道
場
に
会
し
、
古
武
道
の

神
髄
を
披
露
す
る
、
名
実
と
も
に
国
内
最

大
規
模
を
誇
る
古
武
道
大
会
で
す
。

　

第
１
回
大
会
は
日
本
武
道
館
の
主
催
で

昭
和
53
年
２
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、
日
本

古
武
道
協
会
設
立
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

◎�

鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武

大
会

　

平
成
22
年
か
ら
、武
の
神
様
で
あ
る「
武

甕
槌
大
神
」
を
祀
る
鹿
島
神
宮
を
舞
台
に
、

鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大

会
を
、
日
本
古
武
道
協
会
と
日
本
武
道
館

の
共
催
で
開
催
し
て
い
ま
す
。「
会
員
の

術
技
向
上
と
親
睦
」
を
目
的
に
、
毎
年
10

月
に
30
流
派
程
度
が
参
加
し
て
、
１
泊
２

日
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
開
催
に

あ
た
っ
て
は
、
鹿
島
神
宮
と
地
元
鹿
嶋
市

の
多
大
な
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
海
外
派
遣
事
業

　

日
本
武
道
館
が
毎
年
、
国
庫
補
助
事
業

と
し
て
実
施
す
る
海
外
派
遣
事
業
に
、
古

武
道
２
、
３
流
派
を
派
遣
し
、
古
武
道
の

神
髄
を
海
外
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

◎
古
武
道
記
録
映
画
製
作
へ
の
協
力

　

昭
和
53
年
度
か
ら
昭
和
63
年
度
に
か
け

て
、
日
本
武
道
館
が
実
施
し
た
「
古
武
道

記
録
映
画
」
の
保
存
事
業
に
協
力
し
、
日

本
各
地
に
伝
わ
る
古
武
道
84
流
派
の
映
像

を
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
収
録
し
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
武
道
館
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出

し
（
教
育
・
関
係
団
体
は
無
料
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◎
古
武
道
功
労
者
表
彰

　

永
年
、
古
武
道
の
保
存
振
興
に
寄
与
し
、

特
に
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
個
人
の
功
績

を
顕
彰
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
に
制
定

し
た
「
古
武
道
功
労
者
表
彰
規
程
」
に
基

づ
き
、
加
盟
流
派
の
中
か
ら
毎
年
２
名
を

「
古
武
道
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
し
て
い

ま
す
。

◎
広
報
活
動

　

広
報
活
動
と
し
て
、「
日
本
古
武
道
協

会
会
報
」
を
年
１
回
発
行
し
、
会
員
間
の

連
絡
・
協
調
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
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推
進
す
る
た
め
、
日
本
古
武
道
協
会
加
盟

流
派
が
主
催
す
る
都
道
府
県
単
位
以
上
の

地
方
古
武
道
大
会
に
対
し
て
後
援
す
る
と

と
も
に
、
開
催
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
開
催
実
績
の
あ
る
大
会
は
次

の
と
お
り
で
す（
出
場
流
派
・
会
場
・
時
期
）。

①
東
日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
（
戸
田

派
武
甲
流
薙
刀
術
他
計
12
流
派
、
東
京

都
・
虎
ノ
門
金
刀
比
羅
宮
、
６
月
頃
）

②
鹿
島
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
（
鹿

島
新
當
流
剣
術
他
計
11
流
派
、茨
城
県
・

鹿
島
神
宮
、
６
月
）

③
西
日
本
古
武
道
大
会
（
円
心
流
居
合
据

物
斬
剣
法
他
計
17
流
派
、
大
阪
府
・
大

阪
市
立
阿
倍
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

６
月
）

④
岡
山
県
古
武
道
祭
（
竹
内
流
柔
術
腰
廻

小
具
足
他
計
13
流
派
、
岡
山
県
・
岡
山

武
道
館
、
11
月
）

⑤
熊
本
県
古
武
道
演
武
大
会
（
雲
弘
流
剣

術
他
計
18
流
派
、
熊
本
県
・
熊
本
武
道

館
、
３
月
）

⑥
ひ
た
ち
な
か
市
古
武
道
演
武
大
会
（
無

比
無
敵
流
杖
術
・
為
我
流
派
勝
新
流
柔

術
他
計
５
流
派
、
茨
城
県
・
ひ
た
ち
な

か
市
松
戸
体
育
館
、
９
・
10
月
頃
）

◎
文
化
財
指
定
促
進

　

現
在
、
加
盟
流
派
の
う
ち
19
流
派
が
県

又
は
市
区
町
村
か
ら
、
無
形
又
は
有
形
文

化
財
・
史
跡
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
武
道
館
と
日
本
古
武
道
協
会
で

は
、
古
武
道
の
文
化
財
指
定
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
、
毎
年
３
月
に
武
道
議
員
連

盟
、
日
本
武
道
協
議
会
、
日
本
武
道
館
の

三
者
で
開
催
し
て
い
る
武
道
振
興
大
会
に

お
い
て
、「
武
道
の
源
流
で
あ
る
一
千
数

百
年
の
歴
史
を
有
す
る
古
武
道
の
保
存
・

継
承
を
図
る
」
た
め
、「
文
化
財
保
護
法
に
、

我
が
国
が
世
界
に
誇
る
『
古
武
道
』
の
名

称
を
明
記
し
、
全
国
各
地
の
古
武
道
の
文

化
財
指
定
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
」
に
文
部

科
学
省
へ
要
望
し
続
け
て
い
ま
す
。

◇
お
わ
り
に

　

日
本
古
武
道
協
会
は
設
立
以
来
40
年
余
、

古
武
道
の
保
存
・
振
興
を
目
的
に
、
加
盟

流
派
は
も
と
よ
り
日
本
武
道
館
、
各
武
道

団
体
、
国
・
文
部
科
学
省
、
そ
し
て
全
国

各
地
の
古
武
道
愛
好
者
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
各
種
事
業
を
展
開
し
、
着
実
な
歩
み
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
日
本
伝
統
の
古
武
道

の
明
る
い
未
来
へ
向
け
、
本
会
加
盟
の
各

流
派
の
先
生
方
、
日
本
武
道
館
、
そ
し
て

日
本
古
武
道
協
会
が
三
位
一
体
と
な
っ
て

協
力
し
、
我
が
国
が
世
界
に
誇
る
古
武
道

の
保
存
・
継
承
・
振
興
が
さ
ら
に
進
む
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
古
武
道
協
会
加
盟
流

派
の
天
真
正
伝
香
取
神
道
流

剣
術
（
飯
篠
快
貞
第
20
代
宗

家
）
が
古
武
道
流
派
か
ら
初

の
「
令
和
２
年
度
文
化
庁
長

官
表
彰
」
の
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。

　

文
化
庁
長
官
表
彰
は
、
文

化
活
動
に
優
れ
た
成
果
を
示

し
、
我
が
国
の
文
化
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
、
又
は
、

日
本
文
化
の
海
外
発
信
、
国

際
交
流
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
文
化
庁
長
官
が
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
表
彰
式
は
令
和

２
年
12
月
17
日
、
都
内
会
議

室
で
開
催
さ
れ
、
表
彰
者
・

団
体
が
出
席
し
て
厳
粛
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
飯
篠

快
貞
第
20
代
宗
家
が
出
席
、

宮
田
亮
平
長
官
よ
り
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術
が

古
武
道
流
派
か
ら
初
の
文
化
庁
長
官
表
彰

▶�表彰を受ける飯篠快貞
天真正伝香取神道流剣
術第 20代宗家

▼�宮田長官を囲んで令和 2年
度受章者全員で記念撮影





To provide foreign exchange students and foreign embassy 
staff in Japan knowledge on the theory and techniques of 
budo, as well as its history and culture, through a wide 
range of lectures, together with practical experience in 
each of the nine modern budo arts. It is hoped that the 
seminar will contribute to the international understanding 
and development of budo, and foster international goodwill.
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and development of budo, and foster international goodwill.

THE NINE MODERN BUDO ARTS
■ Language of Seminar
Lectures/Instruction will be conducted in Japanese 
and English.
■ Criteria for Participation
(1) Foreign exchange student in Japan.
(2) Foreign embassy or consulate staff in Japan.
(3) Foreign budo practitioner recommended by 

one of the budo federations.
 Participants must meet one of the above 

criteria to be eligible. (Experience in budo is 
not necessary.)

■ Number of Participants: 30
■ Participation Fee: Free
■ How to Apply 
Applicants should fill in the application forms 
provided and send it to the address below, or send 
the required information by email.
■ Application Deadline
Friday January 28, 2022 *Registrants will be sent 
a letter of confirmation after the cutoff date.
■ Participant Assistance
All accommodation costs and meals over the 
course of the seminar will be provided by the 
Nippon Budokan.
* Participants are expected to pay their own travel 

expenses to and from the seminar.

■Organizer: Nippon Budokan Foundation 
■Sponsor: Japan Sports Agency, Ministry of Foreign 
 Affairs, Japanese Budo Association
■Assistance: International Budo University

Jūdō was created by Kanō Jigorō in 1882.  Kanō studied 
various styles of jūjutsu, and investigated the principle of 
kuzushi  (destabilising the opponent) and  organised a 
rational system of techniques.

JūdōJūdō
Kendō is a martial way and sport where competitors 
wearing protective armour score points against each 
other by striking designated body targets with bamboo 
swords.

KendōKendō
Kyūdō is the martial art of Japanese archery in which 
practitioners shoot a stationery target. The ultimate 
objective of kyūdō is to subdue one’s own ego. Archers 
give themselves completely to each shot, but do not 
react to success or failure.

KyūdōKyūdō

Karatedō is an unarmed martial art originating in 
Okinawa. It was devised as a means of self-protection 
against an attacker by utilising every part of the body to 
strike, kick, and punch.

KaratedōKaratedō
Aikidō is a modern martial way which was created by 
Ueshiba Morihei. He borrowed movements from 
traditional martial arts as well as adding a spiritual 
dimension. 

AikidōAikidō
Sumō is a Japanese form of wrestling rich in history and 
tradition which has now become a fast-paced and 
vigorous modern sport practised in many countries 
around the world.

SumōSumō

4TH. International Seminar of4TH. International Seminar of

The naginata is a glaive-like weapon with a curved, 
single-edged blade fixed to one end. The weapon itself 
has a history in Japan spanning roughly 1000 years, and 
gave rise to a fighting art that managed to adapt to the 
times throughout its long history.

NaginataNaginata
Shorinji Kempo was founded in Japan in 1947 by Doshin 
So as a form of humanistic education,with the goal of 
developing individuals who are able to create a better 
society.

Shorinji kempoShorinji kempo Jūkendō
Jūkendō is a martial way based on fighting with 
bayonets. Practitioners wear armour and compete with 
wooden rubber-capped replica-rifles by making 
thrusting attacks to the opponent’s chest, side, throat, 
hand, and shoulder.

JūkendōJūkendō

BUDO
CULTURE
BUDO
CULTURE
for Foreign Exchange Students and Embassy Stafffor Foreign Exchange Students and Embassy Staff

Dates: March 5 (Sat.) to March 6 (Sun.), 2022　Venue: Nippon Budokan Training Center
 (582 Sawakura, Katsuura-shi, Chiba-ken 299-5231)

You can try Budo!You can try Budo!

For More Information



To provide foreign exchange students and foreign embassy 
staff in Japan knowledge on the theory and techniques of 
budo, as well as its history and culture, through a wide 
range of lectures, together with practical experience in 
each of the nine modern budo arts. It is hoped that the 
seminar will contribute to the international understanding 
and development of budo, and foster international goodwill.

To provide foreign exchange students and foreign embassy 
staff in Japan knowledge on the theory and techniques of 
budo, as well as its history and culture, through a wide 
range of lectures, together with practical experience in 
each of the nine modern budo arts. It is hoped that the 
seminar will contribute to the international understanding 
and development of budo, and foster international goodwill.

THE NINE MODERN BUDO ARTS
■ Language of Seminar
Lectures/Instruction will be conducted in Japanese 
and English.
■ Criteria for Participation
(1) Foreign exchange student in Japan.
(2) Foreign embassy or consulate staff in Japan.
(3) Foreign budo practitioner recommended by 

one of the budo federations.
 Participants must meet one of the above 

criteria to be eligible. (Experience in budo is 
not necessary.)

■ Number of Participants: 30
■ Participation Fee: Free
■ How to Apply 
Applicants should fill in the application forms 
provided and send it to the address below, or send 
the required information by email.
■ Application Deadline
Friday January 28, 2022 *Registrants will be sent 
a letter of confirmation after the cutoff date.
■ Participant Assistance
All accommodation costs and meals over the 
course of the seminar will be provided by the 
Nippon Budokan.
* Participants are expected to pay their own travel 

expenses to and from the seminar.

■Organizer: Nippon Budokan Foundation 
■Sponsor: Japan Sports Agency, Ministry of Foreign 
 Affairs, Japanese Budo Association
■Assistance: International Budo University

Jūdō was created by Kanō Jigorō in 1882.  Kanō studied 
various styles of jūjutsu, and investigated the principle of 
kuzushi  (destabilising the opponent) and  organised a 
rational system of techniques.

JūdōJūdō
Kendō is a martial way and sport where competitors 
wearing protective armour score points against each 
other by striking designated body targets with bamboo 
swords.

KendōKendō
Kyūdō is the martial art of Japanese archery in which 
practitioners shoot a stationery target. The ultimate 
objective of kyūdō is to subdue one’s own ego. Archers 
give themselves completely to each shot, but do not 
react to success or failure.

KyūdōKyūdō

Karatedō is an unarmed martial art originating in 
Okinawa. It was devised as a means of self-protection 
against an attacker by utilising every part of the body to 
strike, kick, and punch.

KaratedōKaratedō
Aikidō is a modern martial way which was created by 
Ueshiba Morihei. He borrowed movements from 
traditional martial arts as well as adding a spiritual 
dimension. 

AikidōAikidō
Sumō is a Japanese form of wrestling rich in history and 
tradition which has now become a fast-paced and 
vigorous modern sport practised in many countries 
around the world.

SumōSumō

4TH. International Seminar of4TH. International Seminar of

The naginata is a glaive-like weapon with a curved, 
single-edged blade fixed to one end. The weapon itself 
has a history in Japan spanning roughly 1000 years, and 
gave rise to a fighting art that managed to adapt to the 
times throughout its long history.

NaginataNaginata
Shorinji Kempo was founded in Japan in 1947 by Doshin 
So as a form of humanistic education,with the goal of 
developing individuals who are able to create a better 
society.

Shorinji kempoShorinji kempo Jūkendō
Jūkendō is a martial way based on fighting with 
bayonets. Practitioners wear armour and compete with 
wooden rubber-capped replica-rifles by making 
thrusting attacks to the opponent’s chest, side, throat, 
hand, and shoulder.

JūkendōJūkendō

4444THTHTHTHTHTH. International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of International Seminar of

BUDO
CULTURE
BUDO
CULTURE
for Foreign Exchange Students and Embassy Stafffor Foreign Exchange Students and Embassy Staff

Dates: March 5 (Sat.) to March 6 (Sun.), 2022　Venue: Nippon Budokan Training Center
 (582 Sawakura, Katsuura-shi, Chiba-ken 299-5231)

You can try Budo!You can try Budo!

For More Information
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日
本
古
武
道
協
会
加
盟
流
派

（
宗
家
・
相
伝
家
・
流
派
代
表
者
・
連
絡
先
）

諸
賞
流
和

や
わ
ら

第
六
十
八
代
宗
家　

高
橋
厚
吉

〒
020-
0033

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
前
北
通
六
─
五
一
─
一
〇
〇
六

☎
（
〇
一
九
）
六
五
一
─
九
九
〇
二

為
我
流
派
勝
新
流
柔
術

第
十
三
代
宗
家　

根
本
憲
一
唯
之

〒
311-
1204

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
平
磯
遠
原
町
三
一
─
二

☎
（
〇
二
九
）
二
六
三
─
六
九
一
七

氣
樂
流
柔
術

第
十
九
代
宗
家　

飯
嶌
文
夫

〒
379-
2106

群
馬
県
前
橋
市
荒
子
町
一
一
七
〇

☎
（
〇
二
七
）
二
六
八
─
二
七
六
〇

天
神
真
楊
流
柔
術

師
範
家　

久
保
田
修
弘

〒
352-
0033

埼
玉
県
新
座
市
石
神
五
─
一
─
一
八

☎
（
〇
四
二
）
四
五
六
─
八
六
八
八

天
神
真
楊
流
柔
術

第
七
代
宗
家　

柴
田
孝
一

〒
350-
1137

埼
玉
県
川
越
市
砂
新
田
一
─
六
─
四
八

☎
（
〇
四
九
）
二
四
二
─
七
〇
九
八

長
谷
川
流
和

や
わ
ら
術

第
十
七
代
宗
家　

桑
原　

巡

〒
343-
0113

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松
伏
町
ゆ
め
み
野
一
─
一
四
─
一
二

☎
（
〇
四
八
）
九
九
二
─
三
〇
九
六

大
東
流
合
気
柔
術

本
部
長　

近
藤
昌
之

〒
130-
0015

東
京
都
墨
田
区
横
網
一
─
一
二
─
三
一

☎
（
〇
三
）
三
五
一
七
─
二
四
四
六

起
倒
流
柔
術

代
表　

井
上
佳
郎

〒
776-
0014

徳
島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
知
恵
島
一
二
七
六
─
六

☎
（
〇
八
八
三
）
二
六
─
〇
一
五
三

大
東
流
合
気
柔
術　

琢
磨
会

総
務
長　

小
林　

明
彦

〒
541-
0043

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
一
─
五
─
一
四

メ
ゾ
ン
ド
ー
ル
高
麗
橋
六
〇
五

☎
（
〇
六
）
六
二
二
二
─
三
七
〇
〇

澁
川
流
柔
術

十
二
世
師
範　

吉
野
明
嗣

〒
553-
0007

大
阪
府
大
阪
市
福
島
区
大
開
二
─
五
─
八

☎
（
〇
六
）
七
一
六
四
─
〇
四
四
二

心
月
無
想
柳
流
柔
術

宗
家
十
二
世　

岩
永
源
三
郎
正
義

〒
660-
0892

兵
庫
県
尼
崎
市
東
難
波
町
四
─
一
七
─
一

☎
（
〇
六
）
六
四
八
二
─
〇
一
四
八

本
體
楊
心
流
柔
術

第
十
九
代
宗
家　

井
上
恭
一

〒
663-
8233

兵
庫
県
西
宮
市
津
門
川
町
一
二
─
一
五

☎
（
〇
七
九
八
）
三
五
─
一
一
八
〇

高
木
流
柔
術
・
九
鬼
神
流
棒
術

第
十
九
代
宗
家　

楠
原
康
正

〒
661-
0982

兵
庫
県
尼
崎
市
食
満
二
─
一
三
─
一
五

☎
（
〇
八
〇
）
三
八
〇
〇
─
二
四
八
四

関
口
新
心
流
柔
術

第
十
三
代
宗
家　

関
口
芳
夫

〒
640-
8413

和
歌
山
県
和
歌
山
市
島
橋
東
ノ
丁
一
─
二
〇

☎
（
〇
七
三
）
四
五
五
─
七
〇
二
一

竹
内
流
柔
術
腰
廻
小
具
足

相
伝
家
十
三
代
目　

竹
内
藤
十
郎

〒
709-
3104

岡
山
県
岡
山
市
北
区
建
部
町
角
石
谷
一
一
三
一

☎
（
〇
八
六
）
七
二
二
─
三
三
八
五

竹
内
流
柔
術
日
下
捕
手
開
山

第
十
四
代
宗
家　

竹
内
藤
一
郎
久
宗

〒
709-
3104

岡
山
県
岡
山
市
北
区
建
部
町
角
石
谷
一
一
二
四

☎
（
〇
八
六
）
七
二
二
─
三
三
八
〇

澁
川
一
流
柔
術

代
表　

森
本
邦
生

〒
738-
0034

広
島
県
廿
日
市
市
宮
内
一
四
八
〇

☎
（
〇
八
二
九
）
三
八
─
三
四
四
一

卜
傳
流
剣
術

第
十
二
代
宗
家　

小
山
秀
弘

〒
036-
8335

青
森
県
弘
前
市
春
日
町
一

☎
（
〇
一
七
二
）
三
二
─
六
〇
四
五

當
田
流
剣
術

十
九
代
宗
家　

神　

亮
太

〒
036-
8354

青
森
県
弘
前
市
上
鞘
師
町
一
一
─
一

Ｍ
ａ
ｃ
弘
前
コ
ー
ト
一
一
〇
四

☎
（
〇
九
〇
）
四
四
七
七
─
二
〇
七
八

溝
口
派
一
刀
流
剣
術

代
表　

長
沼
悟
詮

〒
965-
0817

福
島
県
会
津
若
松
市
千
石
町
三
─
四
三
─
三
〇
二

☎
（
〇
二
四
二
）
八
八
─
〇
〇
九
〇
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諸
賞
流
和

や
わ
ら

第
六
十
八
代
宗
家　

高
橋
厚
吉

〒
020-
0033

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
前
北
通
六
─
五
一
─
一
〇
〇
六

☎
（
〇
一
九
）
六
五
一
─
九
九
〇
二

為
我
流
派
勝
新
流
柔
術

第
十
三
代
宗
家　

根
本
憲
一
唯
之

〒
311-
1204

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
平
磯
遠
原
町
三
一
─
二

☎
（
〇
二
九
）
二
六
三
─
六
九
一
七

氣
樂
流
柔
術

第
十
九
代
宗
家　

飯
嶌
文
夫

〒
379-
2106

群
馬
県
前
橋
市
荒
子
町
一
一
七
〇

☎
（
〇
二
七
）
二
六
八
─
二
七
六
〇

天
神
真
楊
流
柔
術

師
範
家　

久
保
田
修
弘

〒
352-
0033

埼
玉
県
新
座
市
石
神
五
─
一
─
一
八

☎
（
〇
四
二
）
四
五
六
─
八
六
八
八

天
神
真
楊
流
柔
術

第
七
代
宗
家　

柴
田
孝
一

〒
350-
1137

埼
玉
県
川
越
市
砂
新
田
一
─
六
─
四
八

☎
（
〇
四
九
）
二
四
二
─
七
〇
九
八

長
谷
川
流
和

や
わ
ら

術

第
十
七
代
宗
家　

桑
原　

巡

〒
343-
0113

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松
伏
町
ゆ
め
み
野
一
─
一
四
─
一
二

☎
（
〇
四
八
）
九
九
二
─
三
〇
九
六

大
東
流
合
気
柔
術

本
部
長　

近
藤
昌
之

〒
130-
0015

東
京
都
墨
田
区
横
網
一
─
一
二
─
三
一

☎
（
〇
三
）
三
五
一
七
─
二
四
四
六

起
倒
流
柔
術

代
表　

井
上
佳
郎

〒
776-
0014

徳
島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
知
恵
島
一
二
七
六
─
六

☎
（
〇
八
八
三
）
二
六
─
〇
一
五
三

大
東
流
合
気
柔
術　

琢
磨
会

総
務
長　

小
林　

明
彦

〒
541-
0043

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
一
─
五
─
一
四

メ
ゾ
ン
ド
ー
ル
高
麗
橋
六
〇
五

☎
（
〇
六
）
六
二
二
二
─
三
七
〇
〇

澁
川
流
柔
術

十
二
世
師
範　

吉
野
明
嗣

〒
553-
0007

大
阪
府
大
阪
市
福
島
区
大
開
二
─
五
─
八

☎
（
〇
六
）
七
一
六
四
─
〇
四
四
二

心
月
無
想
柳
流
柔
術

宗
家
十
二
世　

岩
永
源
三
郎
正
義

〒
660-
0892

兵
庫
県
尼
崎
市
東
難
波
町
四
─
一
七
─
一

☎
（
〇
六
）
六
四
八
二
─
〇
一
四
八

本
體
楊
心
流
柔
術

第
十
九
代
宗
家　

井
上
恭
一

〒
663-
8233

兵
庫
県
西
宮
市
津
門
川
町
一
二
─
一
五

☎
（
〇
七
九
八
）
三
五
─
一
一
八
〇

高
木
流
柔
術
・
九
鬼
神
流
棒
術

第
十
九
代
宗
家　

楠
原
康
正

〒
661-
0982

兵
庫
県
尼
崎
市
食
満
二
─
一
三
─
一
五

☎
（
〇
八
〇
）
三
八
〇
〇
─
二
四
八
四

北
辰
一
刀
流
剣
術

代
表　

小
澤　

智

〒
310-
0062

茨
城
県
水
戸
市
北
見
町
二
─
二
六

☎
（
〇
二
九
）
二
二
一
─
四
七
二
九

鹿
島
新
當
流
剣
術

第
六
十
五
代
宗
家　

𠮷
川
常
隆

〒
314-
0031

茨
城
県
鹿
嶋
市
宮
中
一
─
三
─
三
九

☎
（
〇
二
九
九
）
八
二
─
八
四
二
一

甲
源
一
刀
流
剣
術

第
十
世
宗
家　

逸
見
義
清

〒
368-
0201

埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
両
神
薄
一
六
七

☎
（
〇
四
九
四
）
七
九
─
〇
七
七
九

天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術

第
二
十
代
宗
家　

飯
篠
快
貞

〒
287-
0017

千
葉
県
香
取
市
香
取
一
八
二
七

☎
（
〇
四
七
八
）
五
七
─
三
一
六
一

立
身
流
兵
法

第
二
十
二
代
宗
家　

加
藤　

紘

〒
260-
0013

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
中
央
四
─
八
─
八
─
六
Ｆ

☎
（
〇
四
三
）
二
二
一
─
〇
四
四
八

鹿
島
神
傳
直
心
影
流
剣
術

二
代
宗
本
部
長　

岩
佐　

勝

〒
273-
0003

千
葉
県
船
橋
市
宮
本
三
─
八
─
一
七

☎
（
〇
四
七
）
四
三
三
─
三
〇
五
九

小
野
派
一
刀
流
剣
術

第
十
八
代
宗
家　

矢
吹
裕
二

〒
155-
0043

東
京
都
目
黒
区
東
山
三
─
一
一
─
一
二

目
黒
東
山
ハ
イ
ツ
二
─
五
一
一

☎
（
〇
三
）
三
七
九
一
─
六
五
八
二

神
道
無
念
流
剣
術

代
表　

小
川　

武

〒
204-
0011

東
京
都
清
瀬
市
下
清
戸
一
─
一
七
─
四
三
─
八

☎
（
〇
四
二
）
四
九
三
─
八
七
〇
八

鞍
馬
流
剣
術

第
十
八
代
宗
家　

柴
田
章
雄

〒
160-
0016

東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
一
一
─
一
二

☎
（
〇
三
）
三
三
四
一
─
八
九
八
一

天
然
理
心
流
剣
術

十
代
宗
家　

平
井
正
人

〒
181-
0011

東
京
都
三
鷹
市
井
口
一
─
一
七
─
三
一

☎
（
〇
四
二
二
）
三
一
─
一
七
二
五

柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術

第
二
十
二
世
宗
家　

柳
生
耕
一

〒
463-
0015

愛
知
県
名
古
屋
市
守
山
区
西
島
町
一
〇
─
一

柳
生
会

☎
（
〇
五
二
）
七
九
二
─
七
一
一
六

心
形
刀
流
剣
術

代
表　

小
林　

強

〒
519-
0125

三
重
県
亀
山
市
東
町
一
─
八
─
二
六

☎
（
〇
五
九
五
）
八
二
─
〇
六
一
四

初
實
剣
理
方
一
流
剣
術

第
十
七
代
宗
家　

植
月　

求

〒
709-
4334

岡
山
県
勝
田
郡
勝
央
町
平
二
二
九

☎
（
〇
八
六
八
）
三
八
─
三
四
二
九

兵
法
二
天
一
流
剣
術

第
十
二
代
宗
家　

加
治
屋
孝
則

〒
803-
0824

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
板
櫃
町
二
〇
─
二
─
一
〇
二

☎
（
〇
七
〇
）
五
四
五
四
─
五
五
九
三

野
田
派
二
天
一
流
剣
術

第
二
十
一
代
師
範　

荒
木
章
博

〒
860-
0047

熊
本
県
熊
本
市
西
区
春
日
一
─
三
─
一
五

☎
（
〇
九
六
）
三
二
四
─
一
五
九
二

雲
弘
流
剣
術

第
十
九
代
宗
家　

井
上
弘
道
尤
雲

〒
860-
0046

熊
本
県
熊
本
市
西
区
横
手
四
─
二
一
─
二
二

☎
（
〇
九
六
）
二
〇
一
─
三
五
一
九

兵
法
タ
イ
捨
流

十
五
代
宗
家　

上
原
エ
リ
子

〒
869-
4224

熊
本
県
八
代
市
鏡
町
塩
浜
三
〇
七
―
二

兵
法
タ
イ
捨
流
龍
泉
館

☎
（
〇
九
六
五
）
三
七
─
八
〇
〇
九

示
現
流
兵
法
剣
術

第
十
三
代
宗
家　

東
郷
重
賢

〒
892-
0842

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
東
千
石
町
二
─
二

☎
（
〇
九
九
）
二
二
二
─
五
四
三
〇

野
太
刀
自
顕
流
剣
術

代
表　

森
山
清
隆

〒
890-
0046

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
西
田
二
─
一
三
─
二
五

☎
（
〇
九
九
）
二
五
四
─
五
八
五
三

林
崎
夢
想
流
居
合
術

宗
家　

奥
山
観
禅

〒
996-
0213

山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
赤
松
三
二
六

☎
（
〇
二
三
三
）
七
五
─
二
三
七
〇

無
雙
直
傳
英
信
流
居
合
術

第
廿
一
代
宗
家　

関
口
髙
明

〒
144-
0051

東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
七
─
五
〇
─
二

西
蒲
田
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
イ
ツ
八
〇
二

☎
（
〇
三
）
三
七
三
五
─
九
二
七
六
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田
宮
流
居
合
術

代
表　

妻
木
達
夫

〒
250-
0853

神
奈
川
県
小
田
原
市
堀
之
内
一
〇
三
─
一

☎
（
〇
四
六
五
）
三
七
─
八
六
〇
一

水
鷗
流
居
合
剣
法
・
正
木
流
鎖
鎌
術

水
鷗
流
十
五
代
・
正
木
流
十
二
代　

勝
瀬
善
光

〒
424-
0037

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
袖
師
町
一
四
〇
二

☎
（
〇
五
四
）
三
六
六
─
二
一
五
八

伯
耆
流
居
合
術

代
表　

大
窪
敏
明

〒
660-
0892

兵
庫
県
尼
崎
市
東
難
波
町
四
─
一
七
─
一

☎
（
〇
六
）
六
四
八
二
─
〇
一
三
五

円
心
流
居
合
据
物
斬
剣
法

五
世
宗
家　

増
本
孝
和

〒
545-
0021

大
阪
府
大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町
二
─
二
〇
─
五
─
七
〇
七

☎
（
〇
六
）
六
六
二
三
─
六
三
〇
九

貫
心
流
居
合
術

宗
家　

松
本
秀
邦

〒
690-
1401

島
根
県
松
江
市
八
束
町
江
島
八
三
〇

☎
（
〇
八
五
二
）
七
六
─
三
二
五
五

初
實
剣
理
方
一
流
甲
冑
抜
刀
術

代
表　

神
崎　

勝

〒
701-
0204

岡
山
県
岡
山
市
南
区
大
福
一
六
四

☎
（
〇
八
六
）
二
八
一
─
一
九
〇
〇

鐘
捲
流
抜
刀
術

第
十
二
代
宗
家　

楢
原
正
士

〒
709-
0871

岡
山
県
岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
塩
納
四
九
五

☎
（
〇
八
六
）
九
五
三
─
一
一
六
四　

関
口
流
抜い

刀あ

術い

第
十
六
代
宗
家　

松
岡
秀
樹

〒
861-
5280

熊
本
県
熊
本
市
西
区
松
尾
二
─
二
七
─
四
三

☎
（
〇
九
六
）
三
二
九
─
四
三
六
七

尾
張
貫
流
槍
術

第
十
三
世
継
承
者　

加
藤
伊
三
男

〒
454-
0821

愛
知
県
名
古
屋
市
中
川
区
宗
円
町
二
─
二
四

☎
（
〇
五
二
）
三
六
一
─
二
五
二
三

風
傳
流
槍
術

十
二
代
宗
家　

今
西
春
禎

〒
561-
0817

大
阪
府
豊
中
市
浜
一
─
八
─
二
三

☎
（
〇
六
）
六
三
三
二
─
〇
三
七
一

宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術

流
派
代
表　

駒
喜
多　

学

〒
619-
0212

京
都
府
木
津
川
市
梅
谷
宮
ノ
谷
一
二
三

駒
喜
多
事
務
所
内

☎
（
〇
七
七
四
）
七
三
─
五
五
五
七

佐
分
利
流
槍
術

第
十
二
代
宗
家　

川
瀬
一
道

〒
726-
0002

広
島
県
府
中
市
鵜
飼
町
六
三
─
四

☎
（
〇
八
四
七
）
四
五
─
四
〇
九
五

無
比
無
敵
流
杖
術

十
五
代
宗
家　

根
本
憲
一

〒
311-
1204

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
平
磯
遠
原
町
三
一
─
二

☎
（
〇
二
九
）
二
六
三
─
六
九
一
七

神
道
夢
想
流
杖
術

代
表　

冨
永
彰
三

〒
819-
0373

福
岡
県
福
岡
市
西
区
周
船
寺
三
─
五
─
一
三

☎
（
〇
九
二
）
八
〇
六
─
四
三
七
二

竹
生
島
流
棒
術

第
十
八
代
宗
家　

松
浦
寛
澄

〒
856-
0807

長
崎
県
大
村
市
宮
小
路
三
―
一
九
三
七
―
二

☎
（
〇
九
五
七
）
五
五
─
一
六
八
六

戸
田
派
武
甲
流
薙
刀
術

第
二
十
一
代
宗
家　

建
入
久
代

〒
250-
0005

神
奈
川
県
小
田
原
市
中
町
一
―
一
〇
―
一
二
―
四
〇
九

☎
（
〇
四
六
五
）
二
三
─
一
一
五
五

天
道
流
薙
刀
術

第
十
七
代
宗
家　

木
村
恭
子

〒
167-
0052

東
京
都
杉
並
区
南
荻
窪
一
─
三
六
─
三

☎
（
〇
三
）
三
三
三
四
─
九
一
一
一

直
心
影
流
薙
刀
術

第
十
九
代
宗
家　

荻
原
晴
子

〒
671-
2213

兵
庫
県
姫
路
市
川
西
台
一
―
六
三

☎
（
〇
七
九
）
二
六
六
─
一
六
五
一

楊
心
流
薙
刀
術

第
十
三
代
宗
家　

小
山
宜
子

〒
737-
0001

広
島
県
呉
市
阿
賀
北
六
─
三
─
一

☎
（
〇
八
二
三
）
七
一
─
一
七
四
六

肥
後
古
流
長
刀

第
十
七
代
宗
家　

平
田
眞
由
美

〒
865-
0126

熊
本
県
玉
名
郡
和
水
町
前
原
四
五
一
─
二

☎
（
〇
九
六
八
）
八
六
─
四
二
一
三

琉
球
古
武
術

琉
球
古
武
術
保
存
振
興
会
会
長　

井
上
貴
勝

〒
154-
0016

東
京
都
世
田
谷
区
弦
巻
三
─
二
四
─
一
二
─
五
〇
四

☎
（
〇
三
）
五
四
七
七
─
一
〇
二
〇
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田
宮
流
居
合
術

代
表　

妻
木
達
夫

〒
250-
0853

神
奈
川
県
小
田
原
市
堀
之
内
一
〇
三
─
一

☎
（
〇
四
六
五
）
三
七
─
八
六
〇
一

水
鷗
流
居
合
剣
法
・
正
木
流
鎖
鎌
術

水
鷗
流
十
五
代
・
正
木
流
十
二
代　

勝
瀬
善
光

〒
424-
0037

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
袖
師
町
一
四
〇
二

☎
（
〇
五
四
）
三
六
六
─
二
一
五
八

伯
耆
流
居
合
術

代
表　

大
窪
敏
明

〒
660-
0892

兵
庫
県
尼
崎
市
東
難
波
町
四
─
一
七
─
一

☎
（
〇
六
）
六
四
八
二
─
〇
一
三
五

円
心
流
居
合
据
物
斬
剣
法

五
世
宗
家　

増
本
孝
和

〒
545-
0021

大
阪
府
大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町
二
─
二
〇
─
五
─
七
〇
七

☎
（
〇
六
）
六
六
二
三
─
六
三
〇
九

貫
心
流
居
合
術

宗
家　

松
本
秀
邦

〒
690-
1401

島
根
県
松
江
市
八
束
町
江
島
八
三
〇

☎
（
〇
八
五
二
）
七
六
─
三
二
五
五

初
實
剣
理
方
一
流
甲
冑
抜
刀
術

代
表　

神
崎　

勝

〒
701-
0204

岡
山
県
岡
山
市
南
区
大
福
一
六
四

☎
（
〇
八
六
）
二
八
一
─
一
九
〇
〇

鐘
捲
流
抜
刀
術

第
十
二
代
宗
家　

楢
原
正
士

〒
709-
0871

岡
山
県
岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
塩
納
四
九
五

☎
（
〇
八
六
）
九
五
三
─
一
一
六
四　

関
口
流
抜い

刀あ

術い

第
十
六
代
宗
家　

松
岡
秀
樹

〒
861-
5280

熊
本
県
熊
本
市
西
区
松
尾
二
─
二
七
─
四
三

☎
（
〇
九
六
）
三
二
九
─
四
三
六
七

尾
張
貫
流
槍
術

第
十
三
世
継
承
者　

加
藤
伊
三
男

〒
454-
0821

愛
知
県
名
古
屋
市
中
川
区
宗
円
町
二
─
二
四

☎
（
〇
五
二
）
三
六
一
─
二
五
二
三

風
傳
流
槍
術

十
二
代
宗
家　

今
西
春
禎

〒
561-
0817

大
阪
府
豊
中
市
浜
一
─
八
─
二
三

☎
（
〇
六
）
六
三
三
二
─
〇
三
七
一

宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術

流
派
代
表　

駒
喜
多　

学

〒
619-
0212

京
都
府
木
津
川
市
梅
谷
宮
ノ
谷
一
二
三

駒
喜
多
事
務
所
内

☎
（
〇
七
七
四
）
七
三
─
五
五
五
七

佐
分
利
流
槍
術

第
十
二
代
宗
家　

川
瀬
一
道

〒
726-
0002

広
島
県
府
中
市
鵜
飼
町
六
三
─
四

☎
（
〇
八
四
七
）
四
五
─
四
〇
九
五

無
比
無
敵
流
杖
術

十
五
代
宗
家　

根
本
憲
一

〒
311-
1204

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
平
磯
遠
原
町
三
一
─
二

☎
（
〇
二
九
）
二
六
三
─
六
九
一
七

神
道
夢
想
流
杖
術

代
表　

冨
永
彰
三

〒
819-
0373

福
岡
県
福
岡
市
西
区
周
船
寺
三
─
五
─
一
三

☎
（
〇
九
二
）
八
〇
六
─
四
三
七
二

竹
生
島
流
棒
術

第
十
八
代
宗
家　

松
浦
寛
澄

〒
856-
0807

長
崎
県
大
村
市
宮
小
路
三
―
一
九
三
七
―
二

☎
（
〇
九
五
七
）
五
五
─
一
六
八
六

戸
田
派
武
甲
流
薙
刀
術

第
二
十
一
代
宗
家　

建
入
久
代

〒
250-
0005

神
奈
川
県
小
田
原
市
中
町
一
―
一
〇
―
一
二
―
四
〇
九

☎
（
〇
四
六
五
）
二
三
─
一
一
五
五

天
道
流
薙
刀
術

第
十
七
代
宗
家　

木
村
恭
子

〒
167-
0052

東
京
都
杉
並
区
南
荻
窪
一
─
三
六
─
三

☎
（
〇
三
）
三
三
三
四
─
九
一
一
一

直
心
影
流
薙
刀
術

第
十
九
代
宗
家　

荻
原
晴
子

〒
671-
2213

兵
庫
県
姫
路
市
川
西
台
一
―
六
三

☎
（
〇
七
九
）
二
六
六
─
一
六
五
一

楊
心
流
薙
刀
術

第
十
三
代
宗
家　

小
山
宜
子

〒
737-
0001

広
島
県
呉
市
阿
賀
北
六
─
三
─
一

☎
（
〇
八
二
三
）
七
一
─
一
七
四
六

肥
後
古
流
長
刀

第
十
七
代
宗
家　

平
田
眞
由
美

〒
865-
0126

熊
本
県
玉
名
郡
和
水
町
前
原
四
五
一
─
二

☎
（
〇
九
六
八
）
八
六
─
四
二
一
三

琉
球
古
武
術

琉
球
古
武
術
保
存
振
興
会
会
長　

井
上
貴
勝

〒
154-
0016

東
京
都
世
田
谷
区
弦
巻
三
─
二
四
─
一
二
─
五
〇
四

☎
（
〇
三
）
五
四
七
七
─
一
〇
二
〇

日
本
古
武
道
協
会

〒
102-
8321

東
京
都
千
代
田
区
北
の
丸
公
園
二
─
三

　
　
　
　
　
　
　

日
本
武
道
館
内

☎
（
〇
三
）
三
二
一
六
─
五
一
一
四

HP http://w
w
w
.nihonkobudokyoukai.org

和
道
流
柔
術
拳
法

三
代
宗
家　

大
塚
博
紀

〒
177-
0031

東
京
都
練
馬
区
三
原
台
三
─
二
一
─
三

☎
（
〇
三
）
三
九
二
三
─
四
四
六
七

糸
洲
流
空
手

四
世
宗
家　

坂
上
節
明

〒
240-
0026

神
奈
川
県
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
権
太
坂

三
─
六
─
一
─
二
二
四

☎
（
〇
四
五
）
七
一
六
─
二
三
七
七

琉
球
王
家
秘
伝
本
部
御
殿
手

第
十
四
代
宗
家　

本
部
朝
正

〒
597-
0015

大
阪
府
貝
塚
市
堀
二
─
二
二
─
六

☎
（
〇
七
二
）
四
三
一
─
二
九
〇
七

金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術

代
表
幹
事　

早
坂
ゆ
か
り

〒
301-
0005

茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
川
原
代
町
四
〇
七
三
─
二

☎
（
〇
二
九
七
）
八
五
─
三
四
七
七

沖
縄
剛
柔
流
武
術

代
表　

東
恩
納
盛
男

〒
900-
0013

沖
縄
県
那
覇
市
牧
志
三
─
二
二
─
四
二

☎
（
〇
九
八
）
八
六
四
─
一
六
七
三

柳
生
心
眼
流
甲
冑
兵
法

総
本
部
長　

星　

國
雄

〒
021-
0021

岩
手
県
一
関
市
中
央
町
二
─
九
─
四

☎
（
〇
一
九
一
）
二
三
─
七
四
二
九

柳
生
心
眼
流
體
術

十
一
世
宗
家　

梶
塚
靖
司

〒
247-
0007

神
奈
川
県
横
浜
市
栄
区
小
菅
ヶ
谷
一
─
一
七
─
一
一

吉
岡
写
真
事
務
所
内

☎
（
〇
四
五
）
八
九
三
─
三
四
二
九

森
重
流
砲
術

代
表
師
範　

青
木　

孝

〒
226-
0019

神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
中
山
五
─
三
〇
─
十
七

☎
（
〇
四
五
）
九
三
一
─
一
五
三
〇

陽
流
砲
術

第
十
六
代
家
元　

尾
上
城
由
江

〒
812-
0044

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
千
代
四
─
三
─
一
五

☎
（
〇
九
二
）
六
四
一
─
四
五
〇
四

荒
木
流
拳
法

第
十
七
代
宗
家　

菊
池
邦
光

〒
372-
0033

群
馬
県
伊
勢
崎
市
南
千
木
町
二
二
三
五
─
一

☎
（
〇
二
七
〇
）
二
六
─
一
五
六
〇

荒
木
流
軍
用
小
具
足

代
表
師
範　

千
葉　

明

〒
253-
0002

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
高
田
二
─
一
三
─
八

☎
（
〇
四
六
七
）
五
二
─
九
一
二
八

根
岸
流
手
裏
剣
術

第
七
代
宗
家　

早
坂
義
文

〒
301-
0005

茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
川
原
代
町
四
〇
七
三
―
二

☎
（
〇
二
九
七
）
八
五
─
三
四
七
七

小
笠
原
流
弓
馬
術

第
三
十
一
世
宗
家　

小
笠
原
清
忠

〒
251-
0037

神
奈
川
県
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
─
一
七
─
四

☎
（
〇
四
六
六
）
三
四
─
四
〇
八
九

二
刀
神
影
流
鎖
鎌
術

第
七
代
宗
家　

細
川　

隆

〒
781-
2155

高
知
県
高
岡
郡
日
高
村
九
頭
五
三
〇
─
八

☎
（
〇
八
八
九
）
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YouTube 生配信について

　今大会は、演武の様子を動画配信サイト YouTube「【公式】公益財団法人日本武道館」
チャンネルにてライブ配信いたしますので、お知らせいたします






